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開会 午前１０時００分 

    ◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２６年第２回大空町議会定例会を開会します。 

 

◎開会の宣告 

◇議  長 これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は会議規則第１１９条の規定によって、議長において、５番、

品田好博議員及び６番、松田信行議員を指名します。 

 

◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２ 議会運営委員会審査報告を行います。 

   議会運営委員会審査の結果について委員長から報告の申し出がありますので、

これを許します。 

   議会運営委員会委員長、松岡克美議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 議会運営委員会の審査結果を報告をいたします。 

   今定例会を開催するにあたり、去る６月１７日に議会運営委員会を開き、本日

開会の定例会の会期等について協議をいたしました。 

   今定例会では一般質問者が３名、町長から提出されている案件が１５件であり

ます。このほか、財団法人等からの経営状況についての報告等が予定をされてお

ります。 

   従いまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、今定

例会の会期は、本日６月２３日に開会して、６月２４日までの２日間とすること

が妥当であると全会一致で判断をいたしました。 

   この結果について報告いたします。 

   以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３ 会期の決定についてを議題とします。 

   お諮りします。本定例会の会期は、先程の議会運営委員会審査報告のとおり、

本日から６月２４日までの２日間にしたいと思います。 

   御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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したがって、会期は本日から６月２４日までの２日間に決定しました。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

   事務局長に報告いたさせます。 

   大槻事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１１名であります。 

   小島一弘議員から遅参する旨届け出であります。 

   本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付している

とおりであります。なお、職務の都合により、一部の異動がある場合があります

ことを御了承願います。 

   本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

   前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとお

りであります。 

   報道機関及び議会事務局職員による写真撮影の申請があり許可をしております

ので、御了承願います。 

   以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎副町長、教育長、就任挨拶 

◇議  長 次に、６月１２日に就任した川口副町長、並びに教育委員会渡邊教育長

から、それぞれ就任挨拶の申し出がありますので、これを許します。 

   川口明夫副町長。 

 

◇副町長 このたびの副町長の選任につきましては、議員各位の格別の御同意を賜

り、６月１２日付けをもちまして、再び副町長を拝命いたしました。 

   光栄に存じますとともに、今改めてその責任の重さに身の引き締まる思いでご

ざいます。もとより浅学非才の身、微力ではございますけれども、この４年間の

経験を生かし、大空町振興発展のために、山下町長の補佐役として誠心誠意努め

る所存でございます。 

   今後とも、議員各位におかれましては、これまで同様に御指導、御助言、御協

力を賜りますよう、切にお願いを申し上げます。 

   また、大変申し遅れましたが、本日は、このような発言の機会をいただきまし

たことに対しまして心から厚くお礼を申し上げ、誠に簡単措辞と存じますけれど

も、御挨拶とさせていただきます。 

   どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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◇議  長 渡邊國夫教育長。 

 

◇教育長 このたび議会の同意並びに教育委員会での選任をいただき、教育長を拝命

いたしました渡邊國夫でございます。 

   引き続き、重責を担わせていただくことになり大変身の引き締まる思いでござ

いますが、一言御挨拶を申し上げます。 

   今日、人口の減少、少子高齢化、グローバル化など、社会情勢が変動する中、 

教育に対する期待もより一層高まっているものと受けとめております。もとより

微力でございますが、これまで培ってまいりました行政経験を生かし、大空町教

育のさらなる充実発展のため粉骨砕身、全力で取り組んでまいる所存でございま

す。 

   議員の皆様には、今後とも御指導、御鞭撻を賜りますよう切にお願い申し上

げ、簡単でございますが、就任に当たっての御挨拶とさせていただきます。 

   どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これで就任挨拶を終わります。 

 

◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４ 行政報告を行います。山下町長から行政報告の申し出があり

ますので、これを許します。 

   山下町長。 

 

◇町  長 おはようございます。 

   平成２６年第２回大空町議会定例会に当たり、行政報告を行います。 

   ３月１６日、女満別空港国際チャーター便誘致協議会タイ観光関係者招聘事業

歓迎会が網走市で行われ、参加をいたしました。昨年１１月のチャーター便誘致

活動、タイ国へ赴いた際、現地の航空事業者、観光事業者のオホーツク来管につ

いて打診がございまして、今回の招聘事業として、実現したものでございます。 

来年２月のチャーター便就航に向けて現在調整中でございます。 

   ３月２４日、オホーツク圏活性化期成会市町村会議が美幌町で開催をされまし

た。この会議の中では、オホーツク地域化製場、さらには、石北線ＪＲ貨物列車

の両案件について報告がなされたところであります。化製場につきましては、国

庫補助事業の採択の可能性、さらにＪＲ貨物につきましては、北海道、北見市、

訓子府町、美幌町の負担による事業方向などが説明されたところでございます。 

   ３月２５日、大空町青少年問題協議会を開催いたしました。本町における青少

年の問題行動、不審者情報などについて説明をさせていただいたところでありま

す。しかし３月２５日、年度末ということでございますが、ちょうど委員の任期

が切れる間際での開催時期ということで、開催時期などについて不適切ではない

かと、そんな問題提起をさせていただいたところでございます。 

   ３月２６日には、北網地域医療再生事業運営委員会が北見市で開催をされ、出
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席をいたしました。北見赤十字病院、道立北見病院の整備について説明がなされ

るとともに、ドクターカーの充実、障害者歯科口腔センターの整備についても説

明があったところでございます。 

   同日、大空町農業再生協議会水田部会を開催してございます。主食用米の配分

方針、また、目標面積などについて決定をさせていただくとともに、水田フル活

用ビジョンについても、承認をいただいたところでございます。 

   ３月２９日、北見赤十字病院ＰＥＴセンター竣工記念式に出席をいたしまし

た。がんの早期発見に効果的なＰＥＴ検査が可能となる施設がオープンしたとい

うことでございます。今まででありますと、札幌、旭川、帯広などへ出向がなけ

ればならなかったこの検査が、このオホーツク管内でも実施できるようになった

というわけでございます。 

   ４月２０日、美幌駐屯地創立６３周年記念式典に出席をいたしました。例年、

７月の実施でございますけれども、ことしは南スーダンへの派遣の関係から、４

月の実施となったところでございます。 

   ４月２２日から２５日にかけまして、札幌市におきまして北海道道路整備促進

協議会通常総会、北海道治水砂防海岸事業促進同盟通常総会、北海道災害復旧促

進協会通常総会などが開催され、出席をいたしました。いずれも平成２５年度の

事業報告、決算並びに２６年度事業計画、予算について審議をしたところでござ

います。災害復旧協会の会議の中では、災害の復旧ということはもちろんであり

ますけれども、防災、減災という考え方も今後取り入れていくべきではないか、 

そんな議論がなされたところであります。また、この期間中、北海道町村会定期

総会が札幌市で開催をされ、出席をいたしました。寺島会長の挨拶からは、道州

制への反対、また、北海道がこの道州制に対して積極的な姿勢を持っているとい

うようなことに対する批判が表明されたところでございます。この会議の中で

は、平成２６年度の活動方針を決定するとともに、ＴＰＰ反対，地域医療の確

保、地方分権，原発安全確保の決議などが採択されたところでございます。 

   ４月２５日、大空町交通安全防犯推進委員会を開催いたしました。この４月２

３日に本町における交通事故死ゼロ１，５００日の達成ということに鑑みまし

て、北海道からの感謝状、また、北海道交通安全推進委員会からの表彰状の伝達

が行われたところでございます。あわせて、平成２６年度活動計画を説明し決定

をいただきました。 

   ４月２８日は、大空町農業再生協議会を開催いたしました。平成２５年度の報

告決算、２６年度の計画予算などについて御審議をいただくとともに、新規事業

などについて意見交換を行ったところでございます。 

   ５月１２日、オホーツク圏活性化期成会ベトナム労働省副大臣懇談会が網走市

で開催をされ、出席をいたしました。水産加工、農業などの現場で働く実習生の

受け入れについてオホーツクの実態を説明させていただきました。ベトナム側か

らは、ぜひ研修生の受け入れを拡大してほしい、そんな要請があったところでご

ざいます。 

   同日、大空町国民健康保険運営協議会を開催いたしました。後期高齢者分、介
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護分の限度額を法定どおり、おのおの２万円引き上げるという提案につきまし

て、了承の答申をいただいたところでございます。 

   ５月１５日、オホーツク町村会臨時総会が網走市で開催をされました。平成２

７年の職員採用試験の内容について決定するとともに、本年度２６年度の職員研

修の予定について報告がなされました。 

   ５月１７日、美幌自衛隊南スーダン派遣施設隊員壮行会に出席をいたしまし

た。野村司令以下１２０名の隊員が国連平和維持活動に参加をするということで

半年間の任務に就くという説明でございました。壮行会に参加をいたし激励を行

ったところでございます。 

   ５月２１日には、三町農業推進協議会総会が美幌町で開催をされました。平成

２５年度の報告決算、平成２６年度の事業計画予算について、承認するととも

に、３町の農業普及計画について、農業改良普及センターから説明をいただき、

了解をしたところでございます。 

   ５月２４日、道州制問題を考える緊急集会が、札幌市で開催をされて参加をい

たしました。これは道町村会と町村議会議長会が主催の集会でございました。 

東京大学名誉教授大森渉先生の講演からは、今回の道州制法案の問題点、提起、

解説をいただいたところでございます。今回の法案の内容から見ますと、結果的

に市町村合併につながる内容であり、反対というような考え方でございます。 

道内１４４の町村議会がございますけれども、このようなことから、１２４の町

村議会において反対決議がなされている状況にございます。 

   裏面にまいりまして５月２８日、大空町青少年問題協議会を開催いたしまし

た。新しい委員の方々に辞令を交付させていただき、その中で、本町を取り巻く

青少年の問題などについて議論をしたところであります。特に今回はインターネ

ット犯罪の恐ろしさについて学び、そして意見交換をさせていただきました。 

   ５月３０日、オホーツク圏活性化期成会役員会・総会が北見市で開催をされま

した。平成２６年度の活動計画について決定をしたところであります。 

   あわせて、同会場におきまして、オホーツク地域づくり連携会議が行われまし

た。昨年度、このオホーツク地域、遠紋地区、北網地区２地区に分かれてこの会

議を開催いたしておりましたことから、全体の報告というものが、オホーツク総

合振興局から行われたところでございます。 

   同日、大空町家畜伝染病防疫対策協議会を開催いたしました。前日、５月２９

日から町内における豚流行性下痢が疑われる症状の発生を受け、検査結果を見守

っていたところでございますが、５月３０日検査の結果、陽性となったため緊急

に開催をいたしました。協議会の構成メンバーのほかに、オホーツク総合振興

局、網走家畜保健衛生所、網走農業改良普及センター、ＪＡめまんべつ、ＪＡオ

ホーツク網走などの皆さんの御出席をいただきました。協議会としての防疫対策

を説明するとともに、関係機関と情報交換を行ったところでございます。その後

の状況でありますけれども、６月発生農場において６月２０日時点で下痢をして

いる哺乳豚はゼロとなりました。今回の発生を受けて、４６頭が死亡、哺乳豚が

死亡したわけでありますけれども、その後、１０日間の発症がなければ、鎮静化
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したとの判断がなされる見込みであります。今月いっぱい様子を見なくてはなり

ませんので、その推移を見守ってまいりたいと、そのように考えております。 

   ６月６日、札幌地区女満別会が、札幌市で開催をされました。３１名の出席で

ございます。昭和５５年に第１回の開催から今年で３５回を数えることとなりま

したけれども、会員の高齢化と減少が課題となっていると、そのような報告がな

されたところでございます。 

   以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

◎日程第５ 平成２６年第２回大空町議会定例会にあたって（町政執行方針） 

◇議  長 日程第５、平成２６年第２回大空町議会定例会にあたって、町政執行方

針の説明を行います。 

   山下町長から、町政執行方針について説明の申し出がありますので、これを許

します。 

   山下町長。 

 

◇町  長 平成２６年第２回大空町議会定例会にあたり、私の所信と町政に対する

基本的な考え方、追加予算を含む本年度予算の概要について御説明申し上げ、町

議会議員並びに町民皆様の御理解と御協力を賜りたいと存じます。 

   私は、本年４月に施行されました、大空町長選挙におきまして、町民皆様との

共通目標を掲げ、愛情を基本理念としたまちづくりを訴えてまいりました。結果

として、無投票当選という身の引き締まる御審判をいただいたところでありま

す。再び皆様とともにまちづくりに携わる機会を賜りましたことに心から感謝を

申し上げます。責任の重さをしっかりと受け止め、誠心誠意町民主体のまちづく

りに邁進してまいりたいと存じます。議員各位、町民皆様の一層の御指導と御鞭

撻をお願い申し上げます。 

   世界に目を向けると民族や宗教の違いによる地域間の紛争が絶え間なく、国家

間では利益を巡る軋轢が生じています。我が国においても、近隣諸国との領土に

おける主張の食い違いが緊張感を高めている現状があります。一方で、国際貿易

交渉の進展、情報社会の発達、地球規模の環境問題は、グローバル化を象徴する

事象です。 

   国内では、経済不況デフレからの脱却を掲げた政権が誕生し、金融緩和、財政

出動、成長戦略の政策が進められています。しかし、地方における波及効果は十

分実感できる状況にはなく、物価上昇、国の債務残高の増大、消費税率の改定、

国際貿易交渉の行方など、景気の先行きを不安視する材料も数多くあります。   

また、憲法改正や集団的自衛権の解釈、東日本大震災に学んだ防災・減災、原子

力発電所事故に端を発したエネルギーの確保のあり方など、日本の将来を左右す

る大きな課題が横たわっています。しっかりとした議論の上に方向性を定めてい

かなくてはなりません。 
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   大空町の財政は、町民皆様の御協力や国の経済対策の効果もあり、健全化に向

かいつつあります。しかし、各種指数は道内他市町村と比べ平均よりも高い位置

にあります。生産活動の現場からは労働者が、組織や団体からは後継者が、地域

からは若者が「いない、足りない」という声が届きます。町政懇談会では道路の

改善や老朽した施設の長寿命化、福祉施設の整備や細やかな除雪体制など、高齢

社会ならではの要望が多く寄せられます。医療や教育は全国的な格差が広がり不

安を招いています。 

すべてにおいて時代は急速に動いています。これまでの常識から発想を切りか

え、現代社会に即応した資本整備や仕組みづくりに取り組んでいく必要がありま

す。 

   平成２７年度は、大空町にとって１０年という節目の年となります。従来のよ

うに、大規模な式典や記念施設の建設といった事業に取り組む考えはありません

が、この機会に町民の融和が図られる事業について検討してまいりたいと思いま

す。また、新しい時代を拓くための目標づくりや、先人が築いてくださった歴史

や伝統を記すことも必要です。町民皆様の御意見にも耳を傾け、取りまとめてま

いりたいと存じますので、御理解と御協力をお願い申し上げます。 

   オホーツク管内は農業、林業、漁業といった１次産業が盛んで、北海道の生産

額の多くを占める地域となっています。多くの産品や食材、更には観光資源にも

恵まれていますが、都市圏から遠隔地にあるなどの理由から、素材を十分に活か

し切れていないとの指摘があり、大空町においても同様の状況にあります。北海

道農業の縮図的多様な農業が展開され、オホーツクの空の玄関となる女満別空港

が立地する大空町は、農業、観光、交流などにおいて管内の中心的役割を担って

いかなくてはなりません。大空町としての発信はもとより、オホーツクの一員と

して管内の発展にも積極的に取り組む姿勢を持ちたいと思います。 

   次に、訴えてまいりました政策の四つの柱に沿って考え方を申し述べたいと思

います。 

   まちづくりは、一人が頑張るのではなく、特定の立場の人が頑張るだけでもな

く、みんなで支え合うことが大切です。自治基本条例は、町民が自治の主体であ

り、情報の共有、町民参加、町民・議会・行政の協働を基本原則としています。 

各々の立場を理解し実行する成熟したコミュニティ社会の形成を目指します。 

   子どもたちが生まれ、育っていく環境が変化しています。時代に即した環境を

整えていかなくてはなりません。子育て、教育、学力、体力、施設など子どもた

ちにとって、いま必要なものは何かを考え将来の夢の実現を応援します。 

   １次産業の将来不安、構造的な商工業の衰退、各産業共通の人材不足など、地

域産業の課題は深刻です。農業基盤の強化、起業化の促進、人材の育成確保、旅

行者・交流人口の誘致を進めます。地域で経済循環する元気な仕組みをつくりま

す。 

   環境、食、健康、気象、災害や犯罪などに対する不安など、身の回りには多く

の心配が存在します。安心な生活には行政としての不安解消の取り組みが不可欠

です。町民皆様の取り組みを助長するなど、地域が一体となった活動を展開しま
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す。 

   次に、予算についてであります。本年度当初予算は骨格予算として編成させて

いただきました。そのため、今回につきましては補正予算に関連するもののほ

か、主要な２６年度事業について、あわせて概要を申し述べたいと存じます。 

   総務関係についてであります。 

   地域主権の時代、地域の課題を自ら見つけだし町民目線に立ったまちづくりが

求められています。職員一人一人が時代の変化に適応できる知識や能力が備わる

よう、職員研修の更なる充実に取り組んでまいります。 

   社会保障・税番号制度が平成２８年１月からスタートします。個人を特定する

個人情報ファイルの作成にあたり、情報量や取り扱われる頻度などを評価し、セ

キュリティー対策の必要度を判定して、プライバシーの保護措置を講じる必要が

あります。制度の導入によって改正が必要となる例規の整備を進めてまいりま

す。 

   役場、総合支所、各公共施設のデータ通信及び電話音声データ通信を制御する

ためのネットワーク機器が耐用年数を経過しています。効率的な行政情報の運用

をはかるために機器を更新してまいります。 

   東日本大震災が発生してから３年が経過しました。被災地では復興への取り組

みが進められていますが、いまだ不自由な生活が続いています。被災された方々

に復興への希望も続けてもらえるよう、引き続き支援活動を行ってまいります。 

   地域防災計画の防災ビジョン「自助・共助・公助」を念頭に、町民の防災意識

の高揚と災害時における適切な行動力を向上させるため、防災訓練を継続して実

施してまいります。 

   災害時などに必要となる物品と防災用品の備蓄倉庫や避難所用テントなどの備

品の整備を行います。緊急地震速報などの町民が必要とする防災情報を自動的に

緊急速報メールとして配信するサービスを導入し、防災対策の向上に努めてまい

ります。 

   消防ポンプ自動車を更新し防災体制の強化をはかり、町民の生命や財産の保護

と安全で安心な暮らしに貢献してまいります。 

   まちづくりの基本的な方向を示した現在の総合計画は、平成２７年度に計画期

間の最終年度を迎えます。このため、将来のまちのあるべき姿を御審議いただく

ために策定審議会を設置します。自治基本条例の基本理念である町民参加のも

と、町民を主体として町民皆様の視点に立ったまちづくりを計画的に推進するた

めの大きな柱となる新たな総合計画の策定を行ってまいります。 

   地域交通につきましては、両地域間の通勤・通学や高齢者の通院などにおける

公共交通網を維持するため、スクールバスや患者送迎バスの運行について引き続

き取り組んでまいります。 

   日常の生活において不可欠である地域バス路線の維持対策として、バス事業者

に対して補助を継続し、地域の実情に合った交通体系の維持確保に努めてまいり

ます。 

   地方空港を取り巻く状況は、運航機材の小型化、不採算路線の休廃止や減便な
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どにより、依然として厳しい状況が続いています。女満別空港の利用状況につき

ましても、前年と比較して旅客数が上向き傾向にはあるものの、地域の観光振興

や経済の活性化をはかるため、更なる利用の促進が求められます。このため、機

材の大型化や増便、新たな航空路線の開設などについて、引き続き近隣の市町や

関係団体と連携して取り組んでまいります。 

   外国人観光客の誘致促進をはかるため、海外プロモーション活動などにより、 

国際チャーター便の誘致への取り組みについても推進してまいります。 

   企業誘致対策につきましては、地域産業の振興、雇用機会の拡大や活気あるま

ちづくりの促進をはかるため、企業の事業拡大や新規の誘致について必要な支援

を行うとともに、積極的な誘致活動と情報の提供に努めてまいります。 

   人口の減少、高齢化の進行は、町民生活の活力の低下を招くばかりではなく、

地域経済や財政運営にも影響を及ぼし、地域の将来に関わる大きな問題になって

います。町内の空き家などを登録する制度を活用した定住支援や移住希望者の生

活体験などへの支援を実施し、移住・定住の促進をはかってまいります。 

   定住をサポートする関係団体や移住を経験された方々と連携し、的確なニーズ

把握と効果的なＰＲ活動に取り組んでまいります。 

   持ち家を希望する町民や、交通の利便性を活かし近隣市町からの移住希望者に

対して宅地を造成し分譲を行い、住みやすい環境づくりを進めます。分譲地を購

入し住宅を建設する子育て世帯に対しては、子育てしやすい住環境づくりの支援

を行うための助成制度を検討してまいります。 

   町民皆様によるさまざまな活動は、元気あるまちづくりの源です。地域づくり

や文化、産業などを活かした自主的に行われる活動に対して支援する元気づくり

応援事業を継続して実施してまいります。 

   国の最も基本的な統計調査で、国内の人口・世帯の実態などを調査する国勢調

査が平成２７年１０月に実施されます。調査の正確性を期すために必要となる調

査区設定業務などの事前準備を実施し、各種行政施策などの基礎資料を得るため

に重要な本調査の円滑な実施に努めてまいります。 

   財政につきましては、地方財政計画において、地方税などの伸びによる財源不

足の縮小により、地方交付税は前年度から減少となっており、財政運営は厳しい

状況が続くものと考えています。本年度の予算編成では、公共施設などの整備充

実をはかるため、公共施設等整備基金を取り崩し、更に財源不足を補うため財政

調整基金の一部を取り崩すことといたしました。 

   今後の財政運営にあたっては、引き続き地方債残高を計画的に縮減し将来の財

政負担の軽減をはかります。国の動向を見極めながら財源の確保を図るとともに

行財政改革を推進し、健全な財政運営と安定的な財政基盤の確立に努めてまいり

ます。 

   広報広聴事業につきましては、広報モニターや町民皆様からのご意見を反映

し、見やすさ・読みやすさなどに配慮するとともに、誌面編集の工夫にも努めま

す。ホームページシステムを更新し、的確な情報提供の手段として活用し、災害

などの緊急情報の発信も行ってまいります。 
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   町民参加のまちづくりを推進していくうえで、町民皆様との情報の共有はもっ

とも重要なことです。広報紙などによる情報発信のほか、ふれあいトークなどの

対話を重視し、開かれた行政を推進してまいります。 

   来年度は、大空町が誕生して１０年の節目を迎えます。この記念すべき年を町

民の皆様とともに祝い、融和と一体感をより深めるとともに、更なる飛躍を目指

すため、様々な記念事業の実施について検討してまいります。 

   これを契機として、大空町の魅力を町内外に広く効果的にＰＲする取り組みを

行います。更に、大空町の誕生とその歴史や伝統を後世に残し伝えるため、町史

の編纂業務を進めてまいります。 

   姉妹都市の稲城市と友好町の氷川町との交流事業につきましては、教育・産業

分野における交流のほか、文化・伝統や地域生活に触れる交流が行われ広くその

輪が広がってきているところです。交流や人と人との繋がりは、様々な分野への

波及と可能性を持っていることから、継続して両市町との交流を深めてまいりま

す。 

   定住自立圏構想につきましては、地域医療や公共交通などの生活基盤の確保を

はじめ、観光、産業などの振興について引き続き網走市と連携・協力し、地域の

一体的な発展をはかってまいります。 

   住民関係についてであります。 

   平成２３年度から実施してまいりました戸籍事務のＯＡ化事業が２５年度で完

了となりました。戸籍業務の正確性の確保と情報が一元管理されたことにより、

役場・総合支所を問わず戸籍証明書の発行が可能になるとともに発行時間が短縮

され、町民サービスの一層の向上がはかられるようになりました。また、電話予

約を受けて平日の夜間及び土・日・祝日に行う各種証明書などの発行業務につき

ましては、継続してまいります。 

   地域担当職員制度は、各自治会と行政をつなぐ役割として発足して早７年目を

迎えます。自治会では、少子高齢化や地域で抱える様々な課題は途絶えることが

ありません。今後も地域担当職員を配置して、この町で末永く暮らしていただけ

るように活動を継続してまいります。 

   各地域の町民会館は、地域のコミュニティ活動の拠点として大切な施設です。 

 高齢社会が進む中では、椅子席の利用を望まれる意向が多いことから高齢者に配

慮した座面の低い椅子を配置し、より多くの皆様に利用されるよう努めてまいり

ます。 

   花いっぱい運動につきましては、車の往来の多い道道女満別空港線や公共施設

周辺の路地花壇などへ花を植栽し、町のイメージアップや景観の美化に努めま

す。潤いと安らぎを与えてくれる運動に、町民の皆様との共同作業で取り組んで

まいります。 

   防犯、交通安全運動につきましては、特に子どもや高齢者を犯罪や交通事故か

ら守るため、自治会や各学校、関係機関・団体と連携した運動に継続して取り組

みます。本年４月２３日で交通事故死ゼロ１，５００日を達成し、北海道交通安

全推進委員会より表彰を受けたところです。これも、町民皆様と関係する団体の
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皆様が地域ぐるみで活動を続けてこられた成果によるものです。新たな目標に向

けて、町民皆様とともに安全・安心なまちづくりに取り組んでまいります。 

   環境対策につきましては、ごみの減量化をより一層推進するため家庭用生ごみ

処理器の導入補助、小型家電の再資源化に向けた回収を継続してまいります。 

   現在の最終処分場は、平成３１年までを使用の期限としています。すでに残り

６年と期限が迫ってきていますので、少しでも長く使用することができるよう、 

  新たに重機を使った埋立ごみの減容処理を行ってまいります。 

   地球温暖化対策につきましては、「地球温暖化対策実行計画」の第１期が終了

し、概ね目標を達成したと評価しています。平成２５年度から２９年度までの第

２期計画に基づき、省エネルギー対策などに引き続き取り組んでまいります。 

   「町民・事業所のための地球温暖化対策行動指針」により、町民皆様や事業所

の皆様にも温室効果ガス排出量抑制に御協力をいただくとともに、住宅用太陽光

発電システムの設置に対する補助を継続してまいります。 

   公共施設の充実として、葬斎場につきましては、障がいのある方に対応したト

イレの整備などを行います。また、他の公共施設につきましても、トイレなどの

改修を計画的に行い利便性の向上に努めてまいります。 

   住宅対策として町営住宅につきましては、中央さくら団地の調査設計を行うな

ど、「長寿命化計画」に基づき適切な維持管理・更新を引き続き行ってまいりま

す。 

   景観や周辺への影響が心配され、社会的に問題となっている廃屋などの対策に

つきましては、条例に基づく適正管理の指導などを強化するとともに、解体処理

の支援に新たに取り組んでまいります。 

   徴収事務につきましては、職員の資質向上をはかるために、徴収の実務や債権

の管理、応対の方法などに関する研修と徴収事務がより統一的に行えるよう取り

組んでまいります。 

   福祉関係についてであります。 

   地域福祉につきましては、町民と行政、民間事業者の皆様が一体となり、   

誰もがこのまちに住み続けたいと思われる地域づくりの実現を目的とした「第２

次地域福祉計画」を策定してまいります。 

消費税率の引き上げに際し、所得の低い方々や子育て世帯への負担緩和と消費

の下支えをはかるため、臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金の支給事務

を進めてまいります。 

   ボランティアに対し有用感の醸成と担い手の確保を目的として、前年度に引き

続きそらっきーポイントの経費を社会福祉協議会補助金に計上し、ボランティア

団体を支援してまいります。 

   高齢者福祉につきましては、一人暮らしの高齢者などが急病時に迅速な救援体

制が取れるよう設置している緊急通報システムの更新を継続します。また、住み

慣れた家庭や地域で安心して暮らすことができるよう、除雪サービスを行い   

冬季の日常生活の支援を引き続き行ってまいります。 

   災害時における要援護者の支援につきましては、災害対策基本法の改正に伴う
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「災害時要援護者支援プラン」の見直しを行うとともに、福祉避難所の設置につ

いて引き続き関係機関・団体と協議を進めてまいります。 

   障がい者福祉につきましては、障害者総合支援法の改正により、障がいのある

方が福祉サービスを受けるために「サービス利用計画書」の作成が義務づけられ

ました。この改正に伴い、相談支援事業所の設置を行い適切な運営を進めてまい

ります。 

   「障害者福祉センターちあふる」につきましては、現在、グループホームの定

員が９名のところ全室の入居となっています。指定管理者である東藻琴福祉会と

連携し、就労支援事業や生活介護事業の充実をはかってまいります。 

   現在、小学校６年生までを対象に実施している乳幼児等医療費助成事業につき

ましては、少子化対策の一環として入院・外来の助成対象を中学生まで拡大し、

子ども医療費助成事業として子育て世帯の経済的な負担軽減をはかってまいりま

す。 

   子ども・子育て支援法の制定に伴い、すべての子どもの良質な成育環境を保障

し、子ども・子育て家庭を社会全体で支援することを目的とした「子ども・子育

て支援事業計画」の策定を進めてまいります。 

   子どもたちの健全な遊びの場の提供や交流をはかるため、児童センターや児童

クラブの運営を行い、心身ともに健やかな子どもに育つよう努めてまいります。 

   町民一人一人が、健やかでいきいきと心豊かに暮らすためには、生活状況や能

力、ライフステージに応じた自己管理力を身に付け、健康増進をはかることが基

本となります。心疾患、糖尿病などの生活習慣病が増加する中にあって、高齢化

の進展による病気や介護の負担の増加、医療費や保険料は上昇するものと捉えて

います。生活習慣病の一次予防に重点を置くとともに、合併症の発症や重症化予

防を重視した「大空町健康増進計画」を推進していくことが重要となります。  

特定健診・保健指導により、食生活や運動などの生活習慣の改善を促し、生活習

慣病の予防に努めます。また、医療保険制度を堅持するためにも、特定健診や各

種がん検診などの受診率の向上に努め、個々の段階に見合った保健指導を充実し

てまいります。 

   母子保健につきまして、新たに第１子の２か月児訪問を行い、早期から健康的

な生活習慣が確立できるよう保健指導の充実をはかります。４か月児健診を集団

検診に変更し、乳児期から定期的な関わりを持つことで母親の不安を解消し、   

安心して子育てができるよう努めてまいります。 

   医療制度の改正や医師・看護師不足などにより、病院は厳しい経営を強いられ

ています。その中で救急や東藻琴診療所の指定管理を受託するなど、町の医療を

担っている医療法人社団双心会が運営する女満別中央病院を本町の基幹病院とし

て位置付けています。本町の医療環境の充実のため、必要な支援を引き続き実施

してまいります。 

   医療機関や介護施設における医療・介護従事者不足の解消と定着をはかること

を目的に、新たに常勤雇用として就職する医療・介護従事者に対して就業支援を

行ってまいります。 
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   国民健康保険事業につきましては、年間医療費の減少・増加はあるものの、一

人当たりの医療費は全道平均を下回っています。しかし、道内市町村間の保険税

の平準化や高額な医療費の支出を調整する共同事業の支出額が、収入額を超えて

いる状況にあることから、税収や医療費の動向を踏まえつつ、必要な財政支援を

行ってまいります。 

   介護保険事業につきましては、高齢者福祉の基本施策を定め、新たな施設整備

も検討したうえで、施設利用量や介護給付費などの推計を行い、保険料を設定す

ることを主な目的とした「第６期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」の策

定を行ってまいります。 

   認知症などにより判断能力が不十分な高齢者の権利擁護と福祉の増進を図るた

めに、成年後見制度の利用に必要な手続きなどの支援をしてまいります。 

   介護保険を必要とする高齢者の増加が見込まれ、高齢になっても安心して住み

続けられる施設の整備を目的とした「認知症高齢者グループホーム」の建設に対

して支援してまいります。 

   産業の振興についてであります。 

   農業につきましては、本年度から国の「農林水産業・地域の活力創造プラン」

により、農業政策が大きく転換されます。 

   低迷する農業情勢の中、４０年間続けてきた米の生産調整、減反政策を平成２

９年度に廃止し、現行の経営所得安定対策の大幅な見直し、日本版の直接支払制

度の創設や農地中間管理機構の設置による農地の集約化など、農業政策は大きく

変化しています。 

   日本の農業に大きな影響を及ぼすＴＰＰ交渉も先行きが不透明であり、米国と

の隔たりは大きく予断を許さない状況となっています。関係機関・団体と連携を

はかりながら情報収集などを行い、しっかりと対応していくことが重要であると

考えています。  

本町の農業は、農業者の高齢化、担い手不足、農家戸数の減少などに加え、  

燃油の高騰や資材価格の高止まり、肥料や飼料の価格上昇など、経営の厳しさが

増しています。このような中、優れた担い手を育成し、持続的な発展をはかるた

め、実践的な技術・技能・知識を習得するための研修を支援する農業担い手実践

研修支援事業に引き続き取り組んでまいります。また、地場農畜産物の魅力の発

信に努め、６次産業化へつながる取り組みを推進してまいります。 

   本町の農業振興を図るべき区域を明らかにし、その土地の農業上の有効利用と

農業の近代化のための施策を総合的かつ計画的に推進するため、前年度に引き続

き、「農業振興地域整備計画」の策定作業に取り組んでまいります。 

   農業の基本である土づくり対策につきましては、緑肥の導入や土壌分析・  

土壌診断に対して支援を継続します。新たにジャガイモシストセンチュウ侵入防

止のために、低減効果の高い抵抗性トマト野生種の導入に対し支援を行ってまい

ります。 

   農業経営基盤の強化対策につきましては、農業関係資金対策や農業気象情報の

提供などの事業を引き続き実施してまいります。 
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   農業・農村の多面的機能の向上をはかる中山間地域等直接支払い事業に引き続

き取り組むとともに、本年度から農業の基盤となる農地・用排水路・農道などの

地域資源の保全をはかる農業農村多面的機能支払交付金事業を実施してまいりま

す。 

   減肥料・減農薬や有機農業の取り組みなど環境保全効果の高い営農活動を実践

する農業者を支援する環境保全型農業直接支援対策事業を実施し、有機農業への

取り組みに対して支援を行ってまいります。 

   農業委員会につきましては、本年７月１９日をもって、現在の農業委員は、改

選となり、平成２０年に統合してから３期目を迎えます。農業従事者の高齢化や

減少が進む中、地域農業の発展及び安定的な農業経営を目指すために、意欲のあ

る担い手を育成し、確保することが重要な課題です。新規就農者の確保や農業後

継者の就農を促進するとともに、後継者のパートナー対策に向けて農業担い手育

成センターを中心として、近隣市町村、関係機関や各団体と連携・協力して後継

者の婚活を支援してまいります。また、農業委員会が農地の確保・保全とあわせ

て、農地を意欲と能力のある担い手へ集積し、有効活用するための利用調整が円

滑に行えるよう努めてまいります。 

   農業・農村整備事業につきましては、女満別本郷地区地域水田農業再編緊急整

備事業、女満別東部高台地区担い手畑総整備事業、女満別湖南昭和地区畑総整備

事業を実施し、農業生産の基盤と農村の生活環境の整備を推進してまいります。 

   新規事業としての女満別南部地区農地整備事業、東藻琴地区中山間地域総合整

備事業につきましては、調査設計・工事に着手します。 

   新規地区としての女満別豊里・住吉地区の基盤整備と東藻琴山園・末広地区を

中心とした草地整備につきましては、計画樹立に向けた調査業務を進め、農業経

営の安定化と生産性の向上に努めてまいります。 

   本郷地域の国営美女地区かんがい排水事業につきましては、本年度に排水機場

の完成を予定しています。また、東幹線排水路整備につきましては早期完成する

よう努めてまいります。 

   酪農につきましては、飼料、燃油、資材などの高騰、飲用乳の消費低迷が続

き、大変厳しい情勢となっています。そのような中、４月からは北海道の乳価も

引き上げられており、多少なりとも経営が改善されるものと期待をしています。 

  良質な生乳生産のために、牛群個体の能力を把握し、更なる乳牛改良を推進する 

  乳牛検定組合に対して運営費の補助を行います。酪農ヘルパー利用組合に対して

も運営費の補助を行い、酪農家の労働負担の軽減など、ゆとりある酪農経営のた

めに継続して支援してまいります。 

   畜産においては、ＴＰＰ交渉をめぐる状況が不透明な中にあって、米国の干ば

つや円安などにより飼料価格の高値に加え、繁殖基盤の脆弱化による素牛価格の

上昇や枝肉価格の低迷など、肥育農家の経営環境は厳しい状況にあります。   

肉牛の産地として、和牛生産改良組合が取り組む素牛能力の実証事業やＪＡオホ

ーツク網走が取り組む受精卵移植を活用した和牛改良事業を引き続き支援してま

いります。 
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   町営住吉牧野につきましては、家畜に中毒の恐れそれがあるワラビの駆除  

などを行い、草地の適正管理に努め入牧家畜の健康保持と利用促進をはかってま

いります。 

   最近、北海道内や町内においても発生が確認されている豚流行性下痢や高病原

性鳥インフルエンザなどの家畜伝染病対策につきましては、国内外における動向

の監視や最新情報の入手と生産者への速やかな情報の伝達など、家畜伝染病防疫

対策協議会を中心に関係する機関・団体と連携しながら、迅速な侵入防止に向け

た取り組みを進めます。過去に町内で発生している牛のヨーネ病につきまして

は、発生農場における定期検査や衛生対策によって清浄化が進んでおり、今後も

一層の浄化対策に努めてまいります。 

   林業につきましては、森林の持つ公益的機能を持続的に発揮させるため、   

森林整備計画に基づく森林づくりを推進します。未来につなぐ森づくり推進事業

の活用や森林整備推進対策事業による造林、下刈りや除間伐を引き続き支援し、

施業者の負担軽減をはかってまいります。 

   町有林につきましては、適正な保全管理に努め、造林や下刈りなどを計画的に

実施してまいります。 

   有害鳥獣につきましては、引き続き狩猟免許を取得する方への支援やエゾシカ

の駆除処理に要する経費の一部を支援します。「鳥獣被害防止計画」に基づく効

果的な駆除を実施するため、鳥獣被害防止対策協議会と連携した取り組みを行

い、農林業被害や人的被害への防止の取り組みを一層強化してまいります。 

   水産振興につきましては、西網走漁業協同組合が行う網走湖有用資源・水質環

境調査事業に対する支援を継続するとともに、昨年発生したシジミカビ臭の対策

として、定期的な食味試験を関係機関と連携して取り組んでまいります。 

   商工関係についてであります。 

   国内経済は、円安・株高の進行により、個人消費・公共投資の増加などから大

手企業を中心に業況の改善が進み、景気の回復傾向にあると報告されています。 

  一方、地方を取り巻く環境は回復の実感に乏しく、依然として停滞感が強く、厳

しい状況にあります。 

   高齢化や人口減少、空洞化といった従来からの構造的な問題が続いています。

地域内経済循環による経済再生を目指して、商工会や関係機関、団体などと連携

し各種事業の取り組みを行ってまいります。 

   商工会で取り組んでいるプレミアム商品券発行事業に支援するとともに、   

中小企業が融資を受けた資金に対する利子、保証料の一部を引き続き助成しま

す。また、効果的な情報の発信により、販路の拡大をはかることができるよう、 

  ホームページを作成するための費用の一部を助成してまいります。 

   商店街の空洞化対策や商工業の活性化をはかるため、店舗リニューアルや   

町内で起業を考えている方を対象に必要経費の一部を助成し、店舗のイメージア

ップと商店街の活性化に努めてまいります。 

   ポイントカード事業につきましては、地元商店街などの活性化の一環として、   

イベントなどへの参加者や町の振興につながる事業参加者に対してポイントを積



- 16 - 

極的に発行し、事業の一層の促進をはかってまいります。 

   前年度まで３か年実施した住宅リフォーム事業につきましては、快適な住環境

の向上をはかるとともに、地元経済の活性化対策と雇用促進の一助となるよう、   

新たに５年間の事業として費用の一部を助成してまいります。 

   町内の各産業においては、従事者の高齢化と担い手不足などが課題となってい

ます。町内の様々な職種の方々が幅広い人的交流や情報交換、仲間づくりなどが

できるよう、青年団体連絡協議会と連携して異業種交流事業を実施し、出会いの

場の提供に努めてまいります。 

   観光につきましては、旅行者のニーズが多様化するとともに、旅行スタイルも

従来の画一的な観光から、個々のニーズにあわせた観光へと変化しつつありま

す。 

   入り込み客数は、訪日外国人観光客を含め、東日本大震災前の水準に回復して

おり、特にタイをはじめとしたアジア諸国などからの観光客が増加傾向にありま

す。町のホームページの観光情報の多言語による情報発信の充実など、外国人観

光客を意識した対応に努めてまいります。 

   着地型観光として網走国定公園を中心とする地域性豊かな観光資源を活用し

た、レンタカーマップやサイクリングマップを作成し、旅行者の満足度を高め   

新たな観光客の誘致を目的に近隣市町と連携し取り組んでまいります。 

   東藻琴地区における地域振興施設の施設整備計画につきましては、これまで町

民が参加する委員会などで様々な角度から御協議をいただきました。本年度はそ

の協議結果を踏まえ、町としての方向性を整理してまいります。 

   朝日ヶ丘公園パークゴルフ場につきましては、本年４月より直営方式による管

理といたしました。コースレイアウトの変更などを含めた実施設計を行います。

利用者の利便性の向上をはかり、計画的な施設整備に努めてまいります。 

   芝桜公園につきましては、既存施設の適正管理と老朽化した施設の改修整備を

年次計画で進めていくとともに、新たな魅力づくりや様々なメディアを活用した

ＰＲ活動を強化し、収益の確保に努めます。課題となっている芝桜公園までの２

次交通システムにつきましては、実証試験を行い集客力の向上に努めてまいりま

す。 

   花をメーンとした観光につきましては、芝桜や水芭蕉、朝日ケ丘公園や空港周

辺に植栽しているひまわりの観賞に多くの観光客が訪れています。タイムリーな

開花情報の提供に努めてまいります。 

   イベントにつきましては、引き続き「芝桜まつり」「観光夏まつり」「ふるさ

とまつり」などの開催について支援するとともに、発信効果の高いマスメディア

を積極的に活用し情報発信に努めてまいります。 

   ひがしもこと乳酪館につきましては、産・学・官連携による新製品の研究開発

に引き続き取り組むとともに、新たな販路の拡大と集客・ＰＲ活動などを強化

し、収益の確保と産業・観光資源の活性化に努めてまいります。 

   建設関係についてであります。 

   道路、橋梁及び河川の維持管理並びに除排雪対策関係につきましては、町民ニ



- 17 - 

ーズに効果的・効率的に対応するため指定管理者制度を導入し、民間事業者が持

つ専門的な技術を活用した事業運営を行っています。引き続き町民サービスの向

上と安全で快適な道路交通網などの適切な管理に努めてまいります。 

   除排雪事業につきましては、老朽化している除雪機械の更新とメンテナンスを

行い、指定管理者と連携し冬季の除排雪対策の確立をはかってまいります。 

   道路整備事業につきましては、継続事業である仲通り線及び５丁目線の歩道整

備を引き続き実施し、歩行者の安全確保に努めます。道路舗装補修事業として、

本郷西２号線、朝日巴沢線、千草１０１号線の車道整備を継続的に行い、   

安全で安心な交通環境の確保をはかってまいります。 

   両地域を結ぶアクセス道路としての開陽中央線の整備につきましては、財源を

確保しながら、引き続き橋梁下部工事を進めてまいります。 

   新規事業として、中央さくら団地の整備に伴い東藻琴４４号線の整備と国営事

業である東幹線排水路橋架換工事に伴う迂回道路として、本郷西４号北線を整備

してまいります。 

   街灯の整備につきましては、町民が安心して道を歩けるよう適正な維持管理に

努めるとともに、省エネルギー化のために計画的な更新を行ってまいります。 

   都市公園などの緑地につきましては、利用者が憩いと安らぎを実感できる快適

で安全な利用空間の実現を目指し、適切な維持管理に努めます。本年度から女満

別運動公園の計画的な改修工事を実施し、家族で親しめる機能的な公園の実現を

目指してまいります。 

   簡易水道事業につきましては、町民に安全な水を安定的に供給するため、水道

施設の適切な維持管理を行うとともに、水道台帳システムを導入し配水管路の更

新計画の策定など、将来に向け安定した給水ができるよう体制を整えます。  

また、東藻琴地区の水源を有効活用するための事前調査を実施してまいります。 

   下水道事業につきましては、施設の安定した機能を維持するため、計画的な改

築・更新と修繕を実施し、適切な維持管理を行ってまいります。 

   合併処理浄化槽につきましては、下水道区域以外の生活環境の改善と公共用水

域の水質保全の観点から引き続き設置費用の一部を助成し、合併処理浄化槽設置

の普及を促進してまいります。 

   水道料金などの改定につきましては、給排水事業経営審議会において御審議を

いただいています。本年からは、消費税と地方消費税の税率引き上げ分を改定い

たしました。国では、簡易水道事業会計を地方公営企業法適用会計に移行するよ

う見直しを進めています。会計移行にあたっては、財源の確保が課題となってい

ることから、今後も審議会からいただいた答申や町民皆様の御意見をいただきな

がら、料金などのあり方について総体的な検討を行ってまいります。 

   学校教育関係についてであります。 

   学校教育環境の充実につきましては、東藻琴高等学校体育館及び弓道場の耐震

補強工事を実施するとともに、外部建具・外装などの改修工事を実施します。   

東藻琴小学校の大規模改修に係る実施設計にも着手します。また、東藻琴幼稚園

保育室の改修工事を実施してまいります。 
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   児童生徒の通学環境の充実をはかるために、老朽化したスクールバスの更新を

行うとともに、給食配送車を更新し、より安全で安心な給食の提供に努めてまい

ります。 

   小学校と中学校における指導体制の確立をはかるため、任期付教員や補助教員

を配置します。質の高い教育の提供はかるため、教職員の研修機会の充実をはか

ってまいります。 

   児童・生徒の読書活動の充実をはかるため、学校図書館司書を引き続き配置し

てまいります。 

   語学指導助手と外国語活動推進教諭につきましては、子どもたちの国際感覚の

醸成と英語力向上のために引き続き配置してまいります。 

   特別支援教育充実のための特別支援コーディネーター、学校における教育活動

支援のための地域コーディネーターを引き続き配置してまいります。 

   食育につきましては、毎月１回の地場産食材で調理した「ふるさと給食」の提

供を引き続き行ってまいります。 

   学校と地域社会との融合を図るとともに、地域の資源を生かしたファームスク

ール事業などへの支援を継続してまいります。 

   青少年の芸術文化鑑賞事業につきましては、園児、児童、生徒を対象に優れた

芸術舞台の鑑賞機会を提供してまいります。 

   町立東藻琴高等学校と道立女満別高等学校はともに地域に根差した教育機関と

して高い評価を受けています。引き続き特色ある高等学校活動への取り組みに支

援してまいります。 

   生徒確保対策として、通学困難生徒を対象とした寄宿舎の運営や寄宿受入者へ

の支援、補助教員の配置や制服購入費用への助成などを行います。通学対策とし

て、町内外から両校へ通学する生徒のためにスクールバスの運行を継続します。   

網走東学区の高等学校への通学対策として、通学交通費または下宿費用の一部を

引き続き支援してまいります。 

   教育機会の確保と充実を図るため、奨学金の貸し付けのほか、大学などへの入

学時に必要な資金の借入金に対する利子、信用保証料の一部助成を引き続き行っ

てまいります。 

   社会教育についてであります。 

   子どもたちに学校の放課後や週末などに安全な遊びや生活の場を提供し、地域

住民との交流活動を推進するため、社会教育コーディネーターを引き続き配置し

ます。 

   大空町と姉妹都市や友好町の生徒・児童が、お互いの文化や生活習慣などを学

び、友好を深める取り組みとして、研修事業を引き続き支援してまいります。 

   青年たちが行う様々な活動は、地域の活性化を促すためには欠かせないもので

す。青年たちの自主的な活動を支援するとともに、昨年に引き続き青年リーダー

の養成や青年団体の支援をとおして青年の交流を進めてまいります。 

   町民皆様が自主的・主体的に学習した成果を発表する場と機会の充実をはかる

とともに、文化活動や各種団体活動に対する支援を継続してまいります。 
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   来年度の大空町誕生１０年の記念事業として実施を予定している町民舞台につ

きましては、各種関係団体と連携しながら舞台創作ができるよう準備を進めてま

いります。 

   国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落につきましては、２年間

にわたって現況調査を行いました。その結果を踏まえて関係機関と連携し、保全

に向けた対応を進めてまいります。 

   豊かな心を育む町民の読書活動推進するため、乳幼児と保護者が絵本をとおし

て、本との出会いや親子のふれあいを深めるためブックスタート事業を実施し、

家庭での読書活動の習慣化を進めてまいります。 

   図書館運営につきましては、図書の管理や検索、貸し出し、予約などを効率的

に行うため図書館システムを更新します。あわせて、図書館と小・中学校の学校

図書館のネットワーク化をはかってまいります。 

   スポーツ振興につきましては、幅広い年代の町民を対象に、気軽にスポーツに

親しんでもらうための「スポーツ縁日」を継続して実施します。各種体育団体や

スポーツサークルなどの活動を支援してまいります。 

   来年度の大空町誕生１０年の記念事業として、町民運動会の実施に向けた準備

を進めてまいります。 

   総合型地域スポーツクラブの運営や冬のスポーツを振興するウインタースポー

ツ実行委員会の活動を引き続き支援してまいります。 

   近年、大鵬杯相撲大会や相撲合宿の開催、青少年のクラブ活動など、相撲に対

する期待が高まってきています。全道規模の相撲大会や合宿の誘致など、   

更なる相撲活動の充実・発展に向け、遊休施設の一部を改修し相撲場の整備を進

めてまいります。 

   女満別運動公園野球場につきましては、大規模改修に係る実施設計に着手して

まいります。 

   青少年の健全育成と芸術文化の拠点として、多くの町民の方々に利用されてい

る教育文化会館につきましては、耐震診断の結果を踏まえ、耐震補強とあわせて   

老朽化した施設の整備のための全面的な改修を行うこととし、青少年育成協会へ

必要経費を補助してまいります。 

   事業の概要について申し上げましたが、その結果平成２６年度の予算は   

各会計の補正予算総額７億６,６０６万１千円を追加し、 

一般会計          ７６億１,９１３万５千円。 

   国民健康保険事業特別会計  １１億  ６５４万３千円。 

   後期高齢者医療特別会計      １億１,２７５万４千円。 

介護保険事業勘定特別会計    ６億９,６０３万８千円。 

   介護サービス事業勘定特別会計      ７８３万８千円。 

   簡易水道事業特別会計     ４億   ９１万９千円。 

下水道事業特別会計      ４億１,１２２万１千円。 

個別排水処理事業特別会計         ２,９４８万４千円。 

         合計     １０３億８,３９３万２千円となりました。 
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   私の町政に臨む基本的な考え方と事業の概要、各会計の予算について述べさせ

ていただきました。 

   私は、物事の基点となる発想は、生活現場から始まらなくてはならないと考え

ています。高齢の両親、妻や子どもたちという各世代の家族とともに農村部に住

み、毎日の通勤と朝の散歩の中で季節の移り変わりを感じる普通の生活がありま

す。生活を共有することで、町民皆様の課題を共通のものとして捉えられるので

はないかと考えています。 

   「まち」という場所は、そこに暮らす人たちが愛情をもって、生活が営める存

在でなくてはならないと思います。まちを愛し、人を愛することがまちづくりに

は必要です。地域には、声をかけてくださる大勢の人がおり、楽しく語らい、お

酒を酌み交わすこともあります。私は、「大空町」とここに住む「町民」の皆様

が大好きです。これからも「まち」と「人」を愛し続け、まちづくりに携わって

まいりたいと存じます。 

   私の所信の一端を申し述べました。あわせて、町民皆様には大空町と生活する

大勢の人たちに対し、愛情を育んでくださいますよう、心からお願いを申し上げ

ます。 

   なお、提案いたしております補正予算の細部につきましては、担当者から説明

させていただきます。ご審議の上、ご賛同賜りますようお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 これで町政執行方針の説明は終わりました。 

   ここで、１０分間休憩します。  

 

休憩 午前１１時１４分 

再開 午前１１時２４分 

 

◎日程第６ 平成２６年度大空町教育行政執行方針 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   日程第６、平成２６年度大空町教育行政執行方針の説明を行います。 

   渡邊教育長から教育行政執行方針について説明の申し出がありますので、これ

を許します。 

   渡邊教育長。 

 

◇教育長 平成２６年第２回大空町議会定例会の開会にあたり、平成２６年度教育行

政の執行に関する主要な方針について申し上げます。 

   今日の社会は、少子高齢化、過疎化、高度情報化、グローバル化などにより急

激な社会変動が生じており、地域や社会生活、そして教育を取り巻く環境にも大

きな影響を与えております。 

   国においては、教育委員会制度の見直しやグローバル化に対応した教育環境の

整備などが進められ、また、北海道においても創意工夫ある様々な取り組みが展

開されております。 
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   こうした背景の下、本町の教育も時代の要請や変化に柔軟に対応した教育行政

の推進が求められており、これまでも大空町総合計画や大空町教育推進計画など

に基づき各種施策を推進しているところでありますが、変容する社会の中で   

次代を担う子どもたちが、心豊かにたくましく生きる力を身につけるとともに、

町民一人一人が生涯にわたって学習し、その成果を生かすことが出来るよう、   

関係機関や関係団体と連携して教育行政の推進に取り組んでまいります。 

   学校教育の推進についてであります。 

   第１に確かな学力の向上についてであります。 

   子どもたちが変化の激しい社会において自立して生きていくためには、基礎的

・基本的な知識・技能やそれらを活用できる力を育むことが必要であります。   

全国学力・学習状況調査の結果を分析活用し、学習指導の充実に取り組むほか、   

小学校へ教科指導に優れた巡回指導教員の配置し、授業改善をはかります。 

   引き続き町内小学校に任期付教員及び補助教員を配置し、多人数学級の解消や

きめ細かな教育指導の充実をはかってまいります。 

本年度は、新たに女満別中学校に補助教員を配置し、多人数学級の円滑な運営

や各種指導を強化してまいります。 

   グローバル社会にあって、外国語力を身につけることは、必要不可欠となって

おります。引き続き外国語活動推進教諭及び語学指導助手を幼稚園から高校まで

巡回配置し、外国語教育環境の充実をはかり、英語力の向上を目指してまいりま

す。 

   特別支援教育の推進及び通級指導教室の運営支援のための特別支援コーディネ

ーターや地域の教育資源を学校に提供し本物教育を推進するための地域コーディ

ネーターを引き続き配置してまいります。 

   学校における読書活動を推進するため、引き続き学校図書館司書を巡回配置

し、児童・生徒の読書習慣の形成と家庭読書の定着、調べる力の育成を推進して

まいります。 

   放課後や長期休業中における補充学習に取り組むとともに、高校生など学生ボ

ランティアの活用はかってまいります。 

   わかる・できる授業の実現や子どもたちが説明する力を育むために有効なＩＣ

Ｔ（情報通信技術）である実物投影機を町内小学校の全学級に導入してまいりま

す。 

   第２に豊かな心の育成についてであります。 

   就学前の幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期であること

から、「幼稚園教育要領」に基づく総合的な指導の推進と小・中・高等学校や高

齢者、地域住民との交流活動などに取り組み、発達や学びの連続性を踏まえた幼

児教育の充実に努めてまいります。 

   子どもの生命を大切にする心、思いやりのある心、美しいものに感動する心な

ど、豊かな感性とふるさとを愛する心を育むため、家庭や地域との連携をはか

り、地域の人材や本町の多様な教育資源の活用を推進してまいります。また、道

徳教育の充実に努め、社会規範や倫理感を培ってまいります。 
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   いじめ問題につきましては、未然防止、早期発見・早期対応に努め、相談機能

の充実と関係機関との連携をはかるとともに、児童・生徒一人一人の状況を多角

的、多面的に把握・分析し、児童・生徒理解や適正な学級運営につなげるための

アセスメント調査の導入を進めてまいります。 

   第３に健やかな体の育成についてであります。 

   児童・生徒の体力運動能力が低下している傾向にあることから、実態を把握す

るとともに、道から追加配置を受けた体育専科教員を活用し、保健体育を中心と

した教科指導の充実と体力向上を目指してまいります。 

   体力向上には継続した取り組みが必要であり、休み時間などを活用し、気軽に

実施できる縄跳び運動に引き続き取り組んでまいります。 

   早寝・早起き・朝ごはん運動への理解を促し、児童・生徒の基本的生活習慣や

学習習慣の形成に向け、保護者との連携・協力関係を一層深めてまいります。 

   本年度から小学校に配置となった学校栄養教諭が中心となり、学校・家庭・地

域と連携し、計画的な食育の推進に取り組んでまいります。 

   地元の食材を活用した「ふるさと給食」による食育も引き続き実施するととも

に、安全で安心な給食の提供に努めてまいります。また、老朽化した給食搬送車

１台を更新してまいります。 

   第４に信頼される学校づくりについてであります。 

   学校評議員制度の有効な活用や地域住民等を評価者とする学校関係者評価の充

実をはかるとともに、地域の人材を活用した特色ある教育活動に努め、地域と連

携・協働する学校づくりに努めてまいります。 

   学習の円滑な移行や生徒指導の充実のため、幼稚園と小学校並びに小学校と中

学校の連携強化に向けた取り組みを推進してまいります。 

   指導力・実践力のある教職員を育成し、教育内容の質の向上を目指すため、大

空町学校教育研究会への補助金を増額し、研修機会の拡充と研修内容の充実をは

かってまいります。 

   町立東藻琴高等学校及び道立女満別高等学校では、それぞれ地域に根差した、

魅力ある高等学校づくりに取り組んでおります。学校と地域が一体となり様々な

教育活動を支援するとともに、進学や就職など生徒たちの進路実現のため、  

東藻琴高等学校教育振興会及び女満別高等学校振興協議会との連携をはかり、  

一層の教育環境の充実に努めてまいります。 

   学校教育施設の整備につきましては、東藻琴高等学校体育館及び弓道場の耐震

化工事を実施するとともに、両施設の改修工事を実施してまいります。東藻琴小

学校の大規模改修に係る実施設計にも着手してまいります。また、東藻琴幼稚園

保育室の改修工事を実施してまいります。 

   スクールバスにつきましては、安全運行の徹底を図り、児童・生徒の通学環境

の充実に努めてまいります。また、老朽化したスクールバス１台を更新してまい

ります。 

   社会教育の推進についてであります。 

   第１に生涯学習の振興についてであります。 
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   町民皆様が生涯にわたって豊かな生活を送るためには、自己を磨くための学習

を積極的に行うとともに、その学んだ成果を生かせる環境が必要であります。 

生涯各期における町民のニーズを的確に把握し、質の高い学習活動を提供すると

ともに、社会教育に関係する各種団体等や自主的な学習活動を支援することをと

おして、心豊かで潤いのある生涯学習社会の実現に向けた取り組みを進めてまい

ります。 

   乳幼児期、少年期につきましては、少子化、核家族化などにより家庭の教育力

低下が指摘されております。親子のふれあい異年齢による交流などを積極的に進

め、家庭教育の充実をはかってまいります。 

   社会教育コーディネーターを引き続き配置し、教育部門と福祉路門の連携事業

である子育て支援事業に取り組むとともに、ボランティアリーダー研修会等の開

催や子ども会活動への支援により、豊富な体験活動やリーダー育成の機会を提供

し、青少年の健全育成を推進してまいります。 

   姉妹都市稲城市・友好町氷川町との児童・生徒交流事業につきましては、教育

の分野における中心的事業として継続するとともに、体験学習など交流内容の充

実をはかってまいります。 

   青年期においては、青年団体の自主的活動を支援するとともに、昨年発足した

大空町青年団体連携会議を支援することで青年リーダーの養成と青年交流を進め

てまいります。 

   学習ニーズが多様化・高度化している成人期においては、生活に密着した生涯

学習講座を開催するとともに、ボランティア団体や地域づくり活動を進める各種

団体を支援しながら学習機会の充実をはかってまいります。 

   町内には、貴重な文化財を初めとした各種財産があり、後世に伝えるための継

続した取り組みが必要であります。郷土・歴史文化保勝会の主体的な活動を支援

するとともに、連携して文化財等の保全や継承に向けた取り組みを進めてまいり

ます。 

   大空町の歴史や文化、観光、風土などの知識を高め、町民皆様に大空町の魅力

や価値感を再認識、再発見していただき、故郷への愛着と誇りを深めることを目

的とした「大空検定」を実施してまいります。 

   第２に芸術文化の振興と読書活動の推進についてであります。 

   心の豊かさと生活に潤いをもたらす町民皆様の文化・芸術活動の推進につきま

しては、質の高い芸術鑑賞機会を提供するとともに、町民皆様が主体的に行って

いる活動に対し、発表の機会や場を提供することが必要であります。大空町文化

団体協議会をはじめ、各種文化団体・サークル等への活動支援を行うとともに、

教育文化合宿誘致事業による文化団体の誘致や大空町青少年育成協会と連携し、

優れた芸術鑑賞機会の提供に努めてまいります。 

   来年度、大空町１０年の記念事業として実施を予定しております町民舞台につ

きましては、各種関係団体と連携しながら舞台創作ができるよう準備を進めてま

いります。 

   国の天然記念物に指定されております女満別湿生植物群落につきましては、大
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空町の貴重な財産であり、現状把握のための調査を２年間にわたり実施してまい

りました。その調査結果を踏まえ、関係機関と連携しながら引き続き保全策を検

討してまいります。 

   図書館につきましては、大空町図書館第２期５ヶ年計画及び子どもの読書活動

推進計画に基づき、豊かな心を育む町民皆様の読書活動を推進するとともに、  

図書管理や検索・貸し出し・予約などを効率的に行うため、図書館システムを更

新してまいります。 

   図書館と小中学校の学校図書館をネットワーク化し、学校図書との一元化を図

り、児童・生徒の読書活動の充実に努めてまいります。 

   乳幼児と保護者が絵本をとおして、本との出会いや親子のふれあいを深めるた

め、新たにブックスタート事業に取り組み、家庭における読書活動の習慣化を奨

励してまいります。 

   第３にスポーツ活動の推進についてであります。 

   生涯各期におけるスポーツ活動は、健康な心身を維持するだけではなく   

青少年の健全育成や地域コミュニティの振興に大きな役割を果たしており、町民

一人一人がスポーツ活動を実践でき、健康で心豊かな生活が送れるよう、生涯ス

ポーツ社会の実現をめざす環境づくりが求められています。そのため、誰もが気

軽に楽しめるスポーツ教室や町民大会等を開催し、町民の交流、体力の向上や健

康維持とスポーツに親しむ機会を提供してまいります。 

   各種体育団体やスポーツサークル、スポーツ推進員等と連携し、ふきおろしマ

ラソン大会やジェットラインさわやかマラソン大会、スポーツ縁日など、各種ス

ポーツ大会等を開催することで、町民誰もがスポーツ活動に取り組める体制づく

りを推進してまいります。 

   来年度、大空町１０年の記念事業として実施を予定している町民運動会の実施

に向けた準備を進めてまいります。 

   地域において、子どもから高齢者までがそれぞれの技術レベルに応じて気軽に

スポーツに親しむことができる「総合型地域スポーツクラブ」である豊住スポー

ツクラブの活動を引き続き支援するとともに、新たなスポーツクラブの創出を検

討してまいります。 

   第４に社会教育環境の充実についてであります。 

   生涯学習活動を推進していくためには、多種多様な学習活動に対応した社会教

育環境の整備・充実が必要であります。社会教育施設などの計画的な整備と適切

な維持管理に努めてまいります。また、指定管理者と連携し、社会教育資源を活

用した各種文化・スポーツ事業に取り組んでまいります。 

   青少年の健全育成及び芸術・文化振興の拠点施設であります教育文化会館につ

きましては、老朽化が進んでおり全面的な改修が必要であります。青少年育成協

会が実施する耐震補強工事及び改修工事に対し、必要な支援をしてまいります。 

   近年の幼児・児童・生徒の相撲への活発な取り組みや大鵬杯相撲大会の開催、

さらには相撲合宿や新たな相撲大会の誘致など相撲振興をはかるため、遊休施設

の一部を改修し相撲場の整備を進めてまいります。 
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   女満別運動公園内野球場につきましては、安全対策と老朽化に対する長寿命化

を図るため、実施設計に着手してまいります。 

   以上、平成２６年度の教育行政執行にあたっての主要な方針について申し上げ

ました。 

   教育委員会といたしましては、次代を担う子どもたちの心豊かな成長と町民皆

様の活気と潤いに満ちた生涯学習社会の創造を目指し、学校・家庭・地域はもと

より、関係機関・関係団体等との連携をはかり、本町教育の一層の充実・発展の

ため、全力で取り組んでまいりますので、町議会議員並びに町民皆様の御理解と

御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これで、教育行政執行方針の説明は終わりました。 

 

◎日程第７ 一般質問 

◇議  長 日程第７、一般質問を行います。 

   順番に一般質問を許します。 

   ２番、田中裕之議員。 

 

◇田中議員 本日は、このような貴重な時間と機会をいただきましてありがとうござ

います。 

   質問に入ります前に、先月の１６日と１７日にかけての大雨と風によりまし

て、本町でも大変大きな被害が出ております。ここで被害に遭われました方々に

心よりお見舞いを申し上げます。 

   それでは、質問に入らせていただきます。 

   本町の基幹産業は農業でありますので、本町の発展もこれからの農業の振興に

関わってくるのではないかと思います。しかしながら、現在は諸問題を抱え大変

厳しい状態にあるのも事実であります。生命を維持するのに不可欠なのが食糧で

あり、その食糧を生産、加工する農家が後継者や、また、それに伴い労働力不足

に悩んでいるのも、憂慮すべきことであります。 

   先月、隣町にあります美幌町の農業基本調査が新聞で報道されました。それに

よりますと、農家戸数は４０３戸で前回の２３年度に比べて１１戸減り、農家の

形態では専業が３１０戸で９戸増えました。兼業は９３戸で、２０戸減ったとの

ことでした。また、農家人口は１，７１５人で６０人の減、そのうち、６５歳以

上が３０．８％を占める高齢化の状況が続き、農家の人口は１０年間で４分の３

に減っているとのことでした。 

   また、後継者については、「いる」と答えたのが１２３戸で１０戸減、「いな

い」と答えたのが１７３戸で２戸増え、後継者の問題が深刻さを増しているのが

うかがえるとのことでした。 

   私はこの報道に大変衝撃を受けました。 

   そこで、お伺いしたいのは農業後継者問題であります。人口の高齢化に伴っ

て、農業従事者が高齢化し、後継者がいないので、農業が自分の代で終わりだと
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いう話を聞くことがあります。後継者がいる、いないは個人的な問題ではあると

は思いますが、基幹産業である農業だけに、看過できない問題であると考えま

す。本町の実態として、現在専業農家は何戸あり、そのうち、後継者がいる数と

いない数はどうなっているのでしょうか。 

   次に、町では、現在後継者の確保に向けてどういう対策をとっているのかとい

うことであります。この問題は、本町だけでの問題ではなく、全道的な問題であ

ると思います。現在の就農パターンとしては、学校卒業後、間を置かずに就農す

るタイプ、一旦他の職業に就業後、親の営農を後継するため就農するタイプ、農

業の魅力に引かれて新規に就農するタイプなどがあると思いますが、今でも一定

程度の参入はあると思いますが、農家戸数の減少数を充足する程ではありませ

ん。したがって、担い手確保対策は、今の本道や本町の農業にとって重要課題で

あり、関係者上げて、魅力ある農村、遣り甲斐のある農業経営を実現するための   

環境整備に取り組むことが求められていると思います。 

   道には就農支援の機関、組織として道担い手育成センターというものがあると

いうことですが、本町にも、現在、担い手を支援する仕組みがあると思います

が、どういう性質のものなのか、また、十分に機能しているのでしょうか。お伺

いをしたいと思います。 

   最後に将来的に残念ながら後継者不足などで農家戸数が減り、１戸当たりの耕

作面積は増えるということも考えられるわけですが、そうなりますと、今よりも

労働力の不足という問題が深刻になると思われます。その場合、農家で労働力に

余裕のあるものが仕事を請け負うということもあり、ＧＰＳを利用し、省労働力

用の機械や技術の導入、また農協等を中心としてコントラクター事業が立ち上が

ることも考えられます。これらのことは、後継者対策の一つとして考えられ、町

も積極的にかかわっていくべきではないかと考えますが、そのようなお考えをお

持ちでしょうか。 

   また、その他の労働力の確保というお考えがあればお伺いしたいと思います。 

   以上３件についての御所見をお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 田中議員からは、農業後継者対策についての一般質問をいただきました

ので、御答弁をさせていただきたいと思います。 

   まず１点目でございますが、本町における専業農家数と後継者の有無について

でございます。 

   中核的農家であります認定農業者数は、この３月現在で４４５戸、前年度より

１戸減少している状況にあります。これは認定農業者ということでありまして、

美幌町のように統計調査による調査ではございません。美幌町については、独自

に２年に一度農業基本調査を実施しておりますが、我が町では国などが主体とな

ります統計調査、農業センサス、世界農林業センサス、５年に一度行われるもの
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のみということでありますので、あえて認定農業者として専業農家の数を御報告

申し上げたいと思います。 

   後継者の有無につきましても、統計的に数値を押さえてはおりませんが、昨年

ＪＡめまんべつ、ＪＡオホーツク網走でアンケート調査を実施しております。そ

れを御報告申し上げたいと思います。「後継者がいる」と答えた農家の方々、Ｊ

Ａめまんべつでは３３．７％、９０戸でございます。ＪＡオホーツク網走では、 

５０％でございますが、全体的な数字でありますので、我が町東藻琴地区分とい

うことでは、不明な状況になってございます。 

   一方で、「後継者がいない」とお答えになられた方々は、ＪＡめまんべつで３

６％、９６戸、ＪＡオホーツク網走は２８．０％、これも東藻琴地区分は網走地

区と地域区分ごとには分けられておりません。 

   しかし、「後継者がいない」と回答する農家の方々は、ここ何年かの調査結果

の中でわずかずつでございますが、増加傾向にあるという状況が見てとれます。 

   ２点目でございます。 

   農業後継者や新規就農者に対しては、どのような支援を町として行っているか

ということでございます。町と、それから農業委員会、ＪＡ女満別、ＪＡオホー

ツク網走東藻琴支所、農業改良普及センター美幌支所、農業担い手育成推進員で

構成されます町の農業担い手育成センターというものを組織して、これを中心と

して支援を行っております。支援の一つとして、後継者のパートナー対策がござ

います。交流事業といたしまして、網走郡の３町大空町、美幌町、津別町合同に

よる交流事業、もう一つは、大空町単独の交流事業がございます。 

平成２５年度は、この３町合同の交流会は、札幌近郊の女性をお招きして７月

に実施をいたしました。大空町から４名が参加してございます。木工、そば打

ち、アイスクリームづくり、トラクターの試乗などを体験し、会食交流を行って

おります。 単独のふれあいコンパというものを実施しておりますが、これは札

幌で１１月に、北見で１月に年２回開催をいたしました。会食交流に１１名の方

が参加をしております。これらここ数年の活動でございますけれども、ここの会

で知り合い、昨年度は２組の方が御結婚というところまで至っております。 

参考でございますけれども、近年の農業後継者の婚姻状況につきまして御報告

を申し上げます。平成１８年度から２５年度までに、本町において７８組の方が

御成婚されております。８年間で７８組でございますので、年に１０組程度とい

うことでございます。そのうち３０％の方が、先程申しました交流会などに参加

した経験のある方ということでございます。今回の研修会、交流会というような

ものが、きっかけの一つになっているのではないかと、そのようにも判断をして

ございます。今年度については、７月に３町合同の交流会を企画してございま

す。さらに、町独自のふれあいコンパを２回、さらに札幌市の結婚相談所主催の

まちコンへの参加も考えているところでございます。また、結婚後の方々の対応

といたしまして、道外出身者の奥様方でつくる会に対して、その交流会に対して

助成を行ってございます。女満別には、メルヘンの会、東藻琴にはノンキ―の

会、という会がございます。また、本年度につきましては、ＪＡめまんべつにお
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いてパートナー対策として、首都圏の女性と交流を深めてもらう機会にというこ

とで、８月に交流会を計画しているとお聞きしておりますし、ＪＡオホーツク網

走におきましても、婚活パーティーを年２回開催をするという予定になっている

ようでございます。町におきましても、このほか異業種の方々の交流として、青

年団体連絡会議の方々の御協力をいただきながら、事業を実施する予定としてい

るところでございます。 

   次に、新規就農者の方々の支援対策についてお話を申し上げたいと思います。 

これは両ＪＡが実施をしております、農業担い手実習研修事業に支援をしてござ

います。この研修は、圃場作業から経営管理に至るまで実践的な技術、技能の知

識を習得するためのプログラムの構成となっております。ＪＡオホーツク網走の

研修事業には、平成２２年度から参加をしており、２年間のカリキュラムになっ

ておりますが、その研修課程にこれまで１９名の後継者が参加をしてございま

す。ＪＡめまんべつでは昨年度からこの研修事業をスタートさせ、取り組んでい

るところでございます。さらに、後継者の方々の支援面での資金ということで、 

国の就農支援資金の貸付制度や町の農業振興資金の後継者育成資金の無利子貸付

制度を活用いただいているところでございます。 

   ３点目でございますが、労働力の確保についてでございます。初めに企業事業

者の状況について御説明を申し上げます。過去５年間、ＪＡめまんべつでは２２

戸、ＪＡオホーツク網走では、東藻琴地区で９戸の離農がございます。 今後の

農業情勢にもよりますけれども、このままで推移いたしますと、さらに離農が進

むものと考えております。離農者が増加するということは、離農者の農地が集約

化され、経営規模が拡大をする、当然そこに労働力の不足というものが出てくる

と思っております。本町の農業の特色は、多様な農業があるわけでありますけれ

ども、労働力不足によって画一化されてしまう、そんな恐れがあるのではないか

と懸念をいたしております。家畜でありますとか野菜といった作目について、今

後皆様方が取り組んでいかないと、そんなことがあるのではないか、そういった

不安も抱いているところでございます。 

   この労働力の確保対策として、ＪＡオホーツク網走では平成１２年度からコン

トラクター事業を実施してございます。この事業は、東藻琴地区で酪農作業中心

に進められております。粗飼料の収穫や耕起等の外部委託を行い、労働力負担の

軽減や機械施設投資の抑制を図ることができているものと、そのように思いま

す。そのほか全道各地でも、コントラクター事業の導入が進んでおります。主な

ものは刈り取り、収穫運搬、播種、移植、耕起、整地などということで、多くは

牧草作業などにおけるコントラクター事業でありますけれども、近年において

は、麦類、水稲、豆類などの畑作作業においても、作業の受委託が行われてきて

いる傾向にあるようでございます。女満別地区においては、コントラクター事業

は、今後ニンジンの収穫、ビートポートの作製などが検討されているということ

で、ＪＡめまんべつが事業主体となって検討しているということでお聞きをして

おります。今後、ＪＡめまんべつと連携をしながら、事業の導入について私ども

も積極的にかかわっていく必要があると、そのように考えてございます。現状で



- 29 - 

は、高齢者就労センターからの派遣でありますとか、そういうことが中心になっ

ているかと思いますが、今後は、国内外からの研修生の受け入れ、さらなる機械

化、そして従来は一時組織化とか、営農集団の組織化というものが、この労働力

不足を補ってまいりましたけれども、一旦は個人経営に大きく移行してきたかと

思います。しかし、大規模の中での営農集団の組織化というものも今後また考え

なければならないことではないかと。さらに、その先には農業の法人化というも

のも考えていく時代になっていると、そのように認識をしてございます。しか

し、町としてだけで取り組めるものではありませんので、関係機関の方々とこう

いった情報交換をしながら、有効な方策については今後、協議をしてまいりたい

と思います。 

   一例でございますけれども、山園地区にあります旧教職員住宅５戸を酪農に従

事している人の居住に利用いただいておりますが、足りない状況となっておりま

す。今後の充足について、どのような支援ができるか、現在網走と協議をしてい

るところでもあります。労働力の不足というものは農業の分野だけではなく、建

設業、介護などあらゆる業界における課題となっております。私どもの地域でど

のような対策が効果的か、適宜対策について検討をしてまいりたいと思いますの

で、今後とも御指導いただきますようにお願いを申し上げます。 

   １回目の御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 田中裕之議員の一般質問中ですが、ここで昼食のため休憩します。 

   再開は午後１時といたします。 

 

休憩 午前１１時５９分 

再開 午後 １時００分 

 

◇議  長 暑い方は上着を脱いでよろしいです。 

   日程第７、田中裕之議員の一般質問を続けます。 

   ２番、田中裕之議員。 

 

◇田中議員 先程、御答弁をいただきましたけれども、残念ながら正確な数字はお答 

えにならなかったと思いますので、本町でも、ぜひ２年に１度くらい調査をし、 

これからの後継者対策に生かされたらいかがと思いますけれども、その考え方は 

おありでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 過去には北海道が事業主体となりまして、毎年農業基本調査というもの 

を実施しておりました。その他、国が進める統計調査として、農業センサス、農 

林業センサスというものが５年に１回、その統計調査がない時期に先程言いま 

した、北海道の農業基本調査というものをやっていた時代がございました。しか 
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し、北海道の財政的な問題もあり、そういった独自の統計調査ということをしな 

くなりました。そんなことから、各市町村ではそれを契機に、農業基本調査とい 

うものを取り組まなくなってきた傾向にあります。今後町として、さまざまな計 

画樹立などに農業の基本的な統計調査というようなものが必要になる可能性があ 

るということでございます。どのような手法、また統計調査というような手法な 

のか、アンケート調査というようなものなのか、その手法はいろいろあろうかと 

思いますけれども、その実態を把握することについて、検討してみたいと思いま 

す。 

 

◇議  長 ２番、田中裕之議員。 

 

◇田中議員 次に担い手支援のことですけれども、先程の答弁で各方面にいろいろな 

ところに支援をしているという話でしたけれども、必ずしもその関係者に周知さ 

れていないのではないかと思います。それで農業や農村を取り巻く情勢が厳しい 

今だからこそ、その人的資源、また物的資源を徹底的に利用するというスタンス 

が必要だと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私どもの情報発信力というものが十分ではないというご指摘かと思いま

す。町の広報紙でありますとか、ホームページなどでは、ＰＲはさせていただい

ております。また、農協などを通じて、農協の組合通信などにも掲載をさせてい

ただいておりますが、例えば後継者対策であれば、そういった全ての農業者にか

かわるという話題ということではないだけに、全町的にＰＲをしていないという

ようなこともあろうかと思います。 

   しかし、当該参加者を募集するということだけではなくて、広くその取り組み

について、農業者全体また町民全体が知り得ているというようなことも、町内的

な機運を盛り上げるために必要ではないかと思います。関係するという農協の皆

さん方などと今まで以上に工夫を凝らしたＰＲ活動というものに意を払ってまい

りたいと、そのように思います。また、具体的に御指導いただける内容があれ

ば、いろいろと御助言をいただければありがたいと思います。 

   よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ２番、田中裕之議員。 

 

◇田中議員 最後に労働力の確保の問題ですけども、有難いことに、本町には高齢者

支援センターがあり、多くの農家の方が利用されていると思いますけれども、 

現在でも収穫時期などで、利用が重なると人数を確保することはできないのが事

実であります。そういうことから面積等によりまして、今まで以上に労働力不足

になることが懸念され、多様な対策が求められていくことになると思います。答
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弁の中でいろんな対策を述べられましたが、コントラクター事業もその一つとし

て考えられ、いろいろと問題はあると思いますけれども、冒頭に申し上げました

ように、国民の基礎的食糧を供給する農業と農村を大事にし、活性化を支えるこ

とがこれからの町の発展にもかかわってくると思いますので、ぜひ農協や農業委

員会などと今まで以上に連絡強化して、この問題に取り組んでいただきたいと思

います。 

   質問は以上であります。ありがとうございます。 

 

◇町  長 先程、答弁でも申し上げました、高齢者就労センターの皆さん方が農作

業の一端を担ってくださっております。しかし、そこにも限りがありますし、農

業者の皆さんが求める労働力また高齢者就労センターが提供できるその労働力と

いうものには少し差が出てきている。そんなところもあるのではないかと考えて

おります。 

   将来を考えたときには、さらなる労働力の確保の対策が必要と、先程国内外か

ら研修生を受け入れる、そういうような対策も必要ではないか。それはそれとし

て、関係する機関とどのような方策があるのか、どのような形があるのか、協議

をして考えてみたいというふうに思います。 

一方でコントラクター事業など、従来でいうところの農村地域における共同作

業、またその受委託というような形になるのではないかと思います。今の農業の

スタイルの中でいいますと、協働して麦を刈り取り、乾燥調製などにあたってお

りますけれども、こういったものを作業全般に普及させていく方法があるのでは

ないかと、そのようにも考えてございます。どのようなコントラクター事業を今

後取り組んでいくかという、その種類によって差はあろうかと思いますけれど

も、内容によりましては、機械の導入というようなものも必要になってくるので

はないかと思います。また、施設の整備というようなものもあろうかと思いま

す。そういったときには、国の交付金事業などを活用する、北海道の交付金事業

などを活用する、というような方法もありますし、町としてその導入に当たっ

て、過去には農協の施設整備に対して、過疎債の借り入れを行いながら、助成措

置を講じるというような方法も行ってきた経過があります。また、こういった課

題などについて、先月から今月にかけてでしたでしょうか、農協の皆さん、幹部

の方々と、この地域の農業課題について懇談をさせていただいておりますが、ど

ちらの農協におきましてもこの労働力不足というのが主課題と主要な話題となっ

ております。そんな中で、今後、どのように取り組んでいくか、そしてどんな支

援ができるかと、常にその協議のパイプを持ちながら、皆さん方の御期待に沿え

るように取り組んでまいりたいと思っております。 

   今後、具体的な事業内容などが示された折に具体的な考え方などについて詰め

て、また議会にもお諮りを申し上げていきたい、そのように考えておりますの

で、今後とも御指導いただきますようにお願いを申し上げたいと存じます。 

 

◇議  長 これにて田中裕之議員の一般質問を終了します。 
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   次に、５番、品田好博議員の一般質問を許します。 

   ５番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 午後一番の一般質問と思いますけれども、平成２６年第２回定例会の一

般質問に当たり、通告書に基づきながら質問させていただきます。 

   大空町の具体的な成長戦略のシナリオは、あるのでしょうか。安倍政権の経済

政策は大企業や大都市優先との批判の中で、景気の果実を地方にも十分届けられ

るかどうかが、アベノミクスの鍵を握るものと報じられております。新戦術、成

長戦略と称して北海道の基幹産業でもある農業の中核を担う農協の改革にまで及

ぼうとしている現況にあります。 

   さて、大空町におきましては、昨今、市街地の衰退は一層、緊縮している状況

にあり、将来に大きな影を落とすものであります。町長におかれましては、同じ

認識であろうと、町政執行方針を読んで、そのように感じた次第であります。 

   そこで、第１番目の質問になります。大空町の具体的な成長と成長戦略をお持

ちであれば、その具体的な分野について、その政策と、そのシナリオをお聞かせ

願いたいと思います。 

   ２番目でございます。豊住小学校への女満別幼稚園の移転検討結果を踏まえ

て、今後のスケジュールはどうなのか、こういう質問でございます。 

   過日、６月１１日に教育委員会から豊住小学校の跡地利用の幼稚園の移転につ

いての最終結果の報告がありました。撤回するという妥当な判断であったのだろ

うと評価いたしているところであります。まだ町民の全体にまで周知されていな

い中でありますが、利用者の父兄の皆様、また、町民の関心事でありますので、 

今後の現女満別幼稚園の整備計画も踏まえながら、そのお考えを伺いたく質問い

たした次第でございます。 

   以上、大項目２点でございますけども、御答弁賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 品田議員の一般質問にお答えをしたいと思います。 

   国では、新たな成長戦略を掲げまして、人、物、金を動かし実質成長率２％、

名目国民所得１５０万円アップというような目標を持っているわけでございま

す。 

   大空町において、具体的な成長戦略、シナリオがあるか、そのように尋ねられ

ますと、残念ですが、今以てそういった成長戦略を持ち得ていないということし

か、お答えできない現状であります。成長戦略は当然掲げるということであれ

ば、町としてそういったものを持ち得ながら、議会にも説明をしていくというこ

とになろうかと思いますけれども、現在、そういったことができていないという

ような状況にあります。しかし、そこだけでお答えしてしまいますと、これから

の一般質問に対する議論が進んでいかないと思いますので、私の考えているとこ
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ろで少し御答弁を申し上げたいと思います。 

   私は、社会の発展には、成長というところと成熟というところと、２通りあり

まして、その両方が必要ではないかと思っております。例えば社会保障でありま

すとか、コミュニティ、教育というものは、今の時代、成長というよりは、成熟

というものが必要になってきているのではないかと感じております。 

   一方で、産業というような分野については、やはり成長がなくてはならない

と、そのようにも考えます。一体私どもの町で成長というと、何をもって判断を

するか、例えば町民総生産でありますとか、町内総生産、町民所得というような

ものが挙げられるのかもしれませんけれども、そのベースとなる数字そのものを

十分把握している状況にはないということから考えますと、例えば、人口などで

町の成長というものが、感じられてもしかるべきではないかと思っております。 

   しかし、今現在は日本全国、日本全体が人口減社会ということになりました。 

なかなか一つ一つの市町村が全て人口増ということをもって、成長ということに

はならないのではないかというふうにも思いますが、地域間競争の中で、その中

での勝ち組になっていかなければならないのではないかと、しかし、人口を増や

すということはなかなか難しいことであります。現在、町としてそういった視点

も含めて取り組んでおりますのは、医療や福祉、そういったものの充実、教育の

充実、住環境、上下水道、道路さらには、居住そのものの住環境、そんなものを

しっかりと充実させていく、そのことが成熟社会につながり、最終的には居住を

促すことにつながるのではないかと、そのようにも考えているところでありま

す。また、先程言いました、成長が必要な産業分野でありますけれども、一つに

は、私どもの産業の中心にあります農業、ここをしっかりと安定をさせる、その

ための人材確保を図っていかなければならないと、そのように思っております。 

また、町政執行方針の中でも触れさせていただきましたけれども、私どもの地域

はこのオホーツク管内農業の中心的役割を果たしていかなければならない、とい

うようなことから、農業の広域施設、管内的な施設、そういったものを誘致して

いくということも、大切ではないかと、そのように受けとめております。また、

農業に限らず、現在は多種多様な事業展開が行われているということから考えま

すと、町の企業振興促進条例に基づく、企業誘致を行ったり、また、今回御提案

をさせていただいております、起業・創業に対する助成金などを活用して、あら

ゆる事業所の芽を私どもの町で植えつけていく、そのようなことが、必要かと思

っております。最近では、福祉施設の拡充・充実、また増設・新設というような

ことも、地域の中においては、福祉産業ということも出てくるように必要なこと

ではないかと思っております。 

   もう１点は、私どもの町は、人口８，０００人に満たない小さな人口しかおり

ません。その中で、経済活動を進めていっても限りあるものと、そのように思い

ます。そんなことから、交流人口という切り口を大切にしなければならないもの

と考えております。その発端となる、観光でありますとか、さらに期間を長く滞

在、そのことが定住へとつながるような、そんな取り組みを考えていくために、 

観光、またその玄関口となる女満別空港の活用、様々な移住でありますとか定住
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に対する施策というものも、成長の中には、必要なものと考えております。分野

ごとに分けますと、そんな考え方を持っておりますけれども、町として、さまざ

まな助成制度でありますとか取り組みを行っております。そのことが単一的、一

過性のものとならないためには、一度投資したものが町内の中で何回か循環をし

ていく、そういう仕組みが大切ではないかと考えております。一つの投資が次の

投資へとつながると、そんな考え方を持ちながら、町内の経済優先というような

視点を持ちながら取り組んでいくということが必要ではないかと考えておりま

す。具体的にきちっとした形として議会にお示しをしているものはございません

けれども、私なりに感じております。その成長の考え方ということを申し上げ、

御答弁とさせていただきたいと存じます。 

   以上で一回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教育長 品田議員からの一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   教育委員会では、旧豊住小学校跡地を女満別幼稚園として利活用する計画の検

討に当たり、保護者の皆さんや住民の方々から多くの御意見を伺うとともに、立

地面、運営面、施設面など、さまざまな観点から、総合的に検証してまいりまし

た。 

その結果、幼稚園としての利活用は、既存施設の有効活用や教育環境の有利性

などが認められるものの、距離的な問題などから通園やあるいは緊急時の対応な

ど、園児や保護者の不安や負担が大きくなることも明らかとなり、その課題の解

消を図ることは困難と判断し、旧豊住小学校跡地を幼稚園として活用すべきでは

ないとの結論に至ったところでございます。 

   今後、早い時期に検討結果について、町広報紙などを通じ、住民の皆さんにお

知らせをしてまいりたいと、そのように考えております。 

今後の旧豊住小学校の利活用については、地域のスポーツクラブや豊住保育園

の園活動の中で、体育館を年間通じて御利用いただくとともに、校舎部分につき

ましても、各種社会教育事業でありますとか、町の主催事業など、様々な形で活

用を図ってまいりたいと考えております。 

   当面、そのような利活用を進めながら、町民の皆様が必要に応じて、より使い

やすい施設となるよう、引き続き活用のあり方について検討してまいりたいと考

えております。 

   御質問の女満別幼稚園の整備計画についてでございますが、女満別幼稚園は、

昭和４８年に建築された施設でありまして、鉄筋コンクリート平屋建て、面積 

１，１８３．５９平方メートルの建物であります。建築から４１年が経過し、 

老朽化が進んできており、建物の改修など必要性を感じているところでございま

す。教育委員会では、女満別幼稚園のみならず、所管する教育施設の整備に当た

りましては、施設の建築年次や老朽化の状況、さらには利用状況などを勘案し、

財源の見通しを立てた上で、優先順位を設けながら、計画的に整備を行っていく
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という基本的考え方を持っております。近年の教育関連施設の整備状況といたし

ましては、昭和４１年建築の女満別小学校の改築事業が平成２５年度に完了し、

また、昭和４６年に建築されました東藻琴中学校の大規模改修も昨年度完了して

おります。また本年度は昭和４５年に建築されました東藻琴小学校の大規模改修

事業に係る実施設計に着手するとともに、昭和５０年建築の東藻琴幼稚園の保育

室の改修なども予定しているところでございます。 

   教育委員会が所管しております教育関連施設には、既に改修を終えた施設以外

にも女満別幼稚園はじめ東藻琴幼稚園、女満別中学校や研修会館など、昭和４０

年代後半から昭和６０年当初に建てられたものがあり、これらの改修などにつき

ましても、計画的に進めてまいりたいと考えております。 

   そのようなことで、現時点では、女満別幼稚園の具体的な整備計画については

定めておりませんが、今年度から第２次大空町総合計画の策定が進められること

となっておりますので、他の教育関連施設ともあわせ、十分検討してまいりたい

と考えておりますので、御理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

   以上、品田議員への一回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

   大槻事務局長。 

 

◇議会事務局長 先程、小島議員が出席されましたので、ただいまの出席議員は１２

名全員であります。 

   以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。品田好博議員の一般質問を続けます。 

   ５番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 町長には、無理難題というふうな印象も受けたかと思いますけれども、

町長答弁のあったように、執行方針の中で、るる説明されているとのことでござ

いますけれども、何分マスコミ関係におきましては、成長戦略、成長戦略、ま

た、新成長戦略、度重なるニュースソースでございますので、町民の皆さん方の

関心事もミニマムに我が町の成長はあるのかというふうな、素朴な質問であった

と私は解釈していますけれども、今、町長がるる抽出しました人口対策といいま

すか、人口減少に対する処方せん、またるる観光振興、また、医療、福祉の充

実、教育、住環境の整備、こういうふうな形で、述べられたわけでございまし

て、真にそのとおりだろうなと、１本の綱だけでは渡りきれないものがいっぱい

あります。それぞれのロープを繋ぎ合わせていくと。こういうふうなことが成長

につながっていくんだろうなという考え方はあります。ただ１番怖いのは、町長

も１番よくわかっていると思います。将来的な人口減、これは本当に大変な問題

だと。マスコミでも書いてありますけれども、実感としては、そんなに持ってな

いのかもしれませんけれども、大きな問題になってくるし、日々年毎に大変なプ
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レッシャーになってくるだろうと私はそのように考えております。そういう将来

の先見性をもってですね、成すのが「まつりごと」だと私はそのように常々感じ

ているところでございますし、一般質問を通じて、山下町長にいつもその角度で

質問をさせていただいた、こんな感じがあります。例えば、観光振興、こういう

ふうなことで、町長さんがおっしゃいました。私は、昨年度の６月、大空町観光

整備計画策定の必要性はあるか、こういうふうな質問をさせていただきまして、

真に前進的なお答えをいただきたいと、こんなふうに私は感じ取ったわけでござ

います。町長さんはその節、総合計画に特に重要な計画として位置付けたい。こ

のように申し述べております。私は大変うれしく感じたところでございます。た

またま総合計画の話も町長さん、今ちらっとしたところでございますけれども、

その段取りで、この間協議会で説明がありましたけれども、どうも合点がいかな

い。時的な扱いをするという観光計画に対して、くくりも何もない。ただ産業の

中の１分野というふうな感じがありましたので、担当の者に町長から、どういう

ふうに言われているのだというふうなことを言った経緯がありますので、この場

でお答えをいただければなと、大変重い答弁だったと私は考えております。また

１回目の質問とですね、人口減少に対する、今町長さんに言った認識、それを政

策にできると思います。小さなものでございます。それでもその重なりというも

のがですね、人口減を止める、増やすことはなかなか難しいけれども止めてい

く、また減少幅を小さくしていく、そういう小さな施策をやってこられたのでは

ないかなと、何も大きなものは、要求してないですね。まして、地方自治体でご

ざいます。ミニマムな政策は、地方自治体、他にはなかなかない小さな地方政策

しか持ち合わせてはおりませんけれども、地方自治体においては、自らの地域で

す。 どんな微小だろうと、どんな小さなものだろうと、やっぱりそういう願い

を持ってやっていくということをしっかりと町民の皆さんにお示しをしていくと

いうことが、説明責任として大事なことでないのか。ばらばらとやっているのだ

と、いうふうな錯覚を覚えさせることではだめ。目的を持ってやっているのだと

いうふうな自信と政策の説明能力を持たさなければ、億でなければ何か政策でな

いような感じ、何か大きなものを建てなければ何かやったというふうな感じでも

っていらっしゃるかもしれませんけども、私はあくまでも１００万でも２００万

でも３００万でも、毎年、そういう願いを持って検証して、また再度、反省の上

でまたし直す、でも目的はそういうこと、そういう執念みたいなものが大事な時

代に入ってきているのではないか、私は、そのように感じて、この質問事項を選

んだということでございます。 

それともう一つ、町長もよく言っていらっしゃいました、その後の教育長の執

行方針、それと伴いまして教育の充実もおっしゃっていました。真にそのとおり

だろうと思います。やはりこの町がすばらしい、この町に住んでみたい、という

若者が定住してくれること、また子育て世代が来てくれること、それが今般、宅

地分譲の実施設計になろうかと思っていますし、大変私は期待をしているところ

でございます。そういういいなと、この町に住んでみたい、そんな気持ちを持っ

ていただけるような施策の連携、各課連携、そういうものを私は聞きたかった
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し、ただ課だけの縦割りの予算じゃなくて、各課のそういう連携の中で施策を行

うべきだ、そういうふうな考え方を力強く述べてもらいたかった。そういう気持

ちでございます。 

   よろしく御答弁を賜りますようお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 少し順番が前後するかと思いますけれども、整理をして御答弁を申し上

げたいと思います。 

   一つには、観光振興計画、昨年の６月、平成２５年第２回定例会において一般

質問をいただき、私は総合計画の策定とあわせて、観光振興計画と言われるよう

な、そういったものを策定いたしますと、そのようにお答えを申し上げました。

平成２５年度予算におきましても、総合計画を策定していく上での予算計上があ

ったというようなことから、そのように御答弁を申し上げましたけれども、実質

的には準備段階というところまでしか平成２５年度は進みませんで、実質平成２

６年度へとずれ込んできている。この点については、取り組みが遅れておりま

す。大変申し訳なく思っておりまして、この場をかりておわびを申し上げたいと

思います。 

   しかし、今、過日、担当職員からも、そのような産業の１分野ではないのか

と、具体的な町長からの指示はあるかというようなことで、議員からのお尋ねも

あったというようなことでございましたので、私の考え方をもう一度お話を申し

上げたいと思います。 

   総合計画そのものにつきましては、各分野ごとにさまざまな将来的な考え方を

まとめる、さらにそこに伴う実施計画については、具体的な事業を張りつけると

いうことでございます。さらに、教育の分野、福祉の分野と言われるものには、

さまざまな国からの指導といいましょうか、義務づけをされる計画の策定という

ものが位置づけられておりますけれども、産業の分野、特に商工業や観光の分野

については、地域の特異性というものがおのおの変わるというようなことから、

国の一律的な計画策定というものはありません。しかし、私どもの地域をとらえ

たときに、どのように進行していくのか、それは、総合計画の基本的な考え方を

持ちながら、しかし、そこのところに横出しをし、肉づけをするような形で、 

もう少し具体的な、観光振興計画が必要ではないか、そんなことを考えまして、

その基本的な考え方を総合計画に委ねながらも、もっと肉厚な、そういう内容の

観光振興計画というものが必要ではないか、それを作っていきたいというような

考え方で御答弁を差し上げたつもりでございます。また、先程、議員も御指摘に

なりましたように、一つの観光という分野だけを切り口にして、そのことを進め

ていくということは、その広がりというものが限られてしまうと、もっともっと

多様な観光というものを考えていくためには、福祉の分野との連携であったり、

また、教育の分野との連携というようなことも、必要になってくるのではないか

と思っております。従来と言いましょうか、過去の総合計画などを見ますと、そ
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ういった縦の分野の割り振りといいましょうか、区分はありますけれども、さら

にそれを横断的にチョイスをして各課題の横断的プロジェクトと言われるような

ものや、戦略プロジェクトというようなこともあったかもしれませんけれども、 

そういう形での政策展開というようなものが、総合計画の中にも、位置づけられ

ております。ですので、そういった考え方が今回の総合計画の中でも、生まれて

くるのではないかと、それは私が一つ一つその指示をするということではなくて

も、審議会の皆さん方の中で、当然そういったものは必要になるということで、

計画策定に当たっていただけるのではないかと、そのように考えているところで

ございます。 

   次に、人口減の対策でありますけれども、上地議員からの御質問もありますの

で、ここでは、過去の政策などからも含めて、少しお話をしてみたいと思いま

す。 

   今から５年前になるでしょうか、住み替え促進事業というようなものを行って

おります。過去、女満別町時代でありますけれども、土地開発公社が宅地造成を

行って、その宅地を町民の方々、また近隣市町の方々に提供し、人口減というも

のを底支えしてきたというところがありました。しかし、だんだんと市街地区が

郊外に延び、一方で市街地が空洞化してくるというようなことで、今後の住宅対

策は、街中の対策も必要であると、そんなことから、街中にあります空き家など

の住み替え、こういったところに将来、また町外からの移住者も含めて、誘致を

するというようなことを行ってまいりました。やっと５年経過をする中で、こう

いったものが定着してきた感があろうかと思います。 

一方で私の政策ということも含めて、教育に対して、思い切った投資といいま

しょうか、取り組みをしてきたつもりでございます。補助教員の配置、また、英

語の推進教諭、さらには少人数学級の解消、各学校における図書館司書の配置、

そういった中で、この地域で子育てをしたいというような方々が、大空町を選ん

でいただけるような、そんなは町づくりをすることによって、他からの移住をさ

れる方々、また、地域に残られる方々を増やしていこう、そんな思いで取り組ん

できたところであります。住み替え事業については、総務課に予算が計上され、

先程言いました教育関係については教育委員会、さらに福祉の分野でいいます

と、乳幼児の医療費の助成事業、そういったものも行ってきております。それ

は、一連にこの地域で子育てをされる方々にいかに選んでいただけるか、そんな

ことを意識した政策でもございました。今回、いろいろな補正予算も含めて、予

算の提案もさせていただいておりますけれども、今回私自身で最もと言いましょ

うか、思い入れの深い予算につきましては、一つには、教職員の研修事業に対す

る予算であります。今までは町、教育委員会、学校現場、人的な配置をするとい

うことだけで教育の現場の質的向上、成熟化というものを図っていきたいという

ふうに思いましたけれども、やはり現場で１番に子ども達に接する教職員の皆さ

んのスキルアップというものも必要ではないか、そういう優秀な方々に、本町に

来ていただく、また本町で研修を受けながら、子ども達に接していただく、その

ことが大切ではないかという思いで予算計上を提案させていただきました。 
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もう一つは、異業種の交流事業であります。従来からも予算がありましたけれ

ども、どちらかというと現場任せになってしまっている感があったのではない

か、今回、増額をするとともに、町としてこのことについて、しっかりと対処す

るという姿勢から予算計上をさらにさせていただいたところであります。やは

り、地域で御結婚をされ、そして生み育てていただくというところの、その発端

のところを少し拡充していかなければならないものと思って予算付けをさせてい

ただいたところであります。さらに、先程の住み替え事業がある程度周知、皆さ

んに認識をいただくようになった、それだけでは十分ではないというようなこと

から、そのことと合わせて、土地開発公社が分譲してきました、宅地の持ち数と

いうものが無くなってまいりましたということでありますので、今回は、宅地の

供給に相対するために、設計を行う、あわせて子育て世代の方々に多く移り住ん

でいただく、そこに住宅を建て定住していただくということで、その支援策もあ

わせて検討したいという内容になってございます。 

   先程申しましたように、決して何か大きなものを建てたり作ったり、整備した

いということばかりでなく、こういったものなどを通じて、大勢の方々に、この

地域に住んでいただくということに意を払ってまいりたいという思いから取り組

んでいるところでございます。 

   また、こういったことを各々の担当課に申し伝えておりますけれども、ひとつ

ひとつその考え方がどこに最終的につながっているのかということについては、

年２回、各担当課といろいろな政策懇談を行いますけれども、その節、私のほう

から私の考え方などについて説明をいたしておりますので、職員については、自

分達が行っているひとつひとつの部署の政策であっても、それがどこに結びつい

ていっているのかというようなことについては、承知しているものと、思ってお

ります。 そういう中で、町づくりの将来を見ながら、政策展開を図ってまいり

たいと思っておりますので、今後とも御指導いただきますようにお願いを申し上

げたいと存じます。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 大変２番目の答弁が先にあれば、違った展開もあったかなと思いますけ

れども、たまたま若い父兄とお話する機会がありましてですね、女満別に定住さ

れた方で住宅を建設された、中堅の若者夫婦と話す機会がありまして、率直に

「どうしてこの大空町を選びましたか」と、単純な質問させていただいた。参り

ました。答えは、簡単明瞭でございまして、大変交通の便が良い、地の利が良

い、環境がすばらしくて、美しい。そういうふうな土地もまあまあ安い。幼稚園

料が安い。保育園の保育料が安い。こういうふうな単純明快なお答えを２、３方

の、若い世代のお父さん、お母さんに聞かされました。どこが不満ですか。残念

ながら、買い物施設、こういうふうなことでありました。応えられない問題と応

えられるなと、これを売っていけば来てもらえるなと。そういう絞り込みといい

ましょうか、なかなか全部思うようにはいきません。一生懸命やっているので
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す。やはりその絞り込み、ターゲット、そういうものを鮮明にしてきちんとやっ

ていくということが大事なことなんだろうなと。それはまさに政策のストーリー

性でありますし、時間と検証と、そういうものが必要です。粘り強くやっていく

ということです。 

   観光に関しまして、網走市は、定住自立圏構想、私どもの中心地でございます

けれども、熱心な観光地でありますから、当たり前といえば当たり前ですけど

も、やはり、「観光振興計画２０１４」作成、このように、毎年５年置きに立て

ているようでございます。厳しい情勢の中、ころころ変わる世の中といいます

か、ターゲットは目まぐるしく、ニーズが変わるということに対して、５年とい

う短めの計画を立てながら、私どもはそういう中心市と、今提携を、協定を結ん

でですね、いろいろな分野において、提供していこうという作業をしている最中

ではございませんか。真似なければならないもの、学ばなければならないもの、

これをはっきりしていなければ、研修だとか、何だとか言ってもですね、何を学

ぶのかということを、先進地、まして市ですから、十分な人材がおります。いろ

いろなものをやれるマンパワーというもの、職員パワーがあります。今、町長が

言った研修、本当に時間がかかることです。それはそれでやっていただきたいと

思いますけれども、まずもって、この全力で今の職員との中でですね、各課連携

の中で、観光というものをどういうふうに取り込んで定住に結びつけていく、い

ろんな角度のもの、お試し居住もあれば、いろんなことで、できるはずです。私

はそんなことで、ロッジ方式を、私この間、提案申し上げたところでございます

けれども、一連の観光のことについて、私は町長さんと４回ぐらいは観光という

形で一般質問をさせていただいております。ちなみにですね、当初、平成１５

年、平成１６年の時には、ストーリー性ということで町長さんも一生懸命ストー

リーのある観光、今なお言っておりますし、先だっての私の質問の中にも、こう

いうふうに申し上げてですね、現在総合計画の策定の事務にかかるところであ

り、観光という分野においては、ストーリー性のある戦略的な観光に取り組んで

いく必要がある、このようにも町長は申しておりますし、これは平成１５年、平

成１６年、私の第１回目の一般質問で観光についてお聞きしたときに、町長が述

べられたことと全く同じです。１０年たっても同じことを言っている。うちの町

にしたらストーリー性のある観光はないのか。私は、それについても提言をして

おりますし、町長がもしあるのであれば、そういった形で進んでいくのが妥当で

はないかな。何年たっても同じ質問をすれば、ストーリー、ストーリーとでるけ

れども、一歩たりともストーリー性を感じさせない、決してその場しのぎと言っ

ているわけじゃないですけれども、政策の連鎖がない。そういうことが大事なん

だと思いますけれども、その観光についての１点に絞っていけば、そういうこと

になろうと思いますけれども、新たな定住対策の昭和地区、また東藻琴では総合

支所の裏、この定住対策のプランなど今実績でありますけれども、漠然とでも結

構ですけども、町長さんのですね、どういうふうな形の順序立っていくという考

え方が頭にあれば、また聞かせてもらいたいなと。 

   この２点をよろしく。また教育の方は、その後に、よろしくお願いします。 
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◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 一つ研修ということに対して再質問があったかと思いますけれども、そ

の研修ということについては、先程私が御答弁を申し上げた教職員の研修という

意味合いのものに対する御質問なのか、先程、定住自立圏、網走市と連携をして

という中で、研修よりもそういった具体的な観光振興計画の策定といったものが

必要ではないかという中で、網走市との間における職員研修のことを指している

のか、そこのところがちょっとわかり得なかったものですから、そのことについ

て、確認をさせていただいた後、御答弁でよろしいでしょうか。 

 

◇議  長 その点について、品田議員。 

 

◇品田議員 町長さんからね、教職員の研修の費用を組んだ、珍しいことだというふ

うなことでありましたので、なるほどそうだろうと、良い施策と私思ってますけ

れども、とっぱじめのことでございますから、時間もかかることでございます。 

前段でですね、それとこの関連ではなくてですね、研修という項目についてです

ね、定住自立圏の中でも、お互いの研修というものも踏まえてやっているだろう

ということで、観光の整備計画についてもですね、そういう入手していただろう

し、中心地がどういうふうな観光について考えているのか、また女満別とどうい

う関連があるのか、呼人とくっついている町でございます。似ているような場面

もありますけれども、流氷もありませんし、そういう違いがありますけれども、

農村風景は大変似たり寄ったりでございますので、そういったことで、発言させ

てもらったところです。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 教職員の研修事業といいますのは、現在も町で実施をしております。そ

れに今回増額をさせていただくということで御提案をさせていただいておりま

す。従来は、先生方にお任せと、予算は付いていますので、自ら研修項目などを

拾い集めて実施をしてくださいというようなことで、現場が直接的に関わってい

るものではありませんでしたけれども、町として、教育委員会としてしっかりと

先生方と向き合って、しっかりとした研修カリキュラムをつくりながら取り組ん

でいくその中で、先生方のスキルアップが図られ、それがまた子ども達にしっか

りと伝わるような、そんな形で教育の充実を図りたいということでございます。 

   一方で、定住自立圏の中に職員の研修事業というものがございまして、これ

は、定住自立圏を進めていく中で、網走市と大空町が共同で一体どんなことがで

きるかということで定住自立圏構想を進めていく、町民、市民レベルの協議会が

あります。その中で上がってきた項目として、職員、これは役場職員、市役所職

員の研修を共同で進めようというようなものとして上がってきたものでございま

すので、直接的に結びつくものではないということについては、まず御理解を賜
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りたいと思います。また、私どもは、定住自立圏に対してさまざまな分野で網走

市との共同の政策展開というものができるのではないかと、現在では、医療の分

野でありますとか、先程言った職員研修、または交通網についてというようなと

ころで、話が進んでおります。私どもといたしましては、その観光の分野、女満

別空港線を入り口、出口といたしました、そういう分野においても、連携が図ら

れるのではないかと思っておりますけれども、行政側が思うよりも、市民、町民

の皆さん方の考え方というのは非常に、限定した分野にかかわっておりまして、

集まってこられている委員の方々の発言の内容などを見ると、なかなかその観光

の分野にまで積極的に踏み込んだ議論に至っていないというような点が見受けら

れるように感じております。実際には、その網走国定公園の一部をなす地域同士

でありますし、非常に連携をして進めていくことが必要であろうというふうに思

っておりますので、今後そういった分野における定住自立圏での議論の中に活か

していきたいというふうに思っております。 

   ストーリー性のある観光ということで、それは従来から品田議員がずっと   

訴えておりました。また、進めております考え方としてお持ちであったものかと

思います。ひとつそういうくくりもあるのではないかと思いますので、また、 

御助言をいただければありがたいと思います。具体的には花観光というような形

でのくくり、そういう分野でのくくりということで、話題性のくくりというとこ

ろにはなっていない状況があります。私どもが今進めておりますのは、そのスト

ーリー性というよりは、ある資源をどのように結びつけていくかというようなこ

とでの観光の取り組みにしかなっていないのが現状であります。十分そのストー

リー、絵を描くというところまで至っておりませんので、今後も御指導いただき

ますようにお願いを申し上げたいと思います。 

   また、分譲地の売却方法などについてでありますけれども、今、設計費の予算

をまず計上させていただきたいということで、提案でございますので、具体的に

決まったということは何一つございません。ただ、考え方といたしまして、若い

世代の方々、子育てをしようとする、またはしている、そういう世代の方々が宅

地などを求め易く、また住宅を建設し易くする方法は、そのためには価格を抑え

る、もしくは補助金を出して、そういった方々に優先的に御利用いただくという

ような方法があるのではないかと、そのように考えております。さらに地域の事

業者の方々を御利用いただくというようなことが、地域の経済循環にもつながる

のではないか、そういう視点を持って予算を認めていただき、でき上がった暁に

は、分譲をするということが前提とはしております。ただ、先程、言いましたよ

うに、全部が決まっているということではございませんので、議会の中、また町

民の皆さんからもさまざまな御意見をいただくことになろうかと思っておりま

す。その中で、大勢の皆さんの御期待にそえるような、そういう形にしてまいり

たいと考えておりますので、今後とも御意見をちょうだいいたしますようにお願

いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 
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◇品田議員 観光について長い期間、町長さんと論じてきましたけども、残念なが

ら、私の思う通りには当然なりませんが、一歩も進んでいない、いらだちも私自

身の中にあるやに思いますけれども、たまたま忘れた頃に町民の人からですね、 

トマップ川の両岸を結びつける橋が必要でないのかとか、そういう言われ方をさ

れまして、忘れたころに言われ、寝た子を起こされた気になりますので、町長の

方も忘れていたいのだろうと私は思っていますけれども、そういったものは、た

び返して出てくるのかなというふうな感じ方もしているところでございます。 

   話は違いますけれども、以前町長さんが係長さんの頃と思いますけれども、町

村会の助成でこの１階のですね、会議室でワークショップを開いたことを御存じ

でしょうか。町長さんが幾つの時だったかわかりませんが、多分私が４０歳位の

ときですから、大部昔だったなという気がします。講師の方が来てくれまして、

五つのテーブルにわたってですね、この女満別をリーディングしていくキャッチ

フレーズといいますか、何用でまちおこしをするかというふうな題材を題名とい

いますか、キャッチフレーズをつくるというふうなワークショップでありまし

た。私はその当時から、ゴッホに出会える町というふうな形をグループの皆さん

に説得して、それは良いのではないかと、そういうことですけれども、町長さん

は、そのときにどちらの班にいたのかよく私も存じ上げておりませんので、たま

たま五つのグループから上がったのは、花と音楽の町の継続、映画の町、ギャン

ブル、カジノで町おこし、映画で町おこし、もう一つは、アイスクリームでまち

おこしとか、そんなお話が五つぐらいだったと私思うのですけれど、町長さんは

もうお忘れでしょうか。そのときの講師さんが、最終的に総括して、ひとつひと

つの案について、述べられた所見が私、記憶にございます。この企画は、当たる

かもしれないね、と、そういうふうに言われた記憶がございますし、今その書類

がありますれば、残っているのではないだろうかなという気がします。ぽつんと

今、瞬間的に思い出したときで、町長さんはその時、それほど観光について考え

てなかったのですけども、どちらの方の分野にいらっしゃったのかなというふう

なことをちょっと頭に描いたところでございます。 

   定住対策については、新聞紙上等ですね、北海道で、全国で２番ですか、１番

ですか、伸び率があったという町に、東川町だと思うのですが、定住対策があた

ったと、あれは旭川の若い人たちの移住といいますか、分譲を格安に出したとい

うふうな新聞紙上でございますから、ほとんど内容はわかりませんけれども、ま

ずもって旭川より安くした、それとやっぱり地の利ですよね、確かに通えると同

時に、今言った幼稚園、保育園、そういったものの充実、教育の充実、こういっ

た私どもと似ている旭川空港というものはと考えれば似ているというふうに私は

感じています。北見、網走、美幌、清里まで通っている方も女満別に居られます

が、そういう意味が住宅地としては、最高な立地にあるのではなかろうかなと、

いうふうな考え方がします。また、いろんなニュースを聞きましても、過激にな

ってきているという言い方が正しいかどうかわかりませんけれども、３０年経っ

てもらったら土地はただでいいですよ、こういうふうな政策が当たっているんだ

というふうなことも、ちょっと聞かせていただきました。３０年経てば、ただに
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なる。もちろん子供のいる方、子どもを持たれる予定がある方、３５歳未満、と

いうふうな設定をしてみたりですね、いろんな形で若手を中心に入れてもらって

米を作ってもらって一挙に人口を伸ばしたい、そのための環境整備を各分野徹底

的にやりますと、あとは静かな町にすぎない、ある程度のにぎわいのある町とい

うのであれば、町長さんが言う、交流型観光、着地型でも滞在型でも何でもよろ

しいですけれども、交流のできる、そういうにぎやかな町、そういう町になれば

商人は、簡単に黙ってはいないですよね。儲けられるとなれば、自主的に開業は

してきます。業種は増やすし、業種転換もします。それが商業なのですね。行政

からどうのこうのと言われることでなくて自然発生的にできたのが商店街でござ

いますから、女満別においても、その時代に父はいましたけれども、肥沃な土地

だ、これから伸びる土地だ、そういう予想で、うちの父も、ここに来たらしいで

す。やっぱり同じようなことじゃないですかね、まずベースメントのもの、町づ

くりをしっかりとするということが、そういう産業構造を良くしていく、そうい

うことだと思いますね。あとはその雇用の問題、これはもう、この後、質問があ

りますけれども、雇用は産業構造の豊かさでしか生まれません。そういう意味で

は、基幹産業だけでやっていたら、それはだめです。基幹産業の６次化なり、そ

ういったものが必要だし新たなるにぎわいを創造するために異国民が入ってく

る、そういう意味からの交流の中でしか生まれてこないものです。突然何ができ

るというものはないと私は思っています。そんなことで、町長さんの総くるみの

話が聞ければ幸いですけども、よろしくお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 ゴッホに出会える町、たびたびこの議場の中で、御指摘を、また御提言

をいただいている内容かと思います。その中で、跳ね橋だったでしょうか、それ

をトマップ側の両岸を結ぶものとして造れないか、大変夢のあるまた魅力のある

発想かと思います。一方で、そういうものを一つ一つ実現していくためには、現

実のハードルというものも超えていかなくてはなりません。先立つものをどうや

って確保していくか、さらにはいろいろな規制などもございます。十分な安全性

に配慮したものとしてはできるかどうかと、私が小さいころ遊んでおりましたと

きにのように、サラカオーマキキン川に丸太１本渡しておいて行き来できると、 

それはそれで子どもとしては、楽しかったわけでありますけれども、そういうわ

けにもいかないだろうと、そのように思います。なかなか思いはあったとして

も、実現ができない、実践できないもどかしさというものは持っているのは、議

員だけではなく、私も同様でございます。皆さんから御指摘をまた御提言をいた

だいているさまざまな施策、全て実行することができればどれだけストレスも溜

らないかなと、私自身も思いますけれども、なかなか全部できていないという中

で悩んでいる部分もありますので、どうぞ御理解を賜りたいと思います。また、

東川町もしくは東神楽町あたりもそうかと思いますけれども、両町については、

旭川市近郊ということもあり、現実、旭川市内の人口が増えていない中で、東
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川、東神楽町などについては、人口増になっている地域かと思います。その戦略

というところは、私どもも学ぶところがたくさんあるのではないかと思います。 

また、今回の宅地分譲などについて、議会の常任委員会などに今の考え方などに

ついて少しお話をさせていただく機会もありました。さまざまな御意見もやはり

出てまいります。しかし、今回のこの子育て世代を優遇していくということに対

して、私が少し抱いております考え方というのは、確かに行政というのは、公平

性というものが大切ではありますけれども、完全にそのことだけで、プラスマイ

ナスを含めて全く同じということであれば、町内業者の優先ということも叶わな

くなりますし、子育て世代とその他の世代でどう違うのだと言われてしまうと、

そこもまた、取り組めなくなるということもあります。当然、公平性というのは

必要ではありますけれども、完全な平等ということにはならないのではないか

と、ある意味、そういう特異的なところを押し出す、そういう政策が今回は必要

ではないか、東川町、東神楽町においても、将来土地を３０年住んだらただにす

ると、その前の年に売った土地はどうだったのか。その後だったらどうだったの

かということに、例えばとらわれ過ぎますと、そういった思い切った政策ができ

なくなってしまうのではないかと思います。御意見に耳を傾けながらではありま

すけれども、どの程度までその特色を出せるかということが、今回の考え方の成

否にかかわってくるのではないかなと思っておりますので、そういう中で、これ

から議論を深めてまいりたいと思ってございます。 

   商業については、黙っていても購買力がそこにあれば、人が集まってくるよう

なことであれば、さらに商工業は、当然、比例するように増えていくということ

であります。従来の楽市楽座という、いろいろな規制を緩和した中に、するとそ

こには人が集まる、当然そこには商業活動が生まれてくる、ということであった

かと思いますが、現在は私が思いますのは、確かにそこで商工業を営む方と、す

る方々が出てくるかもしれませんけれども、それは大手のチェーン店であった

り、人が少しでも少なくなればすぐ撤退をするというような、そういうところの

形というものも、今の時代はあるのではないかと、そのように思います。画一的

なものを取りそろえるということの必要性もわかりますけれども、この地域でし

か手に入らないような、そんな商業活動が、この地域に芽生えてくる、そんなこ

とがずっと大勢の方々に逆に来ていただける、そして、それが、定住にもつなが

っていくというようなことでもないかなと、そのように感じているところでござ

います。地域の中には、最近食肉などにおけるブランド化が進みつつある中での

事業所の方々も多くおります。この地域でなければ、この地域が発祥となってそ

ういうことに購買を求めたり、また、職を求めたりということで来ていただける

というような視点もあります。人口を増やすというそういう先程言った成熟社会

のこととあわせて成長を促す誘致策というようなものを、両面から取り組んでみ

たいというふうに今現在は思っているところでございます。ぜひ、そういったも

のに対する御理解も賜りたいと思いますし、応援もいただければありがたいと思

っております。今後とも、よろしくお願いいたします。 
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◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 いろんな規制とか、いろいろ難しい面があるという話は前段のときもあ

ったのですけれども、それは解決されたものであれば、橋が架けられないのであ

ればノーなのか、そういうことがわかってそういうことを言われているのか。 

   私は感覚からこちらは３９号線、向こうは国ですか、それと道で分かれている

ということで、運動公園の石橋、あれは明渠、暗渠ですか、事業で橋が架かって

いますよね。どういう開発をしたかは、私記憶はありませんけれども、橋が架か

っているんですね。それがあって許可がとれないとかいう、そういう実際の問題

があって言われているだろうとわかるけれども、漠然とあるのではなかろうかな

という形であれば、物事は進んでいかないんじゃないのかなっていう気はちょっ

としました。 

   定住の問題ですけども、前が違う売り方をしたから、今回こうだというふうに

町長はよくそういう類のことをおっしゃるが、昨日その値段で売って今日変わる

というふうな、不動産はやっぱり問題ですけどね。 

   かなりの時間が経って、私の住宅も昭和の５４年度ですね。３年以内に建てれ

ば３０万円助成という時代でしたけども、それがいつかなくなって今日になって

きているんですけども、私の時は何で１００万円になるんだ、そういうことをや

ってたら何もできなくなるんじゃないかなというふうに、一般の小売り商工業者

で昨日売ったものが今日は倍にもなって売ったり、日替わりで赤字で売っちゃっ

たりする時代で、それをクレームつけるのはちょっと無いんじゃないかなという

気がするんですね。逆にそれに縛られて残っているのが今の栄町団地の二つの区

画であって、早々に少しダンピングすれば、すぐ売れるのではないかなというこ

とは当初から議会の方も言っていたと思うんですけども、前の方もいるのでもう

ちょっとしばらくしばらくと言っている。そういう余裕があるのは行政なのかな

という気がするんですね。ですからそれは間違った解釈であれば直しても、もう

ほとんどそれを誰も言わないんじゃないかなという気がいたしております。 

   それ以上の答弁は難しいと思いますので、これで打ち切りたいと思いますけど

もひとつよろしくお願いしたい。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 橋にこだわって少し答弁をさせていただきたいと思います。 

   私が言いましたのは、トマップ川そのものが最下流域は国の管理、それから国

道までは北海道の管理、さらにその上については、町の管理になりながら、旧来

国営の土地改良事業で実施をしたということで、さまざまなものは、国が設置を

した経過があるというようなことが過去に御説明したかと思いますけれども、私

は今申し上げましたのは、その管理区分が別々だから、規制がかかって難しいな

ということではなくて、議員があそこに架けたいと思われているのは、私は跳ね

橋ではないかと、そのように思っております。 
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   例えば、単に行き来ができるような、コンクリートの運動公園に架かっている

ような橋をトマップ川公園に架ければいいということであれば、ハードルという

ものは非常に低いのではないかと思いますけれども、それでは何のストーリー性

もないということだと思います。 

   しからばその跳ね橋たるものが、どういうようなその安全性の中で、今のとこ

ろに架けられるかということになると、それ相応の事業費も掛ってくるというよ

うなこともありまして、なかなか進んでいないというようなことを先程申し上げ

たつもりでございます。 

   その管理のことについては、それは今の時代ですので北海道、また国や道が意

見のすり合わせをすれば、それはそんなに難しいハードルではないのではないか

と思っております。 

   また、土地の関係につきましては、私が先程言いましたのは、議員がおっしゃ

るような、考え方と私は同じでございます。ただ、いろんな意見の人のお話によ

って、例えば私は子育て世代に限りたいと町として提案をしても、安くなれば高

齢者の算出基礎と比べて公平ではないか、また、子どものいないまだまだ若い世

代の方々から見て不公平ではないか、そのことを言われて全てに対して平等に価

格も補助金を出すと、例えばということで考えをまとめましたと、前のところは

補助金も出したことはないのに、今回出すのはおかしいというようなことで、そ

れもなしにしたらいいと、また、町外の業者さん、町内の業者さんがいますけれ

ども、そこも全部フリーにしたらいいというような話になってしまって、それが

１番公平なんだということになってしまうと、何の特色もなくなってしまうと   

いうことなので、今回はそういう意見があることは重々承知はいたしますけれど

も、多少の公平感の幅というものは持たせていただいた中で、特色のある売り方

なり、その分譲の仕方、施工の仕方というものを考えていくべきではないかと、   

今時点でそんなふうに考えておりますというようなことでございますので、考え

方としては議員と同じような視点、考え方に立って、今、皆さんに意見を聞いて

まいるということでおりますので、どうぞ御理解を賜りますようにお願いを申し

上げます。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 わかりました。 

２番目の現女満別幼稚園の整備計画の今後のスケジュールということで教育長

から御答弁をいただいてございます。 

   去年の一般質問で、教育長さんとお話をさせていただいた経緯の中でございま

す。 

   教育委員会としては、現在、具体的な幼稚園の整備計画というものは持ってい

ないが云々という形で、今と同じようなことの答弁をいただいたところでござい

ます。 

   ただし、私は確認をしていただきたかったというのは、タイムリーな質問とい
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うことですね。 

   豊住小学校の跡地利用も撤回があったことでございますから、どのような形で

利用者の皆さん方に御通知をなさるか。御判断は教育長だと思いますけれども、

間を置かず、いろんな形で御呼び立てをしたり、資料を送り込んだり、いろんな

形で御協力をいただいているので、意見の聴取に対してですね、御協力を頂いて

いるということでございますので、早くにですね、そういったこともなぞらえて

教えてあげて、明日、明後日どうなるのではないけれども、考え方みたいなも

の、現状の考え方みたいなものをお知らせするというのに、ちょうどタイミング

がいいなと思いましたので質問をさせていただいたところでございます。 

   時間をかけてやられるということがよくわかりますし、総合計画の中で位置付

けてからという考え方も当然あると思います。ですから年限をどうのこうのとい

うことではないわけですけれども、一言、整備計画を立てる上で、現幼稚園また

保育所も含めてですね、幼保一体化の中で考えていくという考え方でやる整備計

画があるだろうし、それは姿勢で変わってくるものだろうなと思っています。 

   今、現状の市町村を見ますと、津別、訓子府、それぞれ実施設計入りまして、 

  ２８年頃完成を見る、また正しい情報では、しっかりした年度の情報ではないで

すけども、そういう近隣の動きがあるということは、町民の皆さん方も御承知の

ことだろうと、私は思うのです。近隣市町村ですから、ほとんど取り組みのスタ

ートラインは同じであったろうと思います。 

   私の町でそうすれば、認定こども園という情報を一体化、国の方針が一転二転

した場面もありますし、いろんなものもあったと思いますけども、取り組みとし

てですね、そういうものもクリアしてやってきている町、また今年、子供支援新

制度というものになりまして、来年度から消費税対応の７，０００億円が出され

るという国の方針でございますけれども、その受け皿としての施設という考え方

に対して、ものがなければ、整備計画は進まないだろうと思うんですけども、そ

の前段で子ども子育て会議というものの中で意見収集をこれから是が非でもやっ

ていかなきゃならないというふうなことがあろうと思うんですけども、そういう

ふうな一連の中で計画を立てていくという考え方は、当然、お有りだと思います

けれども、いかがなんですか。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 お答えを申し上げたいと思います。 

   現在、国では子ども子育て支援制度というものを来年度、２７年の４月から本

格実施を目指し、現在、内閣府が中心となって準備が進められております。 

   大空町におきましても、大空町子ども子育て会議の委員の皆さんからですね、

さまざまな御意見をいただきながら、今、大空町子ども子育て支援事業計画の策

定事務が、進められております。 

   これについては、昨日、今日の議論ではなく、従来から国のほうで準備を進め

てきているわけでありますけれども、大幅な制度の変革になるかなと、その様に
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受けとめておりますし、新たな給付制度というものの創設という位置づけであり

ます。 

   内容を調べますと、幼稚園や保育所、今お話のありました認定こども園といっ

たものは、施設型の給付ということになるということであります。 

   本町では、御承知のように幼稚園が２カ所、保育所が３カ所ということであり

ますし、建物的には、女満別幼稚園については一つの幼稚園で、午前中幼稚園教

育、午後から預かり保育、年齢的には、３歳から５歳までということであります

し、また豊住保育園については０歳から５歳まで保育の業務を行っており、ただ

幼児教育というものを意識した、そのようなカリキュラムで対応してくれており

ます。 

   また、東藻琴地区においても、ひとつの建物の中で０歳から５歳まで、幼児教

育と保育教育、預かり保育を同時にはやっていただいているという、そのような

本町の現状であろうかなと思いますけれども、国においては、その中で、教育と

保育を一体的に行う認定こども園を今後、新しい制度の中で普及させていこうと

いう考え方が出てきております。 

   当然、その辺も大空町として、今後、子ども子育て会議の中での議論もそうで

ありますし、そういったことも視野に入れながら、計画に反映していく必要があ

るんではないかなと思っております。 

   ただ現状を見ますと、女満別幼稚園は０歳からではありませんけれども、３、

４、５の幼保一元化、一部幼保一元化の現状というか実現できておりますし、他

の東藻琴幼稚園、また豊住保育園においてもそういったような教育と保育の環境

が一元化されていると、そのように受けとめております。 

   ただ新しい制度によって、サービス利用者にとって、また運営主体にとって、   

どのような影響が出てくるのか、現在、さらに詳しく、そういった情報の収集や

内部検討を進めているところでございます。 

   御質問にありました幼稚園の今後の整備計画にあたりましても、当然その辺の

国の考え方、新しい制度というものですね、十分把握をした上で、あるべき本来

の本町の子育て支援、サービスの受け皿づくりというもの考えてまいりたいと思

っております。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 教えていただきたいんですけども、現状のままで、そういった支援とい

いますか、運営費補助金ですか、そういったものはいただけるのですか。 

   実際、一体化というのは、別に施設を一体にするのではなく、いただけると   

いうことでよろしいですか。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 一応３種類、その施設型給付というくくりになっておりまして、繰り返
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すようですけれども、幼稚園単独、保育所単独、または認定こども園、それぞれ

単価は違いますけれども、給付は受けられるということでございます。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 子ども園の取り組みは、これからいろいろなニーズ等を含め考えていく

ということで、それを受けてやっていくということではないというふうに考えて

いいのですか。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 新しい制度ということでありますので、いろいろなその条件といいます

か、その設置基準といったものにも制約がございます。 

   例えば認定こども園であれば、幼稚園教諭と保育士の資格を両方持った人を配

置しなければならない、ただし、向こう５カ年間は、暫定的に片方の資格でもい

いといった特例期間ございますけれども、そういった配置的な問題、また施設の

面積の基準の問題、さらには０歳からの保育の併設施設ということでありますの

で、給食設備や調理員の配置といった、現在のうちの幼稚園、あるいは保育所で

もっていない基準を満たせない部分もあるわけでありまして、それらの選択肢と

してすぐさま来年から認定保育園にしなければならないというものではございま

せんので、また、もう一つはサービスの料金、利用者の負担などについても市町

村のほうでそれぞれ負担の額は決めるというな仕組みになってございます。 

   現状の本町が取り組んでいる幼稚園、預かり保育、また保育所運営といったサ

ービスのレベルを下げるようなことのないような形で、現行を基本にしながら、

また、認定こども園といったものを視野に入れながらですね、今年度、具体的に

検討を加えていかなければならないというふうに受けとめてございます。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 前段で話した成長戦略に成りうるようよろしくお願いします。 

   以上で終わります。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 教育委員会といたしましても、よりよい教育環境となりますよう、より

一層の努力を重ねてまいりたいと存じます。 

   今後とも、御指導いただきますようよろしくお願いします。 

 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 
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休憩 午後 ２時３１分 

再開 午後 ２時４１分 

 

◇議  長 休憩前に引続き会議を開きます。 

１番、上地史隆議員の一般質問を許します。 

 

◇上地議員 ４月に行われた議会議員選挙で初当選させていただきました上地史隆で

ございます。このたび初めての定例会で、質問する機会を与えていただきました

ことに心から感謝を申し上げます。 

   私に与えられたこの４年間の任期を町政の発展と町民皆様の生活向上に向け精

一杯努力してまいりたいと考えておりますので、よろしく御指導、受け賜ります

ようお願い申し上げたいと思います。 

   まず最初に、自治体の人口流出についてですが、最近の新聞やニュースで大変

驚かされたことについて質問をさせていただきたいと思いますが、その中でも特

にわかりやすく関心を持った２社の記事を交え、質問させていただきたいと思い

ます。 

   まず記事を簡単に読みますので、その後、町長に質問させていただきたいと思

います。北海道新聞、「自治体の危機、少子化対策を待てない」将来消滅する可

能性のある自治体が全国で８９６市区町村にのぼり、道内では全体の８割近くを

占める１４７市区町村に達する。民間有識者会議でつくる日本創生会議が発表し

た試算は、日本の人口減少が深刻さを増している現実を改めて浮き彫りにした。

特に北海道を初めとする地方は大都市への人口流出が止まらず、減少のテンポは

極めて早い。ただ、あくまで試算だと、冷静に受けとめて対応分析し、政策を果

敢に打ち出すことが大切だとあります。 

   政府や自治体は若い世代の大都市への流出を防ぎ、地域で子どもを産み育てる

ための少子化対策に可能な限り手を尽くすべきだ、調整会議で問題視しているの

は、子どもを産む、中心世代である２０歳から３９歳の若い女性が大都市へ流出

し続けている現状だとか、２０４０年までにこの世代の女性が半減する自治体を

将来消滅する可能性があると指摘しています。 

   道内では檜山管内奥尻町や渡島管内木古内町など８市町の減少率が８０％を超

しております。函館、釧路、旭川といった拠点都市や札幌市南区さえも含まれる

とのこと、流出の大きな要因は、東京への一極集中にある。しかし政府が進める

政策は、大企業、大都市というふうに力点が置かれ、地方への配慮や少子化への

目配りは感じられない。若年層の生活安定には子育て支援の拡充に加え、正規雇

用の拡大や長時間労働の解消が必要だ。人口流出の防止には、地方での雇用創出

や地方分権推進も欠かせない。 

   こうした課題に政府は最優先で取り組まなければならない。厳しい環境下にあ

る道内だが、上川管内東神楽町や東川町などは若年女性の減少率が小さい。きめ

細かな保育や住宅建設の補助などが定住化につながっている。少子化対策の参考

にしたいと思います。 
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   だがこの先の人口減少を考えれば、医療や介護、交通、学校といった社会イン

フラは、自治体単独では整備も維持も困難になる。そのため自治体間の連携がま

すます重要になり、地域の中核的な都市を中心に協力体制を構築する視点が欠か

せない。それが地方の活力を生み、大都市への人口流出を防ぐことにもつながる

はずだとあります。道は自治体にこうした動きを促し、後押しする必要があり、

国には地方活性化に向けた財政支援などを強く働きかけていくべきだとありま

す。 

   次の記事にいきますが、産経新聞、「自治体の消滅、若者引きつける地域つく

れ」とあります。先程、日本創生会議の分科会が発表した推計は衝撃的でありま

すが、この記事では地域の崩壊は日本全体の衰亡につながると、地域の人口見通

しが変われば国土計画を見直す必要も出てくる。自治体消滅の危機を過疎地の問

題と片づけていられない、若者に魅力のある地域づくり官民上げて対策を講じる

ことが急務である。高齢化で人口が減る上に出産期にある２０歳か３９歳の女性

は仕事を求めて大都市部に流出する。この傾向に歯止めがかからなければ若い女

性が現在の半分以下になった自治体は、出生率が回復しても、人口が減る運命に

あるという、税収不足で行き詰まる自治体が相次ぎ、国民全体で負担することに

なる。農業や漁業人口の減少は食糧問題にも直結し、さらに深刻なのは、大都市

部は、保育所不足や高家賃で、子どもを産み育てしづらいのに若者が吸い寄せら

れ続ければ日本全体の少子化に拍車がかかることだ。少子化対策の強化は言うま

でもないが、若者の流出を食いとめ、大都市から呼び込もうとすることに、まず

取り組まなければならない。それには都会で技能・知識を身につけた若者が能力

を発揮できる職場の確保が必要。企業の理解と協力が欠かせないとあります。 

   二つ目の議題に移りその後質問させていただきたいと思いますが、二つ目、自

治体の要支援移管についてですが、町長もお知りと思いますが、私は福祉の現場

で介護福祉士、ケアマネジャーとして約１５年間、介護が必要な方と接してきま

したが、身近に要支援事業は、要介護の予防に果たしてきた役割は大きいと私は

思っております。 

現在、大空町にも平成２６年４月末の時点ですが、要支援１の方が９１名、２

の方が３５名おり、少なからず要支援移管により影響を受けるのではないかと心

配をしております。なぜかというと、介護保険と医療提供体制を見直す地域医療

介護総合推進法案を２日参院本会議で審議入りし、趣旨説明と質疑が行われ、６

月１８日に成立しましたが、介護保険で軽度の要支援の人向けサービスの一部を

２０１５年４月から段階的に市町村に移す改革案が争点に上がりました。道内で

は体制不備などから可能とお答えした市町村は５％にとどまり、２０％近くは不

可能と答えるなど、現場には根強い不安があります。 

   本案については、２０２５年に推計で、現在の２倍の約２１兆円になる介護費

用の膨張を食い止める狙いがあり、軽度の要支援の向けの通所介護と訪問介護を

市町村事業に移し、ＮＰＯ法人やボランティアの活用を促す政府与党は、地域の

実情に合った多様なサービスができると説明しておりますが、実際に事業を押し

つけられる形の現場では、懸念の声が広がっており、北海道社会保障推進協議会
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の昨年末の調査では、全道１７９市町村のうち、９１市町村から回答があり、３

２市町村は移行は不可能と答えており、可能は９市町村だけでした。不可能とし

た宗谷管内枝幸町は高齢者が多い小さな町でボランティアの確保が無理と説明し

ており、釧路管内弟子屈町も都市部と違い介護のＮＰＯもなく、ボランティアが

いても移動に時間と経費がかかり頻繁に利用者宅を訪問できないだろうと話され

ています。 

このことについて、北星学園大学の杉岡教授は、市町村が安定的な事業を組み

立てることが大変であり、サービスに地域格差が出るのではないかと心配をして

おります。ただ各地の社会福祉協議会を活用するなど、住民参加型の新しいシス

テムづくりのきっかけになる可能性もあると指摘もされていますが、私は大きな

懸念を拭うことはできません。 

   それでは、最初の自治体の人口流出に戻りますが、最初の質問として、少子化

対策について質問をしたいと思います。自治体は、若い世代の大都市への流出を

防ぎ、地域で子どもを産み育てるための少子化対策に可能な限り手を尽くすべき

だと、先程の記事にもありましたが、これについては出産の約９割を占める子ど

もの中心世代である若年女性２０歳から３９歳の若い女性が流出することが問題

でありますが、この人たちが、大都市に流失し続けているのが大きな問題であり

ますが、大空町も平成２２年４月の７５５人から平成２６年４月現在で６１４人

と５年間で１４１人も減っております。 

   大空町は今年度より、北海道医療給付事業である乳幼児等医療費助成事業につ

いて、子育て世帯の経済的負担軽減と少子化対策の一環として、対象を小学生か

ら中学生まで拡大することや、新たに若年世帯の定住策を検討、提案されたこと

については一定の評価をしていますが、他の自治体でも独自の施策を行ってお

り、これ以上の少子化対策は今後も必要になると思われます。町長は、今後少子

化対策について、これ以上のことをお考えなのかお聞かせをいただきたいと思い

ます。 

質問二つ目に移ります。質問二つ目は、若い人が残れるような雇用の確保につ

いてでありますが、都会で技能、知識を身につけた若い人がふるさとに戻り、能

力を発揮できる職場の確保についてですが、大空町のハローワークの求人数は６

月２１日で３３件しかなく、そのうち正職員の求人は１１件でした。若い人が残

るには求人数が余りにも少ないのが現状であり、労働人口が減るということは、

それだけではなく、税収不足により自治体が行き詰まる可能性も出てくると思い

ますが、この大空町の現状について、町長はどのようにお考えかお聞かせいただ

きたいと思います。 

   続き、２番目の自治体の要支援移管についての質問に移ります。 

   それではまず、軽度の要支援の方向けの通所介護と訪問介護をＮＰＯ法人やボ

ランティアの活用を促すとありますが、大空町は移管されることにより、どのよ

うな問題が起こるのか。そもそも、２０１７年度末までの短期間で受け入れるこ

とが可能なのか、お聞かせいただきたいと思います。 

これで最初の質問は終わりたいと思います。失礼しました。続きもう一つの質
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問で、要支援移管の次の質問で、最初の質問に続きこの法案についてですが、法

案にはこのほか、２０１５年８月から一定以上の所得がある、厚生労働省は、所

得は世帯単位ではなく、個人ごとに判断し、年金収入が２８０万円以上の人を想

定しており、サービス利用料の約１５％、特別養護老人ホーム入居者の５％が全

国で対象となる見込みとありますが、利用者の自己負担割合を２割に引き上げる

ことや特別養護老人ホーム入所者への居住費、食費補助の縮小、平成１５年４月

より入所を原則として要介護３以上にするなどの改革案が盛り込まれましたが、

このことについて、今後大空町に二つある特別養護老人ホームはどのような影響

が出る可能性があるのか、町内で介護サービスを利用している方の負担が２割に

増えることにより、サービスを控え、適切に受けられないことによる要介護の重

度化、入居者については、要介護度が低くても認知症で常時見守りが必要な方は

入居できるとしていますが、現実はその可否は難しく、御家族、御本人の負担は

増大する可能性があります。今後、町からどのような支援が必要になる可能性が

あるのか、法案が成立したばかりなので、わかる範囲で結構なのでお聞きかせい

ただきたいと思います。 

   これで最初の質問終わります。 

    

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 上地議員の一般質問にお答えをいたしたいと思います。 

   新聞記事なども引用されまして、大変詳しく数字的なものも使われておりまし

た。私の御答弁と重なるところがあろうかと思いますけれども、お許しをいただ

きたいと存じます。 

   ５月９日の朝刊に、「道内１４７市区町村で半減、存続の危機指摘、少子化対

策おくれに警告」という見出しが、これは北海道新聞の記事の内容でございま

す。この記事の出どころは民間有識者でつくる日本創生会議の人口減少問題検討

分科会でございます。この指摘のもととなりましたのは、国立社会保障人口問題

研究所の将来人口の推計値でございます。これによりますと、最悪の場合２０１

０年、私どもの町でいうところの総人口７，９３３人、２０代から３０代の女性

６９４人が、３０年後の２０４０年には総人口４，６７７人、マイナス４１％、

２０代から３０代の女性は２４４人、マイナス６５％と推計されるというもので

ございます。この場合、出生率が今後上昇しても、人口は増えません。社会保

障、交通、学校の維持が難しくなり、将来的に消滅の可能性があると、そのよう

な指摘でございました。この提言では、現在の出生率、国全体の１．４を２０２

５年には希望出生率として１．８人に、さらに、２０３５年には出生率２．１人

という実現を目指す必要があると、そのようにされております。 

   住民基本台帳で、私どもの町の平成２６年と平成２１年の人口を比較してみま

すと、８，３２３人から７，７５１人、人口で５７７人減っております。２０代

から３０代の女性につきましては、７８１人から６１４人にいずれも減ってござ

います。２０代から３０代の女性は１６７人、２１．４％ということでございま
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す。各世代の減少から見ましても、２０代から３０代の減少は多い状況にありま

す。 

   各１０年刻みで申し上げますと、０歳から９歳までは１１．５％マイナス、１

０代は１２．８％のマイナス、２０代は１９．８％のマイナス、３０代では、２

１．７％のマイナス、４０代は５．５％のマイナス、５０代は１５．０％のマイ

ナス、６０代は１２．９％の増、７０代は、６．１％のマイナス、８０代以上は

１５．４％の増でございます。これは、男女ともに合わせた数値ということで御

理解いただきたいと思います。いずれにいたしましても、少子化が進んでいる状

況にあります。 

   その他の統計的な数字について少し御披露申し上げたいと思います。平成２５

年３月現在の北海道の年少者人口の状況でございます。１４歳以下の年少者人口

の比率、全道平均では１１．７％、本町は１２．７％でございます。全道１７９

市町村中３７番目、オホーツク管内では最も高い数値となってございます。 

   さらに、合計特殊出生率でございますけれども、市町村の場合は毎年公表され

るわけではなく、変動もありますので、５年間の平均で出されております。  

平成２０年から平成２４年までの５年間における大空町の合計特殊出生率は１．

７１人、全道１７９市町村のうち、９番目でございます。 

   最も人口、合計特殊出生率が高いのがえりも町１．９０人、別海町１．８６

人、共和町１．８１人、日高町１．８０人、猿払村１．７５人、佐呂間町１.７

４人 標茶町１．７３人、羅臼町１．７２人の次でございます。 

   こういった少子化状況に対応する施策につきましては、さまざまなものが考え

られますが、今回のこの定例会の中では、中学生に乳幼児医療を拡大したいとい

うことで、入院・外来の助成対象の拡大を行い、子ども医療費助成事業としての

提案をさせていただいているところでございます。 

   また、この医療費助成事業、私どもが今回提案させていただいたものと同じよ

うな取り組みを行っているのをオホーツク管内の町村は、津別町、清里町、小清

水町、佐呂間町、湧別町、滝上町でございます。さらに、西興部村、雄武町につ

いては、高校生まで拡大している現状にございます。 

   少子化問題は、経済的な課題、また雇用不安、夫婦共働きができる職場環境、

ライフスタイルの多様化でありますとか、晩婚化、高齢出産化、さらにはお子様

が欲しくても授からないなど、様々な要因が指摘されております。しかし少子化

になりますと、労働力の減少、医療や介護費用の増大、社会制度そのもののゆが

み、交通、学校の維持が困難になり、地域力の低下を招くわけであります。 

   大空町にとっても大きな問題だと認識をしてございます。町といたしまして

は、現在母子保健対策として家庭訪問指導や乳幼児妊婦健診、育児学級を開催

し、また子どもたちの各種ワクチンの無料化に取り組んでおります。そのほか、

不妊治療費の助成、医療費の無料化の拡大、さらに、子育て支援という観点から

子育て支援センター、児童センター、児童クラブの運営、放課後児童対策、さら

に保育の拡充と料金の低減化、託児通所事業、教育の充実、奨学金制度の拡充な

ど様々な施策に取り組んでいるところでございます。 
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   子どもたちが、大空町で生まれ育ってよかったと思われるように、また、  

この地域で夢を育むことができるように対策にあたってまいりたいと思っており

ます。 

   子育ての先輩の皆様方には、子育てに関わる大変さばかりではなく、楽しさや

幸福感というものを次の世代に伝えていただきたいものと、そのように考えてご

ざいます。今後、先程品田議員の一般質問でもお話を申し上げました、子育て支

援のための宅地住宅政策というようなものが必要ではないか、さらに食育の発想

から給食費のあり方を検討する必要があるのではないかと、そのように考えてい

るところでございます。 

   次に雇用の関係について、お話を申し上げたいと思います。 

   本年４月の北見と網走のハローワークにおける有効求人倍率は回復傾向にござ

います。北見０．７８、網走で０．７２でございます。職業別では、専門技術、

販売、サービス、農林漁業で１．０を超えている現況にございます。 

   職種によっては、労働力不足が顕著になっている、そういう見方もできます。

しかしこれが、大空町となると必ずしも同様とはなっていない現状があります。  

特に若い世代の求職というところと必ずしも求人が一致していないというのが現

状であり、ここが１番大きな問題ではないか、そのようにとらえているところで

ございます。行政の政策・施策の中で最も難しいのが、私は雇用施策ではないか

と、そのようにも感じてございます。本来、経済活動である雇用というところ

に、町として、行政がどの程度かかわることができるか。また、市町村単位での

施策という考え方の中では、限界があるのではないかと、そのように感じている

ところであります。 

   ですので、今までの対策といたしましては、福祉施策、医療施策や教育の政

策、住環境を向上させるというような施策で、この大空町での職業雇用というと

ころには十分至らないかもしれませんけれども、定住を図る中で、人口増という

ところにつなげていきたいという施策を行ってまいりました。あわせて、直接的

な雇用ということには至りませんけれども、産業施策、農業をしっかりと安定さ

せる商工業の芽をつくる、そして観光で大勢の方々に来ていただけるような、そ

んな施策、今回の提案の中にも、今回の第２回の補正予算の提案の中にも企業創

業の支援金の制度について、御提案をさせていただいたり、従来からあります企

業振興促進条例に基づく企業誘致など、そんなことを進めてきたところでござい

ます。そうやって事業所を誘致することによって、職場をつくるということで、

雇用に結びついていけないものかと、そのような施策を展開してきた状況にござ

います。 

   また、この平成２６年４月からは、町の嘱託職員等の賃金の引き上げを行った

ところであります。今後、第三セクターへの波及も及ぶものと期待をしていると

ころでございます。また、今定例会では医療・介護に係る従事者の定着のために

補助制度を創設をして提案をさせていただいているところであります。こういっ

た中においても、若い方々がこの地域で定着して働いていただけるということを

目指してまいりたいと考えているところでございます。 
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   次に、自治体の要支援、この移管についてでございます。 

   昨年の８月、社会保障制度改革国民会議から報告書が提出されました。要旨

は、一定以上所得のある利用者の負担を引き上げ、食費や居住費についての補足

給付の支給には資産等を勘案する。特別養護老人ホームは、中重度者に重点化を

図る。一方で所得者の軽減措置の拡充を図る。介護納付金については、後期高齢

者支援金の状況も踏まえつつ、総報酬額に応じたものを検討するというような内

容でございます。 

   この報告を受けて、国は地域医療介護総合確保推進法案を提出いたしまして、

この６月１８日、参議院本会議で成立したところでございます。今後、政令等で

具体的な内容が定められることとなりますが、現時点で国から示されている内容

をもとに御質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

   初めに、大空町における要介護者の認定状況について説明させていただきま

す。 

   平成２５年１２月末、本町の６５歳以上のうち、要介護認定者は４４０名、認

定率は１８．１％、全国１７．９％、全道１９．２％でほぼ同程度となってござ

います。介護度別の割合では要支援１から要介護１までの軽度の方が５２．５

％、全国４６．５％、全道５１．９％と比べ若干軽度者の認定度合いが高い状況

でございます。 

   これらのことを受けまして、軽度の要支援向けの通所介護と訪問介護、これら

が市町村事務に移るということについて、町への影響は、また利用者の影響はど

うかということについてでございます。今まで予防給付としていました通所介

護、ヘルパーの派遣などであります。訪問介護、デイサービスなどでありますけ

れども、これらは地域支援事業に全て移行となると言われております。訪問看護

や、福祉用具等のサービスは、従来どおり予防給付事業で行うこととなってござ

います。この移管でありますが、第６期介護保険事業計画期間の満了年でありま

す。平成２９年度末までに移行を完了することとされておりますが、大空町とし

ては、平成２９年４月から、開始を目標としたいと思っているところでございま

す。平成２６年３月末で訪問介護を利用されている方は２６名、通所介護を利用

されている方は４８名でございます。 

   利用者の側における影響でございますが、サービス提供側の人的基準資格要件

の緩和がいわれておりますので、国の説明では、今までよりも多様なサービスが

多様な主体により提供されまして、サービス選択が可能となると説明をされてお

ります。例えば、ＮＰＯ法人でありますとか民間事業者のミニデイサービス、  

コミュニティサロンまた住民主体の運動交流広場などがあるのではないかと言わ

れております。 

しかしながら、私たちの地域でどのような主体ができるかということは全く未

知数の状況でございます。また、資格要件、人的基準の緩和が行われるというこ

とは、サービスの質の低下というものにつながるのではないかと、そのような不

安も思っているところでございます。また、事業費の単価は、現在の報酬単価以

下で市町村が設定します。さらに、利用料についても市町村が設定をし、現在の
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１割負担を下回らない仕組みとして、厚生労働省がガイドラインを示す予定とな

っております。財源は移行後も介護保険制度内での提供でありますので、構成は

変わらない予定であると、そのように、国は説明しております。 

   しかし、これらの事業費、先程言いました移行によって給付費から国からの交

付金として町が受け取るというような形になりますので、私どもからしますと、

交付金ということであれば国は減額しやすくなるのではないかと、法に基づく給

付費ではないということで、結果的に市町村の負担が増えるのではないか、そん

な懸念も思っておりますし、市町村によってサービスの格差がありますとか、  

利用料の格差が生じる可能性が出てくるものと、そのように心配をしておりま

す。 

   また２点目の御質問で特別養護老人ホーム入所者への居住費、食事費の補助の

縮小について触れられております。 

   これまでは一律１割の負担割合としていましたものを、一定以上の所得のある

方の負担割合を２割とする見直しでございます。合計所得金額１６０万円以上、

単身で年金収入からすると２８０万円以上の方を想定しているようでございま

す。さらに自己負担限度額の区分は現在３区分で、最も高い区分は月額３万７，

２００円でございますが、これを４区分にして、さらに高い区分として４万４，

４００円の区分ができるというような内容になります。さらに特別養護老人ホー

ム入所者の居住費、食事費に対する補足給付費は、預貯金等を勘案する制度に見

直しされる予定でございます。 

   ちなみに平成２６年３月サービス提供分で、本町においては、１０８名に対し

まして３９６万円の給付をしている現状にございます。こういった方々に対し

て、預貯金等が１，０００万円以上ある場合には対象外、さらに世帯分離後も配

偶者が課税されている場合も対象外とする。そして、非課税年金であります  

遺族年金、障害者年金も勘案する予定としているということでございまして、こ

れらは平成２７年８月１日からの適用が予定されております。 

   続いて３点目の特別養護老人ホーム入所者を原則要介護３以上にするという内

容についてでございます。 

   確かに重度の要介護状態の方で、入所待ちで在宅生活を余儀なくされている高

齢者が多いというようなことから、この入所を要介護３以上に限定する方向で法

案ができてございます。ここで本町における平成２６年３月末現在の特別養護老

人ホームの入所者に占める割合、入所者に占める要介護度２以下の状況について

御報告をいたします。７８人が町民として町内の特別養護老人ホームに入所して

おりますけれども、このうち軽度と言われるような要介護度２以下の方は、１４

名いらっしゃるという状況でございます。 

ただ、今回の改正に当たっては、特例的に入所を認めるということが言われて

おります。一つには認知症高齢者、二つには知的、精神障がい等があり地域での

生活が困難な方、そして三つ目として家族のサポートがなく、地域からの十分な

支援がない方、そして４番目として家族等の虐待が深刻な方、こういうな方々

は、要介護１、２であっても、入所が可能とするということになっています。 
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   また、今後の入所の判定については、市町村も含めて決定される仕組みづくり

が検討されておりますので、私どもも加わった中で、十分しっかりと協議をしな

ければなりません。現実的な取り扱いについては、現行と大きな変更がないよう

な形で進めてまいることができるのではないかと、そのように考えているところ

でございます。 

   高齢化の進展に伴いまして、軽度の方については在宅介護が主となります。介

護者の負担を軽減するためには、今後、訪問介護や通所介護、ショートステイ等

の提供体制の充実を図っていく必要が今まで以上になろうかと思います。   

併せて施設の整備も必要となってまいりますので、第５期計画において、グルー

プホーム１８床の増床を見込んでおりました。しかし、現在、事業者と協議をい

たしておりますのは、９床の施設整備についてでございます。今定例会に必要な

措置を講じているところでございますが、他の施設整備については、第６期計画

策定の中で検討し、計画に反映をしてまいりたいと考えてございます。 

   法案は成立となりましたけれども、細かな規定は、今後政令等で決められてま

いります。十分情報収集に努めながら、第６期介護保険事業計画に反映させる形

で取り進めてまいりたいと思いますので、今後とも御指導いただきますようにお

願いを申し上げ、１回目の御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番、上地議員。 

 

◇上地議員 先程町長がおっしゃるように、今後、要支援移行については、実際に施

行されてから、何かと問題が起きる可能性もあるのだと。 

   まず、１点目の雇用について、雇用の確保と要支援移行についてだけ最後質問

させていただいて、終わりたいと思います。 

 最初の雇用の確保についてでありますが、やっぱり今後重要な課題であり、若

い人が残るには雇用が大事なので、今後も若い人が残るために、定住対策だけで

なく、雇用にまず重点を置いて改善していただくようにお願いしたいと思いま

す。 

 

◇議  長 山下町長。 

  

◇町  長 今までは、先程申しましたように定住対策というようなところにほとん

どのエネルギーを費やしてきた現状にあります。しかし、今回直接的な雇用対策

というところにまでは十分ではありませんけれども、この４月から町の嘱託職員

の賃金体系の見直しを行って増額をさせる、さらに、今地域の中では、医療や介

護というのは重要な産業とも位置づけられてきている部分もあります。そういっ

たところの方々が定着をいただくための雇用の支援金というようなものもさせて

いただいたところであります。 

   さらに産業をいろいろな形で、店舗のリニューアル、さらには企業創業支援に

対する交付金、支援措置というようなもので様々な産業、職業をこの地に定着さ
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せるような取り組みを進めてきたところでございます。先程の定住対策というと

ころとあわせて、考えてまいりたいと思ってございます。 

   先程言いましたように雇用対策というのは、一つの町村だけでは十分な効果が

発揮できないようなところもあります。また、経済活動の一環という難しい側面

はありますけれども、今、市町村も取り組んでいかなければならないと、そんな

ふうに考えてございます。 

   今回の町政執行方針の中でも、まず子どもたちを産んでいただく、そういった

施策の一つとして婚活事業、さらには、この地域で働いてもらうための産業支

援、さらには雇用対策、定住対策というものをおしなべて提案をさせていただい

たところであります。 

   まだまだ十分と言い切れませんけれども、これからも努力をしてまいりたいと

思っておりますので、今後とも御指導賜りますようにお願いを申し上げたいと思

います。 

 

◇議  長 １番、上地議員。 

 

◇上地議員 雇用の確保については、これからも力を入れていただきたいと思いま

す。雇用についてはこれで質問の方終わらせていただきますが、要支援について

なんですが、実際に施行されてから、多分問題も出てくると思うので、今後もス

ピーディーに情報収集し、要支援の方が大変なことにならないように、是非、早

期に対応するようにお願いしたいと思います。 

 

◇町  長 先程、答弁をさせていただきましたのは、国の法案に基づく国会での議

論など、また新聞報道など、そういうところから私どもが今考えられる内容につ

いて御説明をさせていただきました。 

   しかし、具体的個々の対応につきましては、これから政令という形で随時内容

がつまびらかになり、私どものところにも情報が届いてくるものと思います。  

私どもの町において、どのような運用が可能なのか、またどんな問題が生じてく

るのか。私ども役場の中で議論することはもちろんでありますけれども、先程言

いました第６期の介護保険事業計画を策定する中で、町民の皆さんに御意見を賜

ったり、また議会の常任委員会、本会議などにおいても情報を提供しながら、  

御議論のところに上げてまいりたいと思っております。是非、施行されてからあ

れができない、これを考えていなかったということのならないように、事前の準

備対応というものに万全を期してまいりたいと、そのように考えておりますの

で、今後とも御指導いただきますようお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 １番、上地議員。 

 

◇上地議員 これで質問を終わらせてもらいます。どうもありがとうございます。 
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◇議  長 これで一般質問を終わります。 

   以上で本日の日程は全部終了しました。 

   本日はこれで散会します。 

   大変お疲れさまでした。 

 

散会 午後 ３時２６分 

 



 

 

 

 

 平成２６年第２回 
 

 

 

 

 

大空町議会定例会会議録 

〔その２〕 

 

 ・招 集 平成26年６月23日 
 

 ・開 会 平成26年６月23日 
 

 ・閉 会 平成26年６月24日 
 

 

 

 

 

 

 

 

大 空 町 議 会 



 

大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  上 地 史 隆    ７番  齋 藤 宏 司  

 

 ２番  田 中 裕 之    ８番  松 岡 克 美  

 

 ３番  原 本 哲 己    ９番  小 島 一 弘  

 

 ４番  沢 出 好 雄    10番  後 藤 幸 太 郎  

 

 ５番  品 田 好 博    11番  深 川  曻  

 

 ６番  松 田 信 行    12番  近 藤 哲 雄  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

副 町 長  産 業 課 参 事 

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事 

会 計 管 理 者  建 設 課 長 

総 務 課 長  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事  建 設 課 参 事 

住 民 課 長  住 民 福 祉 課 長 

福 祉 課 長  産 業 建 設 課 長 

産 業 課 長  総 務 課 主 幹 

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事 

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長 

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、主査、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開議 午前１０時００分 

    ◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

   ただいまから平成２６年第２回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

     

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって議長において、７番、

齋藤宏司議員及び８番、松岡克美議員を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

   事務局長に報告いたさせます。 

   大槻事務局長。 

 

◇事務局長 ただいまの出席議員は、１２名であります。 

   本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名は一覧表として配付していると

おりであります。 

   また、職務の都合により、一部の異動がある場合がありますことを御了承願い

ます。 

   本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

   議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を得ておりますの

で、御了承願います。 

   以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第２ 同意第１０号 

◇議  長 日程第２ 同意第１０号 大空町職員懲戒審査委員会委員の選任につい

てを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   山下町長。 

 

◇町  長 議案書の１ページをお開きいただきたいと存じます。 

   「同意第１０号 大空町職員懲戒審査委員会委員の選任について 

   大空町職員懲戒審査委員会委員 藤田勉が平成２６年６月１９日をもって任期

が満了したので、地方自治法施行規程第１７条第５項の規定により、次の者を後

任委員に選任することについて議会の同意を求める。 

平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二 

            記 
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   住所 北海道網走郡大空町女満別西３条２丁目６番１４号 

   氏名 藤田 勉 

   生年月日 昭和３８年３月５日生まれ」の５１歳でございます。 

   今回の同意案件につきましては、５月２０日の第２回大空町議会臨時会におい

て、同意をいただいた同一人についての案件でございます。同一人の後任者の残

任期間であったため、本定例会において、再び選任の同意を求めるものでござい

ます。 

   本人の履歴につきましては、お手元に配付してございます参考資料の１ページ

及び２ページに掲載してございます。御覧をいただきたいと存じます。 

   提案理由の説明とさせていただきますので、御同意賜りますようお願いを申し

上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

               （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

   これから、同意第１０号 大空町職員懲戒審査委員会委員の選任についてを採

決します。 

   お諮りします。本件は、同意することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、同意第１０号 大空町職員懲戒審査委員会委員の選任について

は、同意することに決定しました。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

休 憩  午前１０時０５分 

再 開  午前１０時０６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

    ◎日程第３ 議案第２７号 

◇議  長 日程第３ 議案第２７号 和解及び損害賠償の額を定めることについて

を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   高島建設課参事。 

    

◇建設課参事 議案書３ページでございます。 

「議案第２７号 和解及び損害賠償の額を定めることについて 

   町有施設において発生した利用者事故に対する和解及び損害賠償の額を定める



- 3 - 

ことについて、地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により議

会の議決を求める。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二 

               記 

   １ 和解内容 別紙となっておりますが、後ほど説明させていただきます。 

   ２ 損害賠償の額 ７７万６，１３１円 

３ 和解の相手方 網走郡美幌町字稲美９０番地９７ 

            ヤマト運輸株式会社美幌センター 岩本真一 

   次に和解の内容、別紙でございます。５ページをお開きください。 

   １ 事故の原因 

（１）事故の発生日時 平成２６年４月１７日午後０時４５分 

（２）事故車両 北見１００あ１０９０ 

（３）事故発生場所 網走郡大空町女満別住吉９６７番地２ 

（４）事故の相手方 車両使用者 網走郡美幌町字稲美９０番地９７  

ヤマト運輸株式会社美幌センター 岩本真一  

（５）事故の概要 事故の相手方が荷物の配送中、町道住吉西６号線沿線住宅

敷地内に入る際、道路側溝の蓋が跳ね上がり、車両に損害

を与えた。 

 ２和解の条件 

（１） 事故の第１当事者 甲 大空町長 山下英二 

（２） 事故の第１当事者 乙 網走郡美幌町字稲美９０番地９７ 

 ヤマト運輸株式会社美幌センター 岩本真一 

   （３）過失割合 甲１００％ 乙 ０％ 

   （４）損害賠償の額 ７７万６，１３１円  

   （５）異議の申し立て 示談書（承諾書）の締結後は、甲乙間においては、今

後本件に関しては、異議申立てをしないことを約束す

る。 

           なお、本件事故を踏まえ再発防止のため現場補修をするとともに、道路巡回に

より、随時同様箇所の補修をすることとしております。 

   以上で、御説明申し上げましたので、よろしく御審議賜りますようお願いいた

します。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

                            （「なし」の声あり）   

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 
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   これから議案第２７号 和解及び損害賠償の額を定めることについてを採決し

ます。 

   お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第２７号 和解及び損害賠償の額を定めることについては、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第２８号 

◇議  長 日程第４ 議案第２８号 物品の購入についてを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   田中産業建設課長。 

 

◇産業建設課長 議案書の７ページでございます。 

「議案第２８号 物品の購入について 

   地方自治法第９６条第１項第８号の規定により議会の議決を求める。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二 

                記 

   １ 購入する物品の種類及び数量 除雪ドーザ１台（１３ｔ級車輪式、マルチ 

プラウ、簡易着脱装置付） 

２ 購入の方法 指名競争入札 

３  購入の金額 ２,３７１万６，８００円 

４  購入の相手方 北見市東相内町９３４番地の５  

            北海道川重建機株式会社北見支店 支店長 名畑宏昭」 

   今回購入いたします物品は、除排雪のため指定管理者に貸し付けておりました   

東藻琴地区の除雪ドーザーが本年２月にエンジンが故障し、修理に出した場合、

多額の費用が掛ることから、新たに購入するものであります。 

   故障した車両につきましては、平成３年に新規登録された車両で既に２２年が

経過し、今までに多額の修繕費用がかかっていたこと、将来的にまた多額の修繕

費用が見込まれることなどから、今回新たに購入するものであります。 

   購入に係る入札につきましては、平成２６年６月３日に指名競争入札により実

施をし、６月９日に仮契約を行ったところであります。 

   納入期限につきましては、平成２６年１１月２８日としております。 

   指名競争入札に係ります指名業者につきましては、キャタピラーイーストジャ

パン株式会社、小松建機販売株式会社北海道カンパニー北見支店、北海道運搬機

株式会社北見支店、日立建機日本株式会社、北海道川重建機株式会社北見支店の

５社に案内をしたところですが、２社が辞退をし、３社で入札を執行いたしまし

た。入札の結果、北海道川重建機株式会社北見支店が落札したところでありま

す。 

   契約の金額は２,３７１万６，８００円。消費税及び地方消費税の合計額は１



- 5 - 

７５万６，８００円となっております。 

   購入に係る契約につきましては、議会で議決をいただいた後、本契約を締結す

るものであります。 

   なお、故障した車両につきましては、公売を予定しており、現在手続を進めて

おります。 

   以上、御説明申し上げましたので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上

げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              （「なし」の声あり）   

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり）  

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

   これから議案第２８号、物品の購入についてを採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第２８号、物品の購入については、原案のとおり可決されま

した。 

 

    ◎日程第５ 議案第２９号  

◇議  長 日程第５ 議案第２９号 物品の購入についてを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

高島建設課参事。 

 

◇建設課参事 議案書９ページでございます。「議案第２９号 物品の購入について 

次のとおり、物品を購入したいので、地方自治法第９６条第１項第８号の規定

により議会の議決を求める。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二 

             記 

   １ 購入する物品の種類及び数量 ロータリー除雪車１台（１．３ｍ／７００ 

ｔ、装置幅１．５ｍ） 

２ 購入の方法 指名競争入札 

３ 購入の金額 １,９４４万円 

４ 購入の相手方 北見市東相内町９３４番地の５、北海道川重建機株式会社
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北見支店 支店長 名畑宏昭」 

   今回購入いたします物品は、主に歩道除雪のために指定管理者に貸し付けして

おりました女満別地区のロータリー除雪車が本年２月に故障し、既に物品の供給

年限が経過したことにより、廃車としたため、新たに購入するものであります。 

   廃車にした車輛につきましては、平成元年に新規登録された車輛で、既に２４

年が経過し、交換部品もないこと、修理には多額の費用が見込まれていることな

どから新たに購入するものであります。 

なお、現有車両につきましては、同型のロータリー除雪車がまだ稼働していま

すことから、部品取りとして保管することとしております。 

   購入に係る入札につきましては、平成２６年６月３日に指名競争入札により実

施をし、６月９日仮契約を行ったところであります。 

   納入期限につきましては、平成２６年１１月２８日としております。指名競争

入札に係ります指名業者につきましては、開発工建株式会社、楢崎産業株式会社

旭川支店、北海道川重建機株式会社北見支店の３者に案内をしたところですが、

１者が辞退し、２社で入札を執行いたしました。入札の結果、北海道川重建機株

式会社北見支店が落札したところであります。契約の金額は１,９４４万円、う

ち消費税及び地方消費税の合計額は１４４万円となっております。 

なお、購入にかかります契約につきましては、議会で議決をいただいた後、   

本契約を締結するものであります。 

   以上で御説明申し上げましたので、よろしく御審議賜りますようお願いいたし

ます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              （「なし」の声あり）  

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり）  

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第２９号 物品の購入についてを採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第２９号物品の購入については、原案のとおり可決されまし

た。 
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◎日程第６ 議案第３０号 

◇議  長 日程第６ 議案第３０号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変

更についてを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   林総務課参事。 

 

◇総務課参事 議案書１１ページをお開き願います。「議案第３０号 大空町過疎地

域自立促進市町村計画の一部変更について 

   大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部を別紙のとおり変更したいので、過

疎地域自立促進特別措置法第６条第７項の規定に基づき、議会の議決を求める。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

   大空町過疎地域自立促進市町村計画につきましては、過疎地域自立促進特別措

置法の規定に基づきまして、平成２２年度から平成２７年度までの６年間を計画

期間として策定しているところでございます。 

   このたびの一部変更につきましては、本年度当初予算のほか、本定例会に補正

予算として提案をしております事業について、財源措置として過疎対策事業債の

充当を考えておりますことから、５つの事業を追加しようとするものです。 

   変更の内容でございますが、議案書１３ページをお開き願います。 

   表の右側が変更前、左側が変更後の計画となっております。追加しようとする

事業の１つ目でございます。こちらは、計画本文の変更でございますが、２ 産

業の振興 表の左側変更後の欄の１番下でございますが、「また、観光振興とと

もに地域内住民のコミュニティ形成による地域力の向上が求められ、住民のレク

リエーション活動を活性化させる取り組みが必要となっています。」という文言

を追加いたしまして、住民レクリエーション活動の必要性について明記するもの

でございます。 

   １４ページをお開き願います。関連いたしまして、こちらは事業計画の表記に

おいて事業を追加するものですが、１産業の振興の表中（８）観光またはレクリ

エーションの事業内容、上から５つ目でございますが、「東藻琴弓道場耐震補強

等事業」を追加するものでございます。 

東藻琴弓道場の耐震補強及び一部改修工事を実施するものでございまして、総

事業費は約１,５５０万円を予定している事業でございます。 

   １５ページをお開き願います。追加する２つ目の事業でございます。左側変更

後の表中段よりやや上でございますが、（１）現状と問題点に、「また、日常生

活路線において、交通量の増加や老朽化に伴う危険箇所が発生しており、長寿命

化を図るための適切な維持管理が必要となります。」という文言を追加しており

ます。 

   また、下段の（２）その対策、丸の二つ目でございますが、町道における計画

的な改良、舗装、歩道の設置の後に、「及び適切な維持管理」といたしまして、

道路の適正な維持管理についての文言を追加するものでございます。 

   これにつきましては１６ページをお開き願います。１６ページの左側１番下で
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ございますが、町道維持管理事業といたしまして、「過疎地域の住民が安心して

暮らせるよう、道路が安全で良好に機能する状態を維持・更新するとともに費用

対効果の高い維持管理と長寿命化を推進する。」という項目を新たに追加いたし

まして、道路の補修舗装改修に対応をしようとするものでございます。なおこれ

に係る事業費は総体で約６,２４０万円でございます。 

   １７ページをお開き願います。追加する３つ目の事業でございます。４生活環

境の整備、中段よりやや上でございますが、（１）現状と問題点に「女満別・東

藻琴両地域において整備を進め、埋設されてきた水道管でありますが、長年にわ

たる地形や建物の配置変更などに伴い管の位置が不明確となる問題を抱えていま

す。水道管等の情報の再点検及び状況把握が急務となっています。」という文言

を追加いたします。 

   さらに、下段（２）その対策、丸の１つ目でございますが、「及び水道施設の

適切な維持管理」といたしまして、水道管情報の把握と適正な維持管理について

文言を追加しております。 

   これにつきましては１８ページをお開き願います。１８ページの左側下から２

つ目の事業でございます。「あんしん生活水道供給事業」といたしまして、「水

道事業の根幹である水道管の位置や管種・管径等の管路情報などを総合点検し、

データ化することにより、安定した水道供給が確保される。また、災害時対応の

迅速化や効率化が図られ、安心して暮らせる地域社会が実現される。」という項

目を追加いたしまして、具体的には、現在紙ベースの台帳による管理を行ってお

ります水道施設情報をシステム化いたしまして、水道施設の適切な維持管理に努

めようとするものでございます。総事業費は３,４００万円を予定しておりま

す。 

   続きまして、１９ページをお開き願います。追加する事業の４つ目、５つ目で

ございますが、６教育の振興 左側の表の事業内容の上から４行目に「東藻琴小

学校大規模改修事業」を追加し、さらにその２つ下に「東藻琴高等学校体育館耐

震補強等事業」を追加するものでございます。 

   東藻琴小学校大規模改修事業につきましては、平成２７年度から改修工事を実

施する予定でございまして、今年度その実施設計を行おうとするものでございま

す。なお、実施設計に係る事業費は約１,０７０万円でございます。 

   また、東藻琴高等学校体育館耐震補強等事業につきましては、屋内体育館の耐

震補強等改修工事を行うものでございまして、総事業費は約１,９５０万円を予

定しております。 

   以上、提案理由の説明を申し上げますので御審議くださいますようよろしくお

願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              （「なし」の声あり）  

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 
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   これから討論を行います。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり）  

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから、議案第３０号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更につ

いてを採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３０号、大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第７ 議案第３１号 

◇議  長 日程第７ 議案第３１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更につい

てを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   藤田総務課長。 

 

◇総務課長 「議案第３１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について 

   地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海道市町村総合事務組合規約の

一部を別紙のとおり変更することについて、議会の議決を求める。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

   変更の内容につきましては、参考資料にて説明いたしますので、参考資料の３

ページをお開き願います。議案第３１号関係 北海道市町村総合事務組合規約の

一部を変更する規約新旧対照表であります。 

   北海道市町村総合事務組合は、市町村一部事務組合等の非常勤消防団員、非常

勤職員などの公務上の災害に対する損害補償に関する事務、非常勤消防団の退職

報償金等の支払い事務などを共同処理する一部事務組合です。 

   このたびの変更の理由は、組織の構成団体に脱退・加入があったためのもの

で、 赤平市が他の消防組合に加入することに伴う脱退、上川中部消防組合及び

伊達・壮瞥学校給食組合の解散に伴う脱退、また、道央廃棄物処理組合の設立に

伴う加入、鷹栖町と上川町が消防団を単独組織として設立したことによる加入に

伴う変更であります。 

   改正の内容ですが、新旧対照表の別表第１、石狩振興局の項中、北海道後期高

齢者医療広域連合の次に、道央廃棄物処理組合を加え、構成団体数を（１５）か

ら（１６）に改め、空知総合振興局の項中、赤平市を削り、構成団体数を（３５

）から（３４）に改め、上川総合振興局の項中、上川中部消防組合を削り、   

構成団体数を（３１）から（３０）に改め、胆振総合振興局の項中、伊達・壮瞥

学校給食組合を削り、構成団体数を（１３）から（１２）に改めます。 
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   別表第２、１から７の項中、赤平市と上川中部消防組合を削り、長万部町の次

に鷹栖町、上川町を加え、４ページになりますが、同表９の項中、上川中部消防

組合等、壮瞥学校給食組合を削り、北海道後期高齢者医療広域連合の次に道央廃

棄物処理組合を加え変更しようとするものであります。 

   附則といたしまして、この規約は地方自治法第２８６条第１項の規定による総

務大臣の許可の日から施行するものであります。 

   以上、提案理由につきまして御説明申し上げましたので、御審議くださいます

ようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              （「なし」の声あり）   

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

（「なし」の声あり）  

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第３１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更についてを採決

します。 

   お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３１号北海道市町村総合事務組合規約の変更については、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第８ 議案第３２号  

◇議  長 日程第８ 議案第３２号 大空町課設置条例の一部を変化する条例制定

についてを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の２５ページをお開き願います。 

   「議案第３２号 大空町課設置条例の一部を改正する条例制定について 

   このことについて、別紙のとおり提出する。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

改正の内容につきましては、参考資料にて説明申し上げますので、参考資料の

５ページをお開き願います。議案第３２号関係 大空町課設置条例の一部を改正

する条例新旧対照表であります。 

   このたびの改正の理由につきましては、大空町土地開発公社が公有地の拡大の
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推進に関する法律に基づき設置されていましたが、今後の公共用地の先行取得処

分等の見込みを踏まえまして、昨年６月の議会におきまして、解散の議決をいた

だき平成２５年７月２日付けで、知事の解散認可を受けたところでございます。 

   その後、清算事務手続等を行いまして、本年４月２３日をもって、終了いたし

ました。 

   これに伴いまして、大空町課設置条例の中で、総務課の事務分掌として定めて

おります土地開発公社に関することを削除するものであります。 

   改正の内容ですが、新旧対照表、第２条総務課の項中、第２１号 土地開発公

社に関することを削り、以下、第２２号から第２７号までを１号ずつ繰り上げる

ものでございます。 

   附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものであります。 

   以上、提案理由につきまして御説明申し上げましたので、よろしくお願いいた

します。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              （「なし」の声あり）  

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第３２号 大空町課設置条例の一部を改正する条例制定について

を採決します。    

   お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３２号 大空町課設置条例の一部を改正する条例制定につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第９ 議案第３３号  

◇議  長 日程第９ 議案第３３号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例制定についてを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 「議案第３３号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

について 

このことについて、別紙のとおり提出する。 
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   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

 ３１ページ３２ページにつきましては、改正条文でございます。 

   また、別冊で配付させていただいております参考資料、７ページ、８ページ

に、大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の概要を９ページから１３

ページに新旧対照表を載せてございます。 

   改正の内容の説明に当たりましては、概要により説明させていただきますの

で、参考資料７ページをお開きください。 

大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の概要です。今回の改正につ

きましては、国民健康保険運営協議会からの答申をいただき賦課限度額を引き上

げるものでございます。 

   平成２６年度国民健康保険税を課税するための賦課資料がそろったことから、

平成２５年度の税率及び賦課限度額で試算を行いました。その結果、医療分につ

きましては、国からの調整交付金が全額見込まれないことから、未交付額の半分

以内を一般会計から法定外繰り入れたことにより、必要額を確保できましたけれ

ども、後期高齢者支援金分及び介護納付金分では、法定外繰り入れをしてもなお

不足が生じる結果となりました。 

   そこで、地方税法施行令の一部を改正する政令において、後期高齢者支援金

分、介護給付金分で賦課限度額がそれぞれ２万円ずつ引き上げられていることか

ら、賦課限度額を引き上げて再度試算を行ったところ、各々総額を確保できるこ

ととなったため、今回は賦課限度額のみの引き上げによるものでございます。 

   また、地方税法施行令の一部を改正する政令及び地方税法施行規則の一部を改

正する省令が、施行されたことに伴う改正も合わせて行うものでございます。 

   具体的な内容につきましては、１つ目、関係条文条例第２条第３項の後期支援

金分の賦課限度額については、賦課限度額を現行１４万円から２万円増の１６万

円に引き上げる。２つ目の関係条文、条例第２条第４項の介護納付金分の賦課限

度額につきましては、現行１２万円を２万円増の１４万円に引き上げるものでご

ざいます。 

   関係条文条例第２３条、国民健康保険税の減額につきましては、前段の賦課限

度額を引き上げたことに伴う所要の規定の整備による改正をするものでございま

す。この算定の改正につきましては、公布の日から施行し、平成２６年４月１日

から適用するものでございます。 

   続きまして、これからの改正内容につきましては、地方税施行令の一部を改正

する政令等の改正に伴うものです。 

   １つ目の上場株式等に係る配当所得等に係る国民健康保険税の課税の特例につ

いて、関係条文附則第５項ですが、上場株式等に係る配当所得等の分離課税につ

いて、特定公社債の利子が対象に追加されたことに伴う所要の規定の整備をする

ものでございます。 

   ２つ目、一般株式等に係る譲渡所得等に係る国民健康保険税の課税の特例につ

いて、関係条文附則第８項です。株式等に係る譲渡所得等の分離課税を一般株式

等に係る譲渡所得等の分離課税と、上場株式等に係る譲渡所得等の分離課税に改
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組したことに伴う所要の規定を整備するものでございます。 

   ３つ目ですが、上場株式等に係る譲渡所得の損益通算及び繰越控除に係る国民

健康保険税の課税の特例について、関係条文附則第９項から１１号までと、第１

３項ですが、法令では、国民健康保険税について独立した規定を置いていないこ

と、単に課税標準の計算の細目を定めるものであることから、条例の性格を踏ま

え、附則第９項から１１号までと、第１３項を削除するものでございます。 

   ４番目、上場株式等に係る譲渡所得に係る国民健康保険税の課税の特例につい

て、関係条文附則第９項で新たに設けたもので、上場株式等に係る配当所得等の

分離課税を新設したことに伴い、規定をするものでございます。 

   ８ページをお開きください。 

   ５つ目となりますが、先物取引に係る雑所得等に係る国民健康保険税の課税の

特例について、関係条文旧附則第１２項ですが、旧附則第１０項及び第１１項を

削除したことにより、規定を繰り上げ、第１０項とするものです。 

   ６番目の土地の譲渡等に係る事業所得等に係る国民健康保険税の課税の特例に

ついて、関係条文旧附則第１４項、及び７つ目の条約適用利子等に係る国民健康

保険税の課税の特例について、関係条文旧附則第１５項は、先程説明しましたよ

うに、旧附則第１０項、第１１項及び第１３項を削除したことにより、規定を繰

り上げ、第１１項、第１２項とするものでございます。 

   ８番目となりますが、条約適用配当等に係る国民健康保険税の課税の特例につ

いて、関係条文旧附則第１６項、旧附則第１０項、１１項及び１３項を削除した

ことにより、規定を繰り上げ１３項とし、さらに条約適用配当等に係る分離課税

について、特定公社債の利子が対象に追加されたことに伴う所要の規定の整備を

するものでございます。 

   ９つ目、東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特

例について、関係条文旧附則第１８項で法令では、国民健康保険税について独立

した規定を用いていないこと、単に課税標準の計算の細目を定めるものであるこ

とから、条例の性格を踏まえ、削除するものでございます。 

   これまでの附則の施行期日につきましては、平成２９年１月１日とするもので

ございます。 

   適用区分としまして、附則を除く改正規定は、平成２６年度以降の国民健康保

険税から適用し、平成２５年度以前の国民健康保険税は、従前の例に附則の改正

規定は、平成２９年度以降の国民健康保険税から適用し、平成２８年度以前の国

民健康保険税は、従前の例によることとしているところでございます。 

   以上、提案説明、提案理由の説明を申し上げました。 

   御審議くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 



- 14 - 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第３３号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

についてを採決します。 

   お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３３号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

制定については、 

   原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１０ 議案第３４号 

◇議  長 日程第１０ 議案第３４号 大空町の固定資産税の課税免除に関する条

例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   林総務課参事。 

 

◇総務課参事 議案書３３ページをお開き願います。 

   「議案第３４号 大空町の固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

このことについて、別紙のとおり提出する。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

   提案理由の説明につきましては、お手元に配付をさせていただいております 

参考資料により御説明申し上げますので、参考資料の１５ページをお開き願いま

す。 

   本条例につきましては、企業立地促進法に基づきまして、地域の関係自治体や

商工団体などで組織される地域産業活性化協議会で策定する基本計画を持ち、そ

の計画に沿って事業実施をする場合、３年間、固定資産税を免除しようとする条

例でございます。 

   本町におきましては、美幌町、津別町と連携をして、美幌、大空、津別産業活

性化協議会を設置して取り組んでいるところでございます。 

   この基本計画は、平成２５年度で経過期間が満了しますことから、経過期間を

５年間延長しまして、平成３０年度までとすることについて、国との協議を行っ

ていたところですが、このたびその協議が整い、同意にいたりましたことから期

間延長の改正をしようとするものでございます。 

   具体的な改正箇所ですが、参考資料１５ページの新旧対照表の中段からやや

下、改正前の条例、平成２６年３月３１日までを、改正後、平成３１年３月３１
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日までとするものでございます。 

   附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、平成２６年４月１日か

ら適用することとしております。 

   以上、提案理由の説明を申し上げますので、御審議くださいますようよろしく

お願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第３４号 大空町の固定資産税の課税免除に関する条例の一部を

改正する条例制定についてを採決します。 

   お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３４号 大空町の固定資産税の課税免除に関する条例の一

部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第３５号 

◇議  長 日程第１１ 議案第３５号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例

の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 ３７ページをお開きください。 

   「議案第３５号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改正する

条例制定について 

このことについて、別紙のとおり提出する。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

   ３９ページは、改正文でございます。改正の内容の説明につきましては、参考

資料１７ページ、大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改正する条

例の概要により説明いたしますので、お開き願いたいと思います。 

   この大空町乳幼児医療費の助成に関する条例は、医療費の一部を助成すること

により、疾病の早期診断と早期治療を促進し、もって乳幼児等の保健の向上と福

祉の増進を図ることを目的に、小学生まで入院と外来の医療費を助成しているも
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のでございます。 

   今回の改正は、今まで小学生までとしている入院と外来の医療費の助成を  

子育て世帯の経済的負担軽減と少子化対策の一環として、中学生まで助成対象を

拡大するものでございます。 

   条例の題名及び本則中、乳幼児等とあるものを子どもに改めるものでございま

す。また、医療費の助成の対象者につきましては、関係条文第２条、及び受給者

証の返還について、関係条文第１０条におきまして満１２歳とあるものを満１５

歳に改めるものです。 

   助成の範囲につきましては、関係条文第６条で、第２条第５項から第７項に用

語の定義が規定されていることに伴う、文言の整理に伴い改めるものでございま

す。 

   施行の期日は、平成２６年８月１日とするもので、経過措置として平成２６年

７月３１日までに受けた医療費については、なお従前の例によることとしたとこ

ろでございます。 

   以上、提案理由の説明を申し上げました。 

   よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第３５号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改

正する条例制定についてを採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３５号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部

を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休 憩 午前１０時５３分 

再 開 午前１１時０３分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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   暑い方は上着を脱いでよろしいです。 

 

    ◎日程第１２ 議案第３６号 

◇議  長 日程第１２ 議案第３６号 平成２６年度大空町一般会計補正予算（第

３号）を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の４１ページをお開き願います。 

   「議案第３６号 平成２６年度大空町一般会計補正予算（第３号） 

   平成２６年度大空町一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

   歳入歳出予算の補正 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７億１

，０４９万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７６億１，９

１３万５，０００円とする。２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」に

よる。 

   地方債の補正 第２条 地方債の追加及び変更は、「第２表 地方債補正」に

よる。 

   平成２６年６月２３日 大空町長 山下英二」 

   ４３ページをお開き願います。 

   第１表 歳入歳出予算補正 歳入です。１４款国庫支出金に５，２７８万７，

０００円を追加、１５款道支出金に５４０万円を追加、１６款財産収入に３７万

３，０００円を追加、１７款寄附金に５７万９，０００円を追加、１８款繰入金

に２億４，８９９万５，０００円を追加、２０款諸収入に８５万７，０００円を

追加、２１款町債に４億１５０万円を追加、歳入合計は、７億１，０４９万１，

０００円を追加し、７６億１，９１３万５，０００円とするものであります。 

   ４４ページをお開き願います。歳出です。 

   ２款に３，４３０万７，０００円を追加、３款民生費に６，１２４万円を追

加、４款衛生費に１，３９２万７，０００円を追加、６款農林水産業費に４２４

万１，０００円を追加、７款商工費に１，７３１万２，０００円を追加、８款土

木費に７，３５６万９，０００円を追加、９款消防費から１，００２万５，００

０円を減額、１０款教育費に５億２，４３９万６，０００円を追加、１２款職員

給与費から８４７万６，０００円を減額、歳出合計は、７億１，０４９万１，０

００円を追加し、歳入合計と同額とするものであります。 

   ４６ページをお開き願います。 

   第２表地方債補正です。 

   １追加です。東藻琴４４号線道路整備事業債は、町営住宅の中央さくら団地の

整備に関連し、道路の改良舗装を行うもので、限度額１，５００万円を追加しま

す。 
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   スクールバス整備事業債は、５月２９日にスクールバス運行中の火災により全

焼したため、１台購入するもので、限度額１，８１０万円を追加します。 

   東藻琴小学校整備事業債は、大規模改修事業を実施するため、今年度は実施設

計を行うもので、限度額１，０７０万円を追加します。 

   教育文化会館整備事業債は、施設の耐震補強と老朽化による全面的な改修を行

うため、その経費を町が補助するもので、限度額、３億１，４２０万円を追加し

ます。 

   分譲地造成事業債は、町内の若年層など持ち家を希望する世帯や交通の利便を

活かし、近隣市町からの移住を希望する世帯に対し、宅地を造成し分譲するた

め、本年度は実施設計を行うもので、限度額６９０万円を追加するものでありま

す。 

   いずれも起債の方法は、普通貸借または証券発行、率は５％以内、償還の方法

は１２年以内償還うち据え置き３年以内と定めるもので、借り入れは過疎債を予

定しています。 

   次に、２変更です。 

   都市公園整備事業債は、女満別運動公園の遊具改修を行うため、限度額９３０

万円に２，０００万円を追加し、２，９３０万円とするもので、起債の方法、利

率、償還の方法は変更ありません。 

   東藻琴高等学校整備事業債は、耐震補強工事に合わせ体育館及び弓道場の外部

建具や外装の改修工事を行うため、限度額１，０９０万円に１，６６０万円を追

加し、２，７５０万円とするもので、起債の方法、利率は変更ありませんが、償

還の方法を２５年以内償還、据え置き３年以内を１２年以内償還うち３年以内に

変更し、過疎債の借り入れを予定しております。 

   次に、４７ページを御覧いただきたいと思います。第１表 歳入歳出補正予算

事項別明細書です。 

歳出から説明申し上げますので、５４ページ、５５ページをお開き願います。 

   ３歳出 ２款１項１目の総務一般事務費で２２節に損害賠償金７７万７，００

０円を追加しております。議案第２７号で和解及び損害賠償の額を定めることに

ついてで説明し、議決をいただきました町有施設である道路側溝の蓋の跳ね上が

りが原因により、通行中の車両に破損を与えたことに伴います賠償金でありま

す。 

   ３目の広報広聴事業で、８節に１０年記念事業報償費９万１，０００円、１１

節に印刷製本費３６万円、１３節に１０年記念デザイン委託料４万４，０００円

を追加しております。 

   合併１０年の気運を高めるため、町民からキャッチフレーズの募集を行い、採

用者への報償にかかる経費、町民等へ周知を図るためのステッカーやシールを印

刷する経費、１０年記念デザインを作成するための経費であります。 

   また、１３節にホームページシステム更新委託料３８３万９，０００円を追加

しております。現在のシステムが８年を経過しており、更新が必要なため追加す

るものであります。 
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   ６目の公有財産管理費で、１５節に旧土地改良事業所改良工事１，５００万円

を追加しております。遊休となっている施設を相撲場として改修し、相撲の充

実、振興を図ろうとするものであります。また、１１節に消耗品、燃料費、光熱

水費、修繕料を合わせて３１万円を追加しております。相撲場の維持管理に係る

経費であります。 

   同じく分譲地造成事業で実施設計委託料６９５万６，０００円を追加しており

ます。町内の若年層など持ち家を希望する世帯や交通の利便性を活かし、近隣市

町から移住を希望する世帯に対し、宅地を造成し分譲するもので、２団地の実施

設計に要する経費であります。 

   ７目の企画振興一般事務費で、１３節に要請要望活動資料作成委託料１５０万

円を追加しております。各種要請活動を行う際に必要となる資料や図面等の作成

を委託する経費を追加するものであります。 

   ８目の総合支所庁舎管理費で、１５節に東藻琴支所・改善センター系統暖房配

管取替工事１４３万４，０００円を追加しております。暖房用の温水を循環させ

る配管が支所と改善センターの間で腐食により穴が開き、配管の取り替えが必要

となったためであります。 

   １０目の住民活動推進事業で１８節に地区会館低床椅子３９９万６，０００円

を追加しております。高齢社会に適応した、利用しやすい座面の低い椅子を各自

治会の世帯数に応じ、地区会館に配置する予定であります。 

   ３款１項１目の国民健康保険事業特別会計繰出金で２８節に２，３８２万８，

０００円を追加しております。 

   所得の確定に伴います国保税の税等の算定により、一般会計からの負担分が追

加となるものであります。 

   同じく臨時福祉給付金給付事業と５６ページ、５７ページになりますが子育て

世帯臨時特例給付金給付事業で、それぞれ１２節に口座振替手数料１３万円と８

万７，０００円を追加しております。給付金の口座振替に係る経費を追加するも

のであります。 

   ２目の介護保険事業特別会計繰出金で２８節の介護サービス事業勘定特別会計

繰出金から１２１万８，０００円を減額しております。４月１日付け人事異動に

伴います人件費の減額であります。 

   同じく介護基盤緊急整備等特別対策事業補助金で１９節に３，５４０万円を追

加しております。町内の民間事業者が整備します認知症高齢者グループホーム、

定員９名、平屋建て１棟の建設に対し、支援するものであります。 

   ４目の東藻琴老人福祉センター管理運営費で１８節に管理備品１７万３，００

０円、音響機器３１万３，０００円を追加しております。使用できなくなった体

重計１台、カラオケシステム一式を更新するものであります。 

   ２項２目の乳幼児等医療費助成事業で、１３節に乳幼児等医療費審査支払委託

料５万９，０００円、２０節に乳幼児等医療費扶助、１９７万９，０００円を追

加しております。医療費の助成対象を小学６年生までとしておりましたが、  

少子化対策として対象を中学３年生まで拡大して子育て世帯の経済的負担の軽減
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を図るため、事務費及び医療費について追加するものであります。 

   同じく養育医療給付事業費で２３節に前年度養育医療給付事業負担金返還金４

８万９，０００円を追加しております。平成２５年度の事業の額の確定により精

算するものであります。 

   ４款１項１目の医療・介護従事者就業支援補助金で１９節に１００万円を追加

しております。医療・介護従事者不足の解消と定着を図るため、常勤雇用として

新たに就職する就業者の住宅準備、継続就業に対して支援するもので、今年度は

住宅準備に対する助成分を追加しております。 

   ３目の簡易水道事業特別会計繰出金で、２８節に３４４万５，０００円を追加

しております。水道管路の整備及び東藻琴地区の水源を有効活用するための事前

調査に要する経費４１０万円の追加と４月１日付け人事異動に伴います人件費の

６５万５，０００円の減額、合わせて３４４万５，０００円の追加となります。 

   同じく、廃屋等解体撤去補助金で１９節に３００万円を追加しております。 

景観や周辺への影響が懸念される廃屋等の建物の解体撤去にかかる経費に対し、

支援するものであります。 

   ４目の葬斎場・墓地維持管理費で１５節に葬斎場多目的トイレ整備工事５０１

万２，０００円を追加しております。障がいのある方に対応したトイレの整備工

事を行うものであります。 

   ２項１目の一般廃棄物最終処分場管理運営費で塵芥処理業務委託料に１４７万

円を追加しております。最終処分場をより長く使用するため、重機により埋め立

てごみの減容処理を委託するものであります。 

   ５８ページ５９ページになります。６款１項１目の農業委員会事務費で４節に

臨時職員雇用保険料１万１，０００円、臨時職員社会保険料１２万円、７節に臨

時職員賃金８０万７，０００円を追加しております。職員が長期休暇のため、臨

時職員を雇用し対処するものであります。 

   ３目の土づくり対策事業で、１９節にシストセンチュウ対策補助金１３７万円

を追加しております。じゃがいものシストセンチュウ侵入防止を図るため、   

軽減効果の高い抵抗性トマト野生種の導入に対し支援するものであります。 

   同じく農業構造改善センター管理費で１１節に修繕料６５万９，０００円を追

加しております。浴室、床面の滑り止め処理を４年半前にしておりますが、  

脂肪分や石けん等の付着により効果が薄れてきていることから、床面の滑り止め

処理を行うものであります。 

   ４目の乳製品開発研究推進事業で、１１節に消耗品８８万１，０００円、  

食糧費１万５，０００円、１２節に傷害保険料３万７，０００円、検査手数料３

４万１，０００円を追加しております。産官学の連携により、乳製品の新商品開

発研究に必要な試作品に係る消耗品、試作品の細菌検査料、会議開催に係る食糧

費、保険料について追加するものであります。 

   ７款１項１目の商工業振興一般事務費で１１節に消耗品費４万２，０００円、   

食糧費１９万５，０００円を追加しております。異業交流事業の参加者の拡大を

図る多くの方が交流できる機会にしようとするもので追加しております。 
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   同じく、住宅リフォーム促進事業補助金で１９節に１，２００万円を追加して

おります。快適な住環境の向上と地元経済の活性化を図るため、リフォームに要

する経費の一部を支援するもので４０件分を見込んでおります。 

   同じく、店舗改修事業補助金で１９節に１５０万円を追加しております。  

商店街の空洞化や商工業の活性化を図るため、店舗のリニューアルに要する経費

の一部を支援するもので、５件分を見込んでいます。 

   同じく、起業化支援事業補助金で１９節に２００万円を追加しております。   

雇用の創出や産業の活性化を図るため、町内に新たな起業、創業をする事業者に

対し経費の一部を支援するもので、２件分を見込んでおります。 

   ２目の観光振興一般事務費で１３節にキャラクター作成業務委託料１４１万５

，０００円を追加しております。オホーツク管内のゆるキャラによるオホキャラ

隊の結成などもあり出演機会も多くなっており、今回、機動的な着ぐるみを作成

しようとするものであります。 

   同じく、朝日ヶ丘公園管理費で８節にパークゴルフ大会賞品１６万円を追加し

ております。パークゴルフ大会の開催により、パークゴルフ場のＰＲをして利用

者の増加につなげようとするものであります。 

   ６０ページ、６１ページになります 

   ８款１項２目の外灯管理費で１５節に外灯設置工事８６９万２，０００円を追

加しております。外灯の新設、撤去等適正な維持管理を図るとともに、外灯の省

エネルギー化を計画的に更新していくものであります。 

   ２項に２目の町道維持補修事業で１７節に用地買収費１５０万円を追加してお

ります。中央１３線道路の拡張工事に伴う用地を確保するため購入するものであ

ります。 

   ３目の除雪センター管理事業で、１５節に除雪センター屋根塗装工事７７６万

円を追加しております。屋根の塗装がはげ、腐食が進んでいることから、施設を

長く使用するため、塗装を行うものであります。 

   また、１８節にエンジン溶接機６４万１，０００円を追加しております。   

昭和４９年の機械であり、修繕部品がなく使用に支障をきたしているため、更新

するものであります。 

   ４目の東藻琴４４号線道路整備事業で、１５節に整備工事１，５００万円を追

加しております。町営住宅の中央さくら団地の整備に関連して道路の改良舗装を

行うものであります。 

   ４項１目の下水道事業特別会計繰出金で２８節から２万４，０００円を減額し

ております。４月１日付け人事異動に伴います人件費の減額であります。 

   ５項２目の都市公園整備事業で、１５節に女満別運動公園遊具改修工事４，０

００万円を追加しております。家族で楽しめる機能的な公園とするため、計画的

な公園の改修を行うもので、本年度は遊具の改修を行ってまいります。 

   ９款１項２目の網走地区消防組合大空消防署費負担金で１９節から１，００２

万５，０００円を減額しております。人事異動に伴います人件費の減額でありま

す。 
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   １０款１項１目の教育委員会運営費で９節に費用弁償６６万５，０００円、   

２目の事務局費で９節に普通旅費１５万７，０００円を追加しております。   

教育委員会委員の研修機会の充実を図るため、追加するものであります。 

   ２目の事務局費で、１３節に清掃業務委託料４１万１，０００円、環境整備委

託料９万９，０００円を追加しております。旧豊住小学校の日常清掃業務と体育

館床面にウレタンコーテングを行う清掃業務及び校庭の芝刈り作業を行う環境整

備を委託するものであります。 

   同じく、学校教育研究会補助金で、６２ページ、６３ページになりますが、   

１９節に１１０万円を追加しております。教育活動の充実等、質の高い教育を提

供するため、教職員の研修経費について支援するものであります。 

   ２項１目の東藻琴小学校大規模改修事業で、１３節に実施設計委託料１，０７

３万６，０００円を追加しております。快適な教育環境を提供するため、老朽化

した校舎等の改修に係る実施設計を行うものであります。 

   ３項３目のスクールバス運行事業で、１４節にバス借上料２２６万８，０００

円、１８節にスクールバス２，１１２万円、２７節に自動車重量税５万円を追加

しております。５月２９日に起きましたスクールバスの火災により新たに１台購

入するための経費と納車になるまでの代替えバスの借り上げに係る経費でありま

す。新しいバスは４３人乗りの中型を予定しているところであります。 

   ４項１目の東藻琴高等学校管理費で、１５節に体育館等改修工事１，６６３万

２，０００円を追加しております。当初予算で計上している耐震補強工事に合わ

せ体育館と弓道場の外部建具及び外装などの改修を実施するものであります。 

   ５項１目の女満別幼稚園管理費で４節に嘱託教諭雇用保険料１万７，０００

円、嘱託教諭社会保険料７万８，０００円、７節に嘱託教諭賃金４９万８，００

０円、臨時教諭賃金１０５万７，０００円を追加しております。 

   職員の産前産後休暇の取得に伴いまして、現在、副担任の嘱託教諭を担任とす

るため、賃金単価が上がることから、嘱託教諭の雇用保険料、社会保険料、賃金

を増額するものと、新たに臨時教諭を雇用するための賃金を追加するものであり

ます。 

   同じく、東藻琴幼稚園管理費で１５節に保育室床改修工事５３６万８，０００

円を追加しております。床の下地が腐食し不安定な状況となっていることから、

安全な保育環境を維持するため改修するものであります。 

   ６項１目の教育文化会館整備事業補助金で１９節に４億６，１７３万３，００

０円を追加しております。耐震補強工事と老朽化した施設の全面的な改修に対

し、支援するものであります。 

   同じく、大空町１０年記念町民舞台実行委員会補助金で１９節に５５万円を追

加しております。 

   来年度、実行委員会で講演を予定しています町民舞台の準備にかかる脚本の制

作、チラシポスターの印刷等に要する経費を支援するものであります。 

   ３目の文化財管理費で８節に講師謝金１０万８，０００円、９節に旅費８万９

，０００円、１１節に食糧費５，０００円を追加しております。女満別湿生植物
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群落の現状について２年間調査を実施してまいりましたが、その結果を踏まえま

して関係機関と連携して保全策を検討するため、会議開催に伴う講師の謝金、食

糧費、打ち合わせに係る旅費を追加するものであります。 

   ６４ページ、６５ページをお開き願います。 

   ５目の生涯学習センター管理費で１１節に修繕料１７万３，０００円を追加し

ております。床暖房の制御装置が故障したため修繕するものであります。 

   ７項２目の多目的運動広場管理費で１５節にパークゴルフ場散水栓設置工事４

７万６，０００円、１８節にスプリンクラー２７万１，０００円を追加しており

ます。芝の状態を良好に保つため、散水栓を１カ所増設、スプリンクラーを３基

購入し適切な芝の生育管理を行おうとするものであります。 

   同じく、大空町Ｂ＆Ｇ海洋センター管理費で１８節に体育備品７３万５，００

０円を追加しております。体操少年団に小さな子ども達が増えてきていることか

ら、安全で利用しやすいホッピングマット、ロイター板を購入するものでありま

す。 

   １２款１項１目職員給与費ですが、全体で８４７万６，０００円を減額してお

ります。２節から１９節までそれぞれ４月１日付けの人事異動を新規採用、   

共済組合、退職手当組合の負担率の改定等による増減額で、今回整理をさせてい

ただくものであります。 

   続きまして、歳入の説明をいたしますので、５０ページ、５１ページをお開き

願います。 

   １４款２項１目１節社会福祉費補助金で臨時福祉給付金給付事務費補助金に１

３万円、子育て世帯臨時特例給付金給付事業補助金８万７，０００円を追加して

おります。両給付金の口座振替に係る経費に対して補助されるものであります。 

   同じく４節老人福祉費補助金で、地域介護・福祉空間整備交付金に３，０００

万円を追加しております。 

   町内の事業者が建設する認知症高齢者グループホームに対する国の補助金であ

ります。 

   ３目２節、中学校費補助金で、へき地児童生徒援助費補助金に２５７万円を追

加しております。スクールバス購入に対します補助金であります。 

   ４項１目１節、社会資本整備総合交付金で都市公園事業交付金に２，０００万

円を追加しております。女満別運動公園遊具改修工事に対する補助金でありま

す。 

   １５款２項２目、老人福祉費補助金で介護基盤緊急整備等特別対策事業交付金

に５４０万円を追加しております。町内の事業者が建設します認知症高齢者グル

ープホームに対する道の補助金であります。 

   １６款１項２目１節、利子及び配当金で出資配当金に３７万３，０００円を追

加しております。網走地区森林組合に出資しております出資金に対し５％の配当

があったものであります。 

   １７款１項１目１節、一般寄附金に５７万９，０００円を追加しております。 

   ６人の方からの御寄附があったものであります。 
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   １８款１項３目１節、財政調整基金繰入金に１億２，９４３万４，０００円を

追加しております。今回の財源調整のため繰り入れるものであります。 

   ４目１節、公共施設等整備基金繰入金に１億１，９５６万１，０００円を追加

しております。 

   平成２５年度国からの交付を受け基金に積み立てておりました地域の元気臨時

交付金分を、教育文化会館の耐震補強工事等、施設の全面的な改修工事に充当す

るため、繰り入れるものであります。 

   ２０款４項７目１節、雇用保険料納付金に８万円を追加しております。臨時職

員等の雇用によるものであります。 

   １０目１節、雑入で損害賠償保険金に７７万７，０００円を追加しておりま

す。道路側溝の蓋の跳ね上がりにより車両に破損を与えた賠償金にかかわる保険

給付について増額するものであります。 

２１款の町債につきましては、第２表で説明したとおりでございますので、説

明を省略させていただきます。 

   以上、補正予算の内容につきまして御説明申し上げましたので、御審議くださ

いますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

５番、品田議員。 

 

◇品田議員 ５５ページの住民活動推進事業について、備品購入費、会館低床椅子と

ありますが、この全体像といいますか、どのぐらいの個数なのか。また地区会館

はどの位の数なのか。これは多年度わたる事業なのかどうか。 

それと５７ページの医療・介護従事者就業支援補助金、政策の発生源みたいな

もの、お聞きしたいと思っております。ちょっと変わった事業かなというふうな

印象を受けておりますので、詳しく御説明をいただきたい。その２点でございま

す。 

 

◇議  長 山本住民課長。 

 

◇住民課長 ただいま御質問のありました５５ページの住民活動推進事業、地区会館

低床椅子の整備の件でございます。 

   両地域にあります全ての地区会館を対象にしております。対象地区の世帯数が

全部で１，５６６世帯ございます。そのうち約３割ほどの数を世帯に応じまし

て、低床の椅子を全ての会館に単年度で配布をするという予定をしています。 

 

◇議  長 先に答弁をもらいます。 

南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 医療・介護従事者就業支援補助金の関係で御質問がございましたが、新
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たに常勤雇用として就職する医療従事者、それから介護従事者を対象に、補助金

を交付して医療従事者、介護従事者の不足の解消及び定着を図るというのが目的

でございます。 

   対象施設としては、町内の病院、または介護福祉施設等々を対象としまして、   

対象の医療、介護の従事者の職種としましては、国家資格の方々を対象としまし

て、医学療法士、作業療法士、介護福祉士、その他国家資格でありませんけれど

も、准看護師までを対象とするというものでございます。 

   今回、提案させていただきましたのは、この補助金につきましては２つの目的

がございまして、１つは、継続就業を補助金として、１年以上継続して就業すれ

ば、条件はいろいろございますが、５年間、毎年１５万円を補助するということ

で考えております。 

   今回補正に載せましたのは、住宅準備補助金として医療、介護の従事者が本町

の対象施設において、仕事に従事するため、町内の賃貸住宅に居住した場合に、

就職前、２カ月前までに限りますけれども、限度額２０万円としまして、家賃ま

たはそれに係る運送費用を補助するということで、１回限りということで想定を

してございます。２０万円かける５人ということで１００万円の補正としてござ

います。 

   町内の医療関係者、またはそういうところから、やはり最近移り代わりが激し

いということと、新たに雇用を求めてもなかなか雇用にならないケースもあると

いうことから、新しく私どもの町に来ていただいている方々に対して、助成をす

るというようなことで要望がございましたので、提案しているとこでございま

す。 

 

◇議  長 山本住民課長。 

 

◇住民課長 答弁漏れがありました。地区会館の数ですが東藻琴が１４、女満別地区

が１２でございます。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 施設が２６ということで低床椅子は何基か。 

 

◇議  長 山本住民課長。 

 

◇住民課長 全体数が約３９０個の予定をしております。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 全部そろえるということですね。 
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◇議  長 山本住民課長。 

 

◇住民課長 本年度につきまして、全部そろえていくと考えています。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 住宅、医療従事者、就業支援金、住宅準備金ということで、要請があっ

たということですけれども、どちら側の要請があったのですか。いろいろ医療機

関、福祉施設等とありますけれども、どういった要請があったか聞きたい。 

 

◇議  長 南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 医療機関等からも要請がございましたし、この事業につきましては、美

幌町で既に平成２５年度から実施をしてございます。そういうこともありまし

て、ぜひ本町においても導入について検討いただきたいという要請がございまし

たので、今回の提案に至ったわけでございます。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 医療機関ということでございましたけれども、たまたま美幌医師会から

要請があったと、こういうことでよろしいですか。その他、福祉施設等からはそ

ういったものがあったのですか。 

 

◇議  長 南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 今回の制度につきましては、医療従事者また介護の方についても、やは

りいろんな異動があって大変というようなこともお聞きしておりましたので、私

どもの方で介護の方の施策として追加をさせて載せてございます。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。  

 

◇品田議員 女満別福祉会及び東藻琴福祉会から要望はありましたか。 

 

◇議  長 南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 直接、お話はしてございましたけれども、その前段での要望はございま

せんでした。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 
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◇品田議員 基本的にはですね、よく自治体病院ではこういった例がありますけれど

も、医療関係等、福祉関係等、薬剤という、そういった広範囲での人件費補助で

はないのですか。ちょっと異例なことであろうなという感じを思って質問をさせ

ていただいたわけでございまして、美幌町におきましてはですね、支援金は申請

時３年以上というふうな、私の大空町では５年ということですね、それと美幌町

においては２５万円を３年間、私どもでは１５万円を５年間、こういうふうな自

治体が違いますから、一緒にすることはないにしても連動してやっているという

事があれば、同じ団体からそういった要請があったというのであればですね、何

も変えることはなかったような気がするわけで、その狙いみたいなものはあるの

でしょうか。 

 

◇議  長 南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 今御質問のありましたように、美幌町においては、２５万円の３年間、

トータル７５万円、ということで私も聞いてございます。大空町におきまして

は、１５万円の５年間ということで７５万円、総トータルの助成する金額はイコ

ールと考えておりますが、やはり長くこの町に住んで医療、または介護の業務に

従事していただきたいという狙いもありまして、３年ではなくて５年にした、２

年間長くしたということで御理解いただきたいと思います。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 先程も言ったとおり、よくわかるのですけれども、隣同士で労働のマー

ケットを奪い合うようなことが果たして好ましいのかと、労働市場をかえって混

乱させないのか。また一部職員同士のですね、環境といいますか、これに当たら

ない職員も出てくるわけですね、現状の処理がそういったものの影響といいます

か、いたずらに手を突っ込みすぎて、大きな火種になるというふうなことの懸念

は考えなかったのか。 

私は積極的に両福祉会が要望したという事実は、確認がとれておりませんし、 

「うーん」というふうな感じで、この議案に思ったわけであります。苦慮してい

るのはわかりますけれども、労働のマーケットは、そういう動きというのもあり

ますしね、人材不足はここだけではない、いろんな部署の人材不足も今、当面出

てくることは、昨日の一般質問の中でも町長さんが話してくれました。それを全

部介入していくのかということになります。 

   また、看護師については、女満別中央病院等にも相当な補助金といいますか、  

看護師の雇用についても入っていったような、私はちょっと記憶しているんです

けれども、そういったことと重複しないかとか、というふうな感じを持ってます

ので、再度お願いいたします。 

 

◇議  長 南部福祉課長。 
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◇福祉課長 まず２５万円と１５万円の差ということで、私どもの年間の助成額の算

出として考えたところでありますが、１年当たりの北海道と大都市、関東の実収

入や実収入から消費支出や非消費支出の差額分をいろいろ統計調査からひもとい

たところ、北海道と関東とを比較したところですね、差額としては、月額１万３

，０００円程度の差があると、ですので１万３，０００円を１２カ月すると、年

額１５６万円になるということも想定して端数整理をさせていただきましたけれ

ども、１５万円という妥当な数字であるということの算出基礎に至ったわけです

ので、今回１５万円とさせていただいております。 

   また確定申告の際に、この受け取った金額につきましては、所得金額の中で雑

所得として扱うと、その中で雑所得であれば、５０万円までの控除があるという

ことで、その他の収入があれば、当然確定申告の必要も出てくるというようなこ

とも考慮した中で、１５万円という形の設定をさせていただいております。 

   もうひとつ、異動の場合ということで、やはりこの補助金につきましては美幌

町が先駆けて行っておりますし、その他の町村でも動きがあるように聞いており

ます。やはり要綱であれば、皆さんも飛びついてくるので、いち早く手を打って

いこうというようなこともあります。また、介護従事者や医療等々の従事者も優

秀な人材を早く確保していきたいということもありましたので、今回の提案に至

ったわけでございます。 

   女満別中央病院に出している補助金と、ここの部分での重複はありません。 

 

◇議  長 ５番、品田議員。 

 

◇品田議員 美幌地区の賃金体系と我が町の賃金体系というものは、調べられている

のでしょうか。私は、まるっきりわかりませんが、うちは平均なのか、美幌町が

多いのか、そういったことは検討、調査したことがありますか。 

 

◇議  長 南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 美幌町と大空町の賃金体系ということで、直接、私のほうでは調査して

ございません。 

 

◇議  長 平成２６年度大空町一般会計補正予算（第３号）の質疑中でありますけ

ども、ここで昼食のため休憩します。 

   再開は午後１時とします。 

 

休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 １時００分 

 

◇議   長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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   平成２６年度大空町一般会計補正予算第３号の質疑を続けます。 

   質疑はありませんか。 

 

◇議  長 ７番、齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 １点だけお聞かせ願いたいと思います。 

   ５９ページです。１番下の方にキャラクター作成業務委託料１４５万１，００

０円でありますけれども、この内容について、恐らくそらっきーのことと思うの

ですけども、それとも、改めて別に違うものを考えているのか、まずその辺につ

いて、お聞きしたい。 

 

◇議  長 秋葉産業課参事。 

 

◇産業課参事 齋藤議員の御質問にお答えしたいと思います。 

   このキャラクター作成業務委託料につきましては、現在ございますそらっきー

の着ぐるみの更新と考えてございます。作成からかなり年数が経っていること

と、一昨年、管内のオホーツクキャラ隊、オホキャラ隊というのが結成されまし

て、かなり出動回数も多くなってきております。 

   町内のイベント等でも活躍しておりますが、現行のそらっきーの着ぐるみにつ

きましては、動きにくい、通気性がない、ということもありますので、今回新規

に動きやすく、胴体が曲がったり、可動範囲が広がったりとか、通気性を良くす

るだとか、視界の確保をする、汚れにくい素材にするだとかということで、   

新たに更新をしていきたいと、また出動回数も多いということなので、２体体制

での運用も考えまして、それに合わせましてそらっきーについては、今のとこ

ろ、男の子なのか女の子なのかという人格もございませんので、そこらの人格形

成も含めて今回の予算の中でしていきたいと考えております。 

 

◇議  長 ７番、齊藤議員。 

 

◇齋藤議員 そらっきーのことですけれども、去年７月だと思いますが、議員研修の

折に、一緒に行ってくれましたけれども、その中では、札幌駅前で披露したので

すけれども、ほとんどの方は、これは何ですか、何だろうという、後ろにいた主

婦は、これは長いもですかって言われたんですよね。 

   できればジェット機らしく窓枠を付けるとか、プロペラを付けるとか、もっと

わかりやすい、目立つような、あくまでもそらっきーは大空の顔だと思いますの

で、その辺よろしくお願いします。 

 

◇議  長 秋葉産業課参事。 

 

◇産業課参事 齋藤議員がおっしゃるとおり、なかなかそらっきーを飛行機と認識し
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ていただけることが少ないことがございます。今回、新しい着ぐるみの作成に合

わせまして、着せ替え用の法被というものを作ったりということで、よりわかり

やすく、人格形成も含めて、ＰＲをしていきたいと思いますので、御理解いただ

きたいと思います。 

 

◇議  長 ９番、小島議員。  

 

◇小島議員 私は前日、ちょっと目の不調がありまして、通院をしましたので、出る

ことは叶いませんでした。途中から遅参いたしましたけれども、前置きなのです

が、私が以前から希望していた教育行政の執行方針、さらに、町長が今回政策予

算に基づく、格調高い執行方針を聞けなかったこと残念だと思ってます。ただ

し、文書では、目が悪いですが、見させていただきました。 

  評価するところがいっぱい有るなと思っておりますが、補正予算に関しては、

５９ページに、住宅リフォーム促進事業補助金、このことについて一つ、それか

ら、店舗の関係の補助金ですね、改修事業、このことについて、企業補助金も含

めてですが関連がございますので、三つともお聞かせを願いたいと思っておりま

す。 

   第１点ですが、住宅リフォーム事業については、私の年来の主張である継続が

実現されて喜ばしいことだと思っています。最大限評価をしたいと思っておりま

す。町民の間でも評価は高くなるものと思われます。 

   しかし、私がこのことについて、いつも常日頃、町長に申し上げてきたのは、   

ポイントカード事業との関係をどうするのかと、つまりですね、施工業者をポイ

ントカードの加盟店にするような方向も、検討してはどうかというようなことも

担当者との間では十分と議論をさせていただきました。今回そのことについては

一切説明がありません。それで、そのことについてどうなっているかということ

も、もう一度お聞かせを願いたいと思っています。 

   それから、２点目は、起業支援事業ですね。このことについてはすばらしいこ

とだと思っておりますが、詳しい内容が示されていないのです。私みたいな古い

議員は、通常こういう新しい事業、後程の店舗の関係の事業についてもそうです

けれども、必ず要綱が参考資料に付されております。そういう中について、どう

いう条件が付されているか、確認ができたのですよね。そういうものが、今回は

出されておりません。どういう考えなのかよくわかりませんが、もう少し詳しく

わかるように内容説明していただきたいのです。 

   特に、私が常日頃言った店舗リニューアル事業という問題についてはですね、

風の便りですけれども、中小企業振興資金の設備資金と一緒には使えないという

話もちょっと漏れ聞いています。そんなことで、たった１５０万円しか付けてお

りませんから、簡単に言うとですね、住宅リフォーム事業と同じレベルなんです

よ。店舗の事業というのは、リニューアルしようと思ったら、そんな金額ではで

きないんですよ。本当にちょっとしたところの修繕みたいなことしかなりませ

ん。 
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   その辺で、せっかく私が提案して、町長が受け入れてくれたのですが、その辺

の中身がね、いまいち良くわかりません。この辺について説明を求めたいと思い

ます。 

   よろしくお願いします。以上３点です。 

 

◇議  長 秋葉産業課参事。 

 

◇産業課参事 小島議員の御質問に御答弁をさせていただきたいと思います。 

まず１点目の住宅リフォームで施工業者のポイントカード会への加盟について

でございますが、内部協議をいたしまして、先日、商工会の会長、副会長と協議

をさせていただきました。 

   住宅リフォームにつきましては、施工業者の縛りといたしまして、大空町の商

工会であることという縛りをさせていただいております。その中で内部議論もい

たしましてポイントカード会への加盟ということも、議論をいたしましたが、要

綱の中でそこまで制約することは難しいだろうということで、今議会で補正が可

決いただいた後、対象業者、施工業者を集めまして、今回の３案件について、説

明会をする予定でございます。 

   商工会との協議の中でも、その中でポイントカード会の加盟の依頼というか、

協力依頼を説明会の中で、各事業所にしていこうということで、共通認識に立っ

ておりますので、その部分について鋭意努力をしながら、ポイント発行について

も、協力を依頼していきたいというふうに考えてございます。 

   ２点目の起業化支援事業補助金についてでございますが、起業化支援事業につ

きましては、商工会の高齢化や後継者不足からくる空洞化しつつある商店街の活

性化を中心に、町内において様々な起業が円滑に行えるように、起業等にかかる

費用の一部を町が支援しながら、良好な経済活動を促すことを目的に今回の制度

設計をいたしまして、本定例会に補正予算として提案をさせていただいていると

ころでございます。 

   内容につきましては、起業、創業に係る事業拠点経費、宣伝広告経費、法人登

記に係る経費の２分の１、上限は１００万円となっておりますが、補助をしてい

こうということでございます。 

   対象事業につきましては、農林水産業、医療福祉、風俗営業等を除くもので町

内において、主たる事業所をおいて、新規に事業を開始するものであります。 

   起業創業後、６カ月という商工会の内規がございますが、企業創業後に大空町

商工会に加盟していただくこと、町税等の滞納がないこととしてございます。 

   また企業振興促進条例、大規模な企業誘致にかかわる部分の企業振興促進条例

で支援対象になるものについては、対象外ということで考えてございます。 

   なお、中小企業振興資金等の併用につきましては、本要綱による支援は、先程

申し上げましたとおり、事業拠点経費、宣伝広告経費、法人登記と使途を限定し

ておりますことから、同一使途で借入れする場合は、精査の上、補助対象から除

くものといたしたいと思っております。 
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   この支援制度によりまして、町内で様々な起業がされることで雇用の場の創出

につながるということで考えてございますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

   ３点目の店舗改修事業についてでございますが、店舗改修事業の補助金につき

ましては、先程議員がおっしゃったとおり、平成２３年度から平成２５年度に実

施しました住宅リフォーム促進事業、今定例会で提案をさせていただいてござい

ますが、その中では店舗の改修は対象外となっておりました。多くの御意見をい

ただきながら、内部検討しまして、ニーズがあるものという判断をし、制度設計

を新たにいたしまして、本定例会に提案をさせていただいているところでござい

ます。 

   内容的には、住宅リフォーム事業の店舗版ということでございますが、補助率

は、住宅リフォームと同じで３分の１、補助上限につきましては、３０万円とな

っております。 

   また、住宅リフォーム等の併用も可能としまして、従来、店舗併用住宅の部分

については、店舗部分を除くということでございますが、今回住宅リフォームと

の併用も可能としまして、店舗併用住宅の改修の場合につきましては、店舗部

分、居住部分ということでダブルで支援をしていこうということで考えてござい

ます。 

   また中小企業振興資金の部分、御指摘がございました設備資金との併用につい

てでございます。借入金以外を補助対象経費としていきたいと考えてございま

す。例えば総額で３００万円の改修費用がかかるという場合については、２１０

万円借り入れいただき、９０万円、マックスの３０万円の補助金を受ける場合は

９０万円以上でございますので、９０万円の３分の１、３０万円ということで考

えております。 

   他の支援制度におきましても、他資金の部分については補助対象経費から除外

しておりますので、この店舗改修事業につきましても、中小企業振興資金の設備

資金等の併用につきましては、補助対象の経費から除外していきたいというふう

に考えています。以上でございます。 

 

◇議  長 ９番、小島議員。  

 

◇小島議員 ちょっと私の聞き方が悪いのか、特に３番目のことでございますけれど

も、全体につながっている問題ですから合わせて申し上げますが、中小企業設備

資金を使えないというふうに断言をされたのでしょうか、そういうことではない

と思って聞いていたのですが、どうもよく聞き取れませんのでもう一度説明をお

願いします。 

   他のことについても同様のことが言えます。私が最初に聞きました、何故要綱

を新規事業につきましては、参考資料に付さないのかという回答はございませ

ん。これは担当課の問題でなくて、総務課の問題であるのかよくわかりません。   

町長の判断なのかそれもわかりません。合わせてお答え願いたいと思います。 
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◇議  長 秋葉産業課参事。  

 

◇産業課参事 まず、店舗改修事業の中小企業振興資金等の併用についてでございま

すが、併用できないということではございません。中小企業振興資金等の借り入

れ部分についての補助対象とはしないということでありまして、併用していただ

いて不足分の借り入れをしていただいても構いません。ただ、借り入れた分に対

して補助金を充当するということなりますと、町の支援の公金投入が重複という

形になりますので、その部分については、積算から外していただくというような

ことで御理解をいただきたいと思います。 

   また、新規制度３本の要綱を議会の参考資料に載せていないという部分につき

ましては、他制度も同じでございますが、各常任委員会の方で説明をしてござい

ますので、今回の提案説明、予算参考資料の方にも載っていないということで、

御理解をいただきたいと思います。 

 

◇議  長 ９番、小島議員。 

 

◇小島議員 中小企業設備資金、そのことについては、重複がない限り可能だという

こと、確認させていただきましたので、そのように進めていただきたいと思いま

す。 

   ただ、先程説明があった要綱ですね、参考資料として提出するということを、

それぞれの所管の委員会で説明したからいいということではだめなんですよ。あ

くまでも私どもの議会は、委員会を重視してまいりましたけれども、活動を、内

容を微に入り細に渡って精査するという意味で、委員会活動を一生懸命やること

になってまいりましたけど、基本は本会議中心主義でございます。 

   ですから、他の委員会のことがわからないのでしょうがないという問題ではな

くて、あるいは資料を見ればわかるだろうという問題ではなくて、提案された補

正予算については、参考資料が付されるのが適当と思われます。 

   このことについては、担当課に聞いてもしょうがないので、町長まで手をわず

らわせなくてもいいのですから、副町長どうですか。どういう考えを持っていま

すか。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 ただいまの参考資料の件でございますけれども、先程説明したとおり、

新規の事業については、常任委員会等々で説明をさせていただいて、特に補正の

ときに資料を付けてございませんでした。そのことについて、どう考えるかとい

うことでございますけれども、議会側として、また、それを御覧になる町民の方

もいらっしゃるかと思いますので、その辺については、議会等とも、その資料の

添付の仕方については、検討させていただきたいというふうに思っております。 

   合わせて、この議会が終わりましたら、大至急その辺は協議をさせていただけ
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るというふうに思っておりますので、どうぞよろしく御願いいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私からも一言お話を申し上げておきたいと思います。 

従来でありますと、こういったものは当初予算に計上されているのが通例かと

思います。そんなときには予算審査特別委員会というものが例年設置されまし

て、その中で各議員が様々な予算の内容について御質疑をいただいて、新年度が

スタートするということになっております。４年に一度、このような骨格予算

を、さらに６月に政策予算を含めてということで新たな提案がこういった時期に

なされるということであります。 

   このとき、今回でいいますと非常に新しいいろいろな考え方を提案させていた

だいておりますが、従来、新年度の予算のときと違いまして、特別委員会の設置

というような形にはなっておりませんでした。ですので、今回は、従来を踏襲し

たような形で常任委員会に諮るということでのみ、お諮りをしてきた経過にあり

ます。このことが十分皆様に御理解をいただけているかどうかというところで私

自身も少し不安に思っているところがございました。 

   今回、御指摘をいただいたことについて、そのほかの議員の皆さん方の考えな

どもいただいて、私ども提案をする側と皆様方と協議を少しこの議会の後、   

させていただきたいと、そのように思ってございます。 

   その中で、また、しかるべきるルールというか、説明のあり方というものにつ

いて一つ一つ研究をしながら積み重ねてより良いものにしていきたいと思ってお

りますので、御理解を賜りたいと思います。 

 

◇議  長 ９番、小島議員。  

 

◇小島議員 町長まで御答弁いただきました。私はそれで結構だと思っています。 

   ただし、再度確認を申し上げますが、私どものような小規模議会は本会議中心

主義ですから、この原則をお忘れなく、このことだけ申し添えておきます。   

以上です。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 かねてから小島議員からは、そういう御発言をいただいておりますし、

私自身も、そのように思っております。 

   前段、議員協議会、常任委員会、様々な協議の場、情報の提供の場はあります

けれども、最終的に御質疑をいただきながら御決定をいただく、そこは本会議の

場であろうと、そのことは、私も十分理解をしながら、常任委員会、協議会など

にも当たらせていただいているつもりでございます。 

   今、言われましたことについてもしっかりと受け止めながら対処してまいりた
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いと思います。 

 

◇議  長 他に質疑ありませんか。 

   ６番、松田議員。    

 

◇松田議員 ６１ページ、外灯管理費ですけども、これについては、新しく設置工事

や照明球の切り替えと、私聞き及んだのですけれども、私はこの外灯の部分につ

いては、防犯それから省エネについても、そういう観点からも大切なことだろう

なと思って質問したいのですけれども、新しく設置する予定があるのであればど

こら辺のことを、どれぐらいの規模を考えていらっしゃるのか。 

それと省エネルギーの球の交換ですけども、現時点で町で所有している外灯の

何％位、進捗状況ですね、そしてまた合わせて効果は、現時点で把握できる限り

でいいですけれども、どれ位の効果があるのか。そして今後の計画の見通しを聞

かせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 田端建設課長。 

 

◇建設課長 今回の外灯設置工事の補正額で８６９万２，０００円の内訳でございま

すけれども、まず東藻琴地区におきます外灯の新設と撤去が３カ所ずつで予定し

ております。それ以外が今回、外灯につきましてはＬＥＤ化を予定しておりま

す。 

   大空町の現状でございますけれども、現在１，０７９本の外灯がございまし

て、平成２２年に２３４本の外灯を省電力外灯、エバーライトに替えてございま

す。比率につきましては２１．７％でございます。 

   それ以降、現在までＬＥＤ化を実施してまいりませんでしたが、今回から計画

的に外灯については省エネルギー化をして、ＣＯ２の削減、電力の削減を行って

いきたいというふうに思っております。 

   本年度８００万円のＬＥＤ化を予定しておりますけれども、５０本程度を予定

しております。女満別地区、東藻琴地区でそれぞれ、詳細な本数はでてきません

けれども、それぞれで５０本の更新を考えております。 

   現状のエバーライトにすれば、どの位の効果があるかということでございます

けれども、理論値でございますが、既存の１００Ｗランプの外灯でございますけ

れども、年間に９，６００円程度の電気料が掛って、平成２２年に替えましたエ

バーライトとでございますけれども、年間に３，４８５円ということで、約６０

％以上の消費電力の節減ができると、そのほかに水銀の電燈になりますと、使用

時間が、理論値でございますけれども、１万２，０００時間でございます。  

それがエバーライトとなりますと、６万時間ということで寿命が伸びるという、   

その分交換の費用もかからないということでございます。 

   ＬＥＤにつきましても同額の６万時間ということで今のところ予定してござい

ます。 
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◇議  長 ６番、松田議員。 

 

◇松田議員 今後の計画の予定がありましたら、よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 田端建設課長。 

 

◇建設課長 これから大体年間８００万円程度をかけまして、ＬＥＤ化を進めていき

たいというふうに思っております。 

   今のところ５年間の予定でございますけれども、それで終わらなければ、   

継続してＬＥＤ化を進めていきたいというふうに考えております。 

 

◇議  長 ６番、松田議員。 

 

◇松田議員 やっぱり省エネルギー、それから防犯、そういう観点から継続して事業

を進めていただきたいと思います。終わります。 

 

◇議  長 ほかに質疑ありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第３６号 平成２６年度大空町一般会計補正予算（第３号）を採

決します。 

   お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３６号 平成２６年度大空町一般会計補正予算（第３号）

は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１３ 議案第３７号 

◇議  長 日程第１３ 議案第３７号 平成２６年度大空町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

 南部福祉課長。 
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◇福祉課長 議案書７１ページです。 

   「議案第３７号 平成２６年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算   

（第１号） 

   平成２６年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

   歳入歳出予算の補正 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，

８８３万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億６５４万

３，０００円とする。 

   ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

 ７３ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございま

す。 

   １款国民健康保険税に２，１５８万５，０００円を追加、２款国庫支出金から  

６，１２２万円を減額、３款療養給付費療養給付費交付金から５５万９，０００

円を減額、４款前期高齢者交付金から、１２万２，０００円を減額、５款道支出

金から２３４万５，０００円を減額、８款繰入金に２，３８２万８，０００円を

追加しまして、歳入合計１，８８３万３，０００円を減額して、１１億６５４万

３，０００円とするものでございます。 

   ７４ページの歳出でございます。１款総務費に１０８万１，０００円を追加、  

２款保険給付費から１，９９８万７，０００円を減額、３款後期高齢者支援金等

に６万３，０００円を追加、４款前期高齢者納付金等に１万円を追加、歳出合計

は１，８８３万３，０００円を減額し、歳入合計と同額にするものでございま

す。 

   次に、歳入歳出予算事項別明細書の説明を申し上げます。まず歳出より御説明

申し上げますので、８０ページ、８１ページをお開きください。１款１項１目４

節の共済費の嘱託職員社会保険料に９，０００円の追加でございます。社会保険

料、標準報酬月額の階層区分の異動に伴い追加をするものでございます。 

   １３節委託料、ここに国保システム改修委託料として１０７万２，０００円の

追加でございます。５月２０日開催の臨時会において専決処分の承認をいただき

ました軽減基準額の改正に伴う電算システムの改修に要する費用を追加するもの

でございます。 

   ２款１項１目１９節負担金補助及び交付金の一般被保険者療養給付費から１，

９９８万７，０００円の減額でございます。平成２５年度の療養諸費の支出額が

確定したことから、再算定を行い、過去５年間の療養諸費支出額と被保険者の件

数を勘案し、減額するものでございます。 

   ３款１項１目１９節負担金補助及び交付金の後期高齢者支援金に６万３，００

０円を追加。 

続いて８２ページ、８３ページ、４款１項１目１９節負担金補助及び交付金の

前期高齢者納付金に１万円の追加でございます。いずれも額の確定に基づき追加
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をするものでございます。 

   財源内訳の変更につきましては、国の調整交付金が減額となる見込みのため、

特定財源の国庫支出金を減額、また、社会保険料を診療報酬支払基金からの交付

金の減額も伴いますので、その財源を減額し、一般財源に追加をするものでござ

います。 

   続きまして、歳入の説明を申し上げますので７８ページ、７９ページをお開き

ください。 

   １款１項１目１節、医療給付費現年課税分に１，３９０万７，０００円、  

２節介護納付金現年課税分に１４２万２，０００円、３節後期高齢者支援金現年

課税分に６４０万６，０００円を追加し、２目１節医療給付費現年課税分から１

４万円を減額、２節介護納付金現年課税分に２万４，０００円を追加、３節後期

高齢者支援金現年課税分から３万４，０００円の減額でございます。本年４月１

日現在の国民健康保険加入者をもとに、最新の住民税と固定資産税の情報により

試算し、さらに、軽減基準額の改正及び先程議案第３３号で承認をいただきまし

た限度額の改正により試算した結果に基づき、追加または減額をするものでござ

います。 

   続きまして、２款１項１目１節の療養給付費負担金、現年度分から６３５万４

，０００円と介護納付金負担金現年度分から２万７，０００円を減額し、後期高

齢者支援金負担金現年度分に１７万７，０００円の追加でございます。歳出にお

いて、一般被保険者療養給付費を減額したことと、介護納付金及び後期高齢者支

援金の額が確定したことに伴い、国庫負担金の対象額が変更となることから、減

額または追加をするものでございます。 

   ２項１目１節の普通調整交付金から４，３２１万１，０００円、特別調整交付

金から１，１８０万５，０００円の減額でございます。所得が確定し試算した結

果、国からの交付金が全額を見込めないことから、減額するものでございます。 

   ３款１項１目１節の現年度療養給付費交付金から５５万９，０００円の減額で

ございます。退職者被保険者の後期高齢者の額の確定に伴い減額をするものでご

ざいます。 

   ４款１項１目１節前期高齢者交付金から１２万２，０００円の減額でございま

す。交付金の額の確定により減額をするものでございます。 

   ５款２項１目１節普通調整交付金から１１６万３，０００円、特別調整交付金

から１１８万２，０００円の減額でございます。歳出において、一般被保険者療

養給付費を減額したことに伴い減額をするものでございます。 

   ８款１項１目１節一般会計繰入金に２，３８２万８，０００円の追加でござい

ます。国の調整交付金が減額となる見込みであり、減額される交付金額の半分以

内に相当する額を一般会計から法定外繰り入れとして不足する財源を補填するた

めに追加をするものでございます。 

   以上、補正予算内容について御説明申し上げました。よろしく御審議ください

ますようお願いいたします。 
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◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第３７号 平成２６年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）を採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３７号 平成２６年度大空町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１４ 議案第３８号 

◇議  長 日程第１４ 議案第３８号 平成２６年度大空町介護サービス事業勘定

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 「議案第３８号 平成２６年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補

正予算（第１号） 

   平成２６年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。 

   歳入歳出予算の補正 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１２

１万８，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７８３万８，０００

円とする。 

   第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

 ８７ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正 歳入でございま

す。２款繰入金から１２１万８，０００円を減額しまして、歳入合計は１２１万

８，０００円を減額し、７８３万８，０００円とするものです。 

   ８８ページ、歳出でございます。１款サービス事業費から１２１万８，０００

円を減額しまして、歳出合計は、１２１万８，０００円を減額し、歳入合計と同
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額にするものです。 

   次に、歳入歳出予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より御説明申し

上げますので、９４ページ、９５ページをお開きください。 

   １款１項１目２節の一般職給から４１万９，０００円を減額、３節職員手当

等、一般職員の手当、扶養手当、期末勤勉手当、寒冷地手当、時間外手当、  

通勤手当、住居手当、児童手当、休日勤務手当等、一般職員の手当、４９万２，

０００円を減額、４節共済費、地方公務員共済組合負担金及び共済組合追加費用

負担金としまして、総額１６万８，０００円を減額、１９節負担金補助及び交付

金の退職手当組合負担金から１４万円の減額でございます。全体として１２１万

８，０００円の減額でございます。本年４月１日付け人事異動に伴う職員給与の

減額をするものでございます。 

   続きまして、歳入の説明を申し上げますので、９２ページ、９３ページをお開

きください。 

２款１項１目１節の一般会計繰入金から１２１万８，０００円の減額でござい

ます。歳出が減額となり、財源調整のため減額をするものでございます。 

   以上、補正予算内容について御説明申し上げました。よろしく御審議ください

ますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

             （「なし」の声あり）     

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第３８号 平成２６年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補

正予算（第１号）を採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３８号 平成２６年度大空町介護サービス事業勘定特別会

計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

 

    ◎日程第１５ 議案第３９号 

◇議  長 日程第１５ 議案第３９号 平成２６年度大空町簡易水道事業特別会計
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補正予算（第１号）を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   田端建設課長。 

 

◇建設課長 それでは、議案書９９ページをお開きください。 

   「議案第３９号 平成２６年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１ 

号） 

   平成２６年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

   歳入歳出予算の補正 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，５

６４万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億９１万９，０

００円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   地方債の補正 第２条 地方債の追加及び変更は、「第２表 地方債補正」に

よる。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

   議案書１０１ページをお開きください。第１表 歳入であります。 

   ３款繰入金に３４４万５，０００円を追加、６款町債に７，２２０万円を追加

し、歳入合計７，５６４万５，０００円を追加し、歳入合計４億９１万９，００

０円とするものであります。 

   議案書１０２ページをお開きください。歳出であります。 

   １款総務費に７，５６４万５，０００円を追加し、歳入合計は７，５６４万５

，０００円を追加し、歳入合計と同額とするものでございます。 

   １０３ページをお開きください。第２表 地方債補正、１追加であります。 

   起債の目的 東藻琴地区簡易水道事業債 限度額３，１６０万円 起債の方法

普通貸借 利率５．０％以内 償還方法は５０年以内償還でございます。 

   東藻琴地区の水道管路整備工事実施に係る起債の借り入れでございます。 

   町道４４号線改良、それから低区配水池から東藻琴配水地の導水管整備の事業

でございます。失礼いたしました。償還の方法は、３０年以内償還でございま

す。 

   続きまして、起債の目的 水道台帳整備事業債 限度額 ３，４００万円   

起債の方法 普通賃貸 利率５．０％以内 償還の方法 １２年以内償還    

水道台帳整備事業実施に係る起債の借り入れでございます。 

   ２変更であります。起債の目的 女満別本町地区簡易水道事業債 限度額を６

６０万円追加し、１，６２０万円に変更するものであります。 

   起債の方法、利率、償還の方法につきましては、変更ございません。昭和導水

ポンプ場導水ポンプの更新工事実施に係る起債の借り入れでございます。 

   次に歳入歳出予算事項別明細書の御説明を申し上げます。先に歳出から御説明

申し上げますので、１１０ページ、１１１ページをお開きください。 
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   １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、２節給料から１９節負担金補

助及び交付金までの補正額につきましては、４月１日付けで人事異動に伴う職員

の給与、手当及び負担金の増減でございます。 

   １款２項施設管理費、１目施設管理費、１３節委託料に水道台帳整備委託料と

して３，４００万円を追加しております。紙ベースで管理しておりました水道管

理につきまして、電子データ化し、下水道の管理データと一体管理を行うための

委託料の追加でございます。 

   １款２項２目建設改良費、女満別本町地区簡易水道整備事業、１５節工事請負

費、水道施設建設工事に６７０万円を追加しております。起債の補正でも御説明

いたしましたが、昭和導水ポンプ場の導水ポンプ更新を予定してございます。 

   東藻琴地区簡易水道整備事業、１３節委託料、調査測量設計委託料に２００万

円を追加しております。東藻琴水源地から女満別地区へ給水を行うため、水源の

基本調査に係る委託料でございます。 

   １５節、工事請負費に水道管路整備工事として、３，３６０万円を追加してお

ります。説明は起債のところで御説明したとおりでございます。 

   続きまして歳入を御説明いたしますので、各１０８ページ、１０９ページをお

開きください。 

   ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金に３４４万５，０００

円の追加であります。財源調整のために、一般会計から繰り入れするものでござ

います。 

   ６款町債、１項町債、１目簡易水道事業債に７，２２０万円を追加しておりま

す。詳細につきましては、「第２表 地方債補正」で御説明いたしましたので、

省略をいたします。 

   以上で、平成２６年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）の御説

明を終わりますので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第３９号、平成２６年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算   

（第１号）を採決します。 

   お諮りします。 
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   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３９号 平成２６年度大空町簡易水道事業特別会計補正予

算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第４０号 

◇議  長 日程第１６ 議案第４０号 平成２６年度大空町下水道事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   田端建設課長。 

 

◇建設課長 それでは議案書の１１５ページをお開きください。 

   「議案第４０号 平成２６年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

   平成２６年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

   歳入歳出予算の補正 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２万４

，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億１，１２２万１，００

０円とする。 

   第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   平成２６年６月２３日提出 大空町長 山下英二」 

   議案書１１７ページをお開きください。第１表 歳入でございます。 

   ５款繰入金から２万４，０００円を減額し、歳入合計は、４億１，１２２万１

，０００円とするものでございます。 

   議案書１１８ページをお開きください。歳出でございます。 

   １款総務費から２万４，０００円を減額し、歳出総額を４億１，１２２万１，

０００円とし、歳入合計と同額とするものでございます。 

   次に、歳入歳出予算事項別明細書から御説明申し上げます。 

   １２４、１２５ページをお開きください。先に歳出から御説明いたします。 

   １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、３節職員手当等から１９節負

担金補助及び交付金までの補正額につきましては、４月１日付け人事異動に伴う

職員の給与、手当及び負担金の増減でございます。 

   続きまして、歳入を御説明申し上げますので、１２２、１２３ページをお開き

ください。 

   ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金

から２万４，０００円の減額でございます。歳出で減額となったものについて、

一般会計繰入金の減額をするものでございます。 

   以上で、平成２６年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第１号）の御説明

を終わりますので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 
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◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第４０号 平成２６年度大空町下水道事業特別会計補正予算  

（第１号）を採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第４０号 平成２６年度大空町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休 憩 午後 １時５６分 

再 開 午後 ２時０６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

    ◎日程第１７ 農業委員会委員の推薦について  

◇議  長 日程第１７ 農業委員会委員の推薦についてを議題とします。 

   大空町長から、平成２６年６月５日付けで、本年７月１９日に任期満了となる

大空町農業委員会委員について、農業委員会等に関する法律第１２条第２項の規

定に基づき、大空町議会へ農業委員会委員の推薦依頼がありました。 

   お諮りします。 

   議会が推薦する農業委員会の委員は２人とし、推薦の方法につきましては、指

名推選の方法によりたいと思います。 

   これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 御異議なしと認めます。 

   よって、議会において推薦する農業委員会の委員は２人とし、推薦の方法は指

名推選にすることに決しました。 

   お諮りします。 

   指名推選の方法は、議長において指名することにしたいと思います。 
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   これに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 御異議なしと認めます。 

   よって、指名推選の方法は、議長において指名することに決しました。 

   暫時休憩します。 

 

休 憩 午後 ２時０７分 

再 開 午後 ２時０８分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   議会において推薦する農業委員会の委員に、ただいまお手元に配付しました 

   推薦書のとおり、岡内祐一氏並びに丹羽真治氏を推薦したいと思います。 

   お諮りします。 

   議会において推薦する農業委員会の委員に岡内祐一氏、並びに丹羽真治氏を推

薦することに御異議ありませんか。 

               （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 御異議なしと認めます、よって議会において推薦する農業委員会の委員

に岡内祐一氏並びに丹羽真治氏を推薦することに決しました。 

    

    ◎日程第１８ 発議第１２号 

◇議  長 日程第１８ 発議第１２号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規

約の変更についてを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   ８番、松岡克美議員。 

 

◇松岡議員 「発議第１２号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更に

ついて 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり

提出する。 

   平成２６年６月２４日提出 提案者 大空町議会議員 松岡克美、松田信行」

の両議員であります。 

   この規約の変更については、上川中部消防組合及び伊達・壮瞥学校給食組合か

ら、解散脱退の届出がなされ、新たに道央廃棄物処理組合が北海道町村議会議員

公務災害補償等組合に加入することになり、組合規約の変更が必要となったもの

であります。 

   参考資料で御説明申し上げます。１ページをお開きください。 

   北海道町村議会議員公務災害補償等組合は、北海道町村議会議員に対する公務

災害補償等に関する事務を共同処理するために設立された一部事務組合でありま

す。 

   新旧対照表の別表第１の上川中部消防組合及び伊達・壮瞥学校給食組合を削
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り、北空知圏学校給食組合の次に、道央廃棄物処理組合を追加し、変更するもの

であります。附則としましてこの規約は、地方自治法第２８６条第１項の規定に

よる総務大臣の認可の日から施行することとなっております。 

   以上、説明申し上げましたが、よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   それで、討論を終わります。 

   これから発議第１２号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更に

ついてを採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１２号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変

更については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１９ 発議第１３号 

◇議  長 日程第１９ 発議第１３号 「手話言語法（仮称）」の制定を求める要

望意見書を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   ６番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 議案書７ページを御覧いただきたいと思います。 

   「発議第１３号 「手話言語法（仮称）」制定を求める要望意見書について 

   大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出します。 

   平成２６年６月２４日提出 提案者 大空町議会議員 松田信行、沢出好雄、

後藤幸太郎、小島一弘、上地史隆」の各議員でございます。 

   ９ページでございます。 

   以下、朗読をもって説明にかえさせていただきます。 

   手話とは、日本語を音声ではなく、手指や体の動き、表情を使う独自の語彙

や、文法体系を持つ言語である。 
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「音声が聞こえない」「音声で話すことができない」など、聴覚障がい者にとっ

て日常生活や社会生活を営む上で、手話は大切な情報獲得とコミュニケーション

の手段である。しかしながら、我が国で手話は日本語の習得を妨げるものと誤解

され、多くの学校で手話を使うことが制限されてきた長い歴史があった。 

国連総会において、平成１８年１２月に採択された「障害者権利条約」の第２

条に、「言語とは、音声言語及び手話その他の形態の非音声言語をいう。」と定

義され、手話が言語に含まれることが明記された。我が国は、平成１９年９月に

この条約に署名したものの、権利条約批准に当たり必要な国内法の整備が必要な

ため、平成２３年７月、障害者基本法改正し、手話が言語であることを明確に位

置付けた。 

しかし、この規定だけでは音声言語中心の社会から、ろう者が暮らしやすい社

会へと変革する推進力としては不十分であり、権利条約で「言語」に関連して置

かれているさまざまな規定に対応し、手話言語に関する「手話を獲得する」「手

話で遊ぶ」などの権利を保障するためには、専門法である「手話言語法」の制定

が必要である。 

   よって、国においては、「手話言語法（仮称）」を制定するよう強く求める。 

   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

   平成２６年６月２４日 大空町議会議長 近藤哲雄  

提出先は衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、厚生労働大

臣宛てでございます。 

   以上、説明とさせていただきますので、よろしく御審議くださいますようお願

いします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

             （「なし」の声あり）  

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから発議第１３号 「手話言語法（仮称）」の制定を求める要望意見書を

採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１３号 「手話言語法（仮称）」の制定を求める要望意見
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書は、原案のとおり可決されました。 

  

◎日程第２０ 発議第１４号 

◇議  長 日程第２０ 発議第１４号 住民の安全・安心を支える「国の出先機関

」の拡充を求め、「公務の民営化・独立行政法人化・業務委託化」に反対する要

望意見書を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   ６番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 議案書の１１ページを御覧いただきたいと思います。 

   「発議第１４号 住民の安全・安心を支える「国の出先機関」の拡充を求め、

「公務の民営化・独立行政法人化・業務委託化」に反対する要望意見書 

   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提

出します。 

   平成２６年６月２４日提出 提案者 大空町議会議員 松田信行、沢出好雄、

後藤幸太郎、小島一弘、上地史隆」の各議員でございます。 

   １３ページでございます。 

   以下朗読をもって説明にかえさせていただきます。 

   東日本大震災をはじめ、未曾有の災害が相次ぐ中、国民の命と暮らしを守るた

めには、国の役割が益々重要となっており、国家・地方を問わず公務員の果たす

べき役割は拡大している。 

   しかし、日本の公務員数は、先進諸国と比較して著しく低い水準であり、公務

職場は慢性的な人員不足で行政サービスに支障をきたしている。ＪＲ北海道のト

ラブルが象徴するように、民営・業務委託化による弊害は多く、安全・安心にか

かわることは国の責任で行うことが不可欠であり、「国の出先機関」を撤退、縮

小させるのではなく、全国各地に存在することが欠かせない。 

北海道には航空管制部、開発局、税務署をはじめとする国の出先機関が各地に

存在し、住民の安全と安心を支えている。また、国立大学、日本年金機構といっ

た、公務関連の法人も多数存在し地域の福祉と教育を支えている。 

しかし、人口減少や相次ぐ定員削減の影響を受けて、国の出先機関は撤退・縮

小の傾向にあり、北海道の広大な面積、降雪寒冷地であるなどの地理的特殊性を

踏まえると、安易な撤退・縮小は容認できるものではない。さらに、現在国が行

っている行政サービスについて、民営化、独立行政法人化、業務委託化すると、

責任の所在が曖昧になるとともに、営利目的となり、利潤が出なければ廃止、地

域からの撤退が加速することになりかねない。 

よって、国による行政サービス維持の観点から次の事項の実現を要望する。 

   １ 国の出先機関改革にあたっては、廃止、地方移管を前提としないこと。 

２ 住民の安全・安心を支える行政サービスの拡充をはかるため必要な人員を

確保すること。 

   ３ 現在国で行われている業務について、拙速な民営化、独立行政法人化、業
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務委託化をすすめないこと。 

以上、 地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

   平成２６年６月２４日 大空町議会議長 近藤哲雄  

提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣宛て

でございます。 

   以上、説明とさせていただきますので、よろしく御審議ください。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから発議第１４号 住民の安全・安心を支える「国の出先機関」の拡充を

求め、「公務の民営化・独立行政法人化・業務委託化」に反対する要望意見書を

採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１４号 住民の安全・安心を支える「国の出先機関」の拡

充を求め、「公務の民営化・独立行政法人化・業務委託化」に反対する要望意見

書は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２１ 発議第１５号 

◇議  長 日程第２１ 発議第１５号 規制改革会議意見書の取扱いに関する要望

意見書を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   ７番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 「発議第１５号 規制改革会議意見書の取扱いに関する要望意見書 

このことについて大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出

します。 

   平成２６年６月２４日提出 提案者 大空町議会議員 齋藤宏司、原本哲己、

深川曻、松岡克美、品田好博、田中裕之」の各議員でございます。 

   １７ページを御覧ください。以下朗読をもって説明にかえさせていただきま
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す。 

   ５月２２日に、政府の規制改革会議は「農業改革に関する意見」を発表した

が、その後、与党との協議を踏まえ、６月１３日に最終的なとりまとめが行わ

れ、「農林水産業・地域の活力創造プラン」の改訂に反映させる予定となってい

る。 

   今回の意見書に盛り込まれた農業委員会制度の見直しや農業生産法人の大幅な

要件緩和等は、地域農業の姿を大きく変容させるとともに、農業協同組合制度の

見直しについては、ＪＡグループを事実上解体に追い込む内容であり、農業者、  

地域住民、国民生活に重大な支障をきたすことが懸念される。 

   ついては、規制改革会議意見書の「農林水産業・地域の活力創造プラン」改訂

への反映にあたり、次の事項を要望する。 

   「農林水産業・地域の活力創造プラン」改訂にあたっては、真に農業者の所得

向上・地域生活インフラの維持向上・国民に対する食糧供給の安定確保・農地の

適正利用に資する観点から規制改革会議の意見書を取り扱うこと。 

   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

平成２６年６月２４日、大空町議会議長 近藤哲雄  

提出先は、内閣総理大臣、農林水産大臣宛てでございます。 

   以上、説明させていただきましたので、よろしく御審議くださいますようお願

いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから発議第１５号 規制改革会議意見書の取扱いに関する要望意見書を採

決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１５号 規制改革会議意見書の取扱いに関する要望意見書

は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第２２ 発議第１６号 

◇議  長 日程第２２ 発議第１６号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の

拡充に関する要望意見書を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   ６番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 議案書１９ページを御覧いただきたいと思います。 

   「発議第１６号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する要望

意見書  

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提

出します。 

   平成２６年６月２４日提出 提案者 大空町議会議員 松田信行、沢出好雄、

後藤幸太郎、小島一弘、上地史隆」の各議員でございます。 

   ２１ページでございます。以下、朗読をもって説明にかえさせていただきま

す。 

   我が国においてウイルス性肝炎、Ｂ型・Ｃ型肝炎の患者が合計３５０万人以上

とされるほど蔓延しているのは、国の責めに帰すべき事由によるものであるとい

うことは、肝炎対策基本法などでも確認されているところであり、国の法的責任

は明確になっている。 

   ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、現在、肝炎治療特別促進事業とし

て実施されているが、対象となる医療が、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスの減少を目的

とした抗ウイルス療法であるインターフェロン治療と、Ｂ型肝炎の核酸アナログ

製剤治療に限定されているため、医療費助成の対象から外れている患者が相当数

にのぼる。特に、肝硬変・肝がん患者は高額の医療費を負担せざるを得ないだけ

でなく、就労不能の方も多く、生活に困難をきたしている。 

また、現在は肝硬変を中心とする肝疾患も身体障害者福祉法上の障害者手帳の

対象とされているものの、医学上の認定基準がきわめて厳しいため、亡くなる直

前でなければ認定されないといった実態が報告されるなど、現在の制度は肝炎患

者に対する生活支援の実効性を発揮していないとの指摘がなされている。 

肝硬変、肝がん患者は、毎日１２０人以上の方が亡くなっており、医療費助成

を含む生活支援の実現は、一刻の猶予もない課題である。 

   以上のことから、国においては、次の事項を実現するよう強く要望する。 

   １ ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。 

   ２ 身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を緩和

し、患者の実態に応じた認定制度にすること。 

   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

   平成２６年６月２４日 大空町議会議長 近藤哲雄  

提出先は衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣でございま

す。 

   以上、御説明させていただきました。 
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   よろしく御審議いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから発議第１６号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関す

る要望意見書を採決します。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１６号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に

関する要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２３ 発議第１７号 

◇議  長 日程第２３ 発議第１７号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策

の充実・強化を求める要望意見書を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   ７番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 議案書２３ページを御覧いただきたいと思います。 

   「発議第１７号 「林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を

求める要望意見書  

このことについて、大空町議会会議規則１４条の規定により別紙のとおり提出

します。 

   平成２６年６月２４日提出 提案者 大空町議会議員 齋藤宏司、原本哲己、

深川曻、松岡克美、品田好博、田中裕之」の各議員でございます。 

   ２５ページを御覧ください。以下、朗読をもって説明にかえさせていただきま

す。 

   北海道の林業・木材産業は、山村地域を支える基幹産業として発展し、雇用の

確保、地域経済の活性化などに大きく寄与してきた。一方で、人口の減少と高齢

化が急速に進みつつあり、近い将来、自治体の存続が危ぶまれる事態も想定され

ている。また、地球温暖化が深刻な環境問題となっている中で、二酸化炭素を吸
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収・固定する森林・木材に対し大きな関心と期待が寄せられているが、我が国に

おいては、化石燃料への依存度が高まっており、森林や木材が果たす役割は、こ

れまで以上に重要となっている。 

こうした現状を踏まえ、国は「森林・林業再生プラン」を策定し、１０年後の

木材自給率を５０％以上とする目標を掲げ、北海道では、国が平成２１年度に創

設した「森林整備加速化・林業再生基金」を活用し、高性能林業機械の導入、木

質バイオマスのエネルギー利用施設の整備など、森林資源の循環利用の実現に向

け、さまざまな取組を支援してきたところである。 

この結果、人工林を主体とする森林の整備や木材の有効利用が進み、北海道の

木材自給率は全国の２倍以上の約６割に達している。 

   今後、こうした取組をさらに加速させ、地域の特性に応じた森林の整備・保全

を着実に進めるとともに、森林資源の循環利用による林業・木材産業の成長産業

化を実現するための施策の充実・強化を図ることが必要である。 

よって、国においては次の事項を実現するよう強く要望する。 

１ 木材の利用促進といった地域の多様な取組を支援するため、「森林整備加

速化・林業再生基金」の継続など、林野関連施策の充実・強化を図ること。 

   ２ 地球温暖化防止、特に、森林吸収量の算入上限値３．５％の確保のための                                                                                                               

森林設備の推進や木材利用促進を図るため、「地球温暖化対策のための税」

の使途に森林吸収源対策を追加するなど、安定的な財源を確保すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

   平成２６年６月２４日 大空町議会議長 近藤哲雄  

提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文

部科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣

宛てございます。 

   以上、説明させていただきましたので、よろしく御審議くださいますようお願

いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

             （「なし」の声あり）     

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから発議第１７号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強

化を求める要望意見書を採決します。 

   お諮りします。 



- 54 - 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１７号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実

・強化を求める要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２４ 発議第１８号 

◇議  長 日程第２４ 発議第１８号 道教委「新たな高校教育に関する指針」の

見直しと地域や子どもの実態に応じた高校づくりの実現を求める要望意見書を議

題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   ７番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 議案書の２７ページを御覧いただきたいと思います。 

   「発議１８号 「道教委「新たな高校教育に関する指針」の見直しと地域や子

どもの実態に応じた高校づくりの実現を求める要望意見書 

   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提

出します。 

   平成２６年６月２４日提出 提案者 大空町議会議員 齋藤宏司、原本哲己、

深川曻、松岡克美、品田好博、田中裕之」の各議員でございます。 

   ２９ページを御覧ください。以下、朗読をもって説明にかえさせていただきま

す。 

道教委は、「新たな高校教育に関する指針」にもとづき、毎年度「公立高等学

校配置計画」を決定し、高等学校の募集停止の再編・統合を行ってきた。これに

より全道では現在までに２０校が募集停止、１７校が再編・統合により削減され

ている。 

   「配置計画」で再編・統合、募集停止の対象とされた高校では入学希望者の激

減する現象が生じており、子どもの進学を機に地元を離れる保護者も現れ、過疎

化を加速させ、経済や産業に影響を及ぼしている。 

   このように、「新たな高校教育に関する指針」にもとづく「配置計画」がすす

めば、高校進学率が９８％を超える状況にありながら、北海道の高校の約４３％

がなくなることになる。これはそのまま「地方の切り捨て」、ひいては北海道地

域全体の衰退につながる。 

したがって、広大な北海道の実情にそぐわない「新たな高校教育に関する指針

」を抜本的に見直し、地域の高校を存続させ、希望するすべての子どもにゆたか

な後期中等教育を保障していくべきである。 

   以上のことから、次の事項について要望する。 

１ 道教委が策定した「新たな高校教育に関する指針」は、広大な北海道の実

情にそぐわず、地域の教育や文化だけでなく、経済や産業など地域の衰退に

つながることから、抜本的な見直しを行うこと。 
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２ 「公立高校配置計画」については、子ども・保護者・地元住民など、道民

の切実な意見に真摯に耳を傾け、一方的な策定は行わないこと。 

   ３ 教育の機会均等と子どもの学習権を保障するため、「遠距離通学費等補助

制度」の５年間の年限を撤廃するとともに、もともと高校が存在しない町村

から高校へ通学する子どもたちも制度の対象とすること。 

４ 障がいのある・なしにかかわらず、希望するすべての子どもが地元の高校

へ通うことのできる後期中等教育を保障するための検討をすすめること。 

    以上、地方自治法第９９条の規定により意見書の提出をする。 

平成２６年６月２４日 大空町議会議長 近藤哲雄 

提出先は、北海道教育委員会委員長、北海道教育委員会教育長、北海道知

事、北海道議会議長宛てでございます。 

   以上、説明させていただきましたので、よろしく御審議くださいますようお願

いします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから発議第１８号 道教委「新たな高校教育に関する指針」の見直しと  

地域や子どもの実態に応じた高校づくりの実現を求める要望意見書を採決しま

す。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１８号 道教委「新たな高校教育に関する指針」の見直し

と地域や子どもの実態に応じた高校づくりの実現を求める要望意見書は、原案の

とおり可決されました。 

 

    ◎日程第２５ 発議第１９号 

◇議  長 日程第２５ 発議第１９号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／

２への復元、「３０人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実

など２０１５年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向けた要望意見書

を議題とします。 
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   本件について、提案理由の説明を求めます。 

   ７番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 議案書３１ページを御覧いただきたいと思います。 

   「発議第１９号 「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、

「３０人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など２０１５

年国家予算編成における教育予算確保・充実に向けた要望意見書 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提

出します。 

   平成２６年６月２４日提出 提案者 大空町議会議員 齋藤宏司、原本哲己、

深川曻、松岡克美、品田好博、田中裕之」の各議員でございます。 

   ３３ページを御覧ください。以下、朗読をもって説明にかえさせていただきま

す。 

   義務教育国庫負担制度は、標準的な教職員数の確保として国が責任を果たすも

のであり、へき地校などが多い北海道においては、教育の機会均等を保障する重

要なものとなっている。また、これは地域主権を脅かすものではなく、地域主権

を保障する制度であり、義務教育に必要不可欠であることから、制度の堅持と負

担率を１／３から１／２へ復元するなどの制度改善が重要である。 

   給食費、修学旅行費など、保護者の負担が大きくなっていて、地方交付税措置 

  されている教材費や図書費についても、都道府県や市町村においてその措置に格

差が出ている。国庫負担率が１／３になったことで、定数内期限付採用や非常勤

教職員が増加し、教職員定数の未充足などの状況も顕著になっていて、教職員定

数の拡充は喫緊の課題であり、地域に関係なく子どもたちに行き届いた教育を保

障するためには、「教職員定数の改善」と「学級基準編成の制度改正」及び「３

０人以下学級」の早期実現が不可欠である。 

以上のことから、次の事項について強く要望する。 

１ 義務教育費国庫負担制度の堅持と負担率１／２に復元すること。 

   ２ 「３０人以下学級」の早期実現にむけて、学級編制標準を順次改定するこ

と。当面、「新たな教職員定数改善計画」を早期に実施すること。また、地

域に関係なく子どもたちの教育を保障するために、複式学級の解消に必要な

教職員定数の改善及び必要な予算の確保を図ること。 

３ 子どもたちや学校、地域の特性にあった教育環境を整備し、充実した教育

活動を推進するために、教頭・養護教諭・事務職員の全校配置を実現するこ

と。 

４ 給食費、修学旅行費など保護者負担の解消、就学保障の充実、図書費など

国の責任において教育予算の十分な確保、充実を行うこと。 

   ５ 就学援助制度の充実に向け、国の責任において予算の十分な確保、拡充を

行うこと。 

    以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

    平成２６年６月２４日 大空町議会議長 近藤哲雄  
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提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

文部科学大臣、内閣府特命大臣（地域主権推進担当）宛てでございます。 

   以上、説明させていただいてきましたので、よろしく御審議いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

   討論はありませんか。 

             （「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから発議第１９号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復

元、「３０人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など２０

１５年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向けた要望意見書を採決し

ます。 

   お諮りします。 

   本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１９号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への

復元、「３０人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など２

０１５年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向けた要望意見書は、原

案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２６ 報告第５号 

◇議  長 日程第２６ 報告第５号 平成２５年度繰越明許費繰越計算書の報告に

ついてを議題とします。 

   山下町長から、お手元に配付しているとおり、平成２５年度繰越明許費繰越計

算書の提出がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。 

   藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の３５ページをお開きください。 

   「報告第５号 平成２５年度繰越明許費繰越計算書の報告について」 

繰越明許費につきましては、地方自治法の規定により翌年度に繰越して使用す

る歳出予算であり、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告するも

のであります。 

   ３７ページをお開き願います。町長から議長への通知文で、６月２日付けで送



- 58 - 

付をさせていただいております。 

   ３９ページをお開き願います。平成２５年度大空町一般会計繰越明許費繰越計

算書でございます。いずれも国の経済対策による実施事業で、平成２５年度内に

事業が完了しないため、繰越明許費として議決をいただいた事業であります。 

   ８款２項の橋梁補修等事業につきましては、今後整備を予定しております   

３つの橋の設計費と、その一つであります空港橋の補修工事費１，０７０万円

を、翌年度に繰り越すものであります。 

   ８款６項の中央さくら団地建設事業につきましては、１棟３戸を建設する工事

費５，２４０万円を翌年度に繰り越すものであります。２つの事業合計６，３１

０万円の予算額に対しまして、繰越明許費も同額の６，３１０万円を翌年度に繰

り越したところであります。 

   財源の内訳としましては、国道支出金が３，１２０万円、地方債が２，８２０

万円、一般財源が３７０万円となっております。 

   以上、一般会計におけます平成２５年度から平成２６年度へ繰越した事業内容

の報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで平成２５年度繰越明許費繰越計算書の報告については終わりま

す。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休 憩 午後 ２時５３分 

再 開 午後 ３時０３分 

 

    ◎日程第２７ 報告第６号 

◇議  長 休憩前に引続き会議を再開します。 

日程第２７ 報告第６号 平成２５年度一般財団法人大空町青少年育成協会の

経営状況についてを議題とします。 

   山下町長から、お手元に配付しているとおり、法人の経営状況を説明する書類

の提出がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

   星加生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 報告第６号でございます。「平成２５年度一般財団法人大空町青

少年育成事業協会の経営状況」につきまして、地方自治法第２４３条の３第２項

の規定に基づき、御報告申し上げます。 

   まず、事業報告でございますが、資料は手元の経営状況を説明する書類の７ペ

ージから２０ページでございます。 

   定款第４条第１号に掲げます青少年の健全育成のための学習講座の開設事業に

つきましては、青少年バンドクリニック、藤田善宏ダンスワークショップを開催

し、ダンスだけではなく、体を動かすことの楽しさを体験してもらうとともに、

町内の金管クラブや吹奏楽部の技術向上を図っております。 
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   定款第４条第２号に掲げます芸術文化事業の企画と芸術文化を普及奨励する事

業につきましては、公共ホール音楽活性化事業、オホーツク演劇祭inおおぞら、

小林亜矢乃ピアノリサイタル、トム・プロジェクトプロデュース「案山子」など

７事業を開催し、町内や近隣市町村から延べ３，７９０人の入場を得ておりま

す。 

   定款第４条第３号に掲げます社会教育を行うための専門的事項に関する研究集

会、講座などの開催や開催に協力する事業につきましては、青少年健全育成研修

会「大棟耕介講演会」、そして道化師のパフォーマンスを交えた笑いありの講演

を共催で開催しております。 

   定款第４条第４号に掲げます団体育成事業につきましては、町内青少年団体及

び育成団体と連携し、求めに応じて援助を行い、また、教育文化会館の運営に協

力をいただくボランティアの育成に努めております。 

   定款第４条第５号に掲げます受託施設管理事業につきましては、大空町から委

託を受けました社会教育施設の女満別武道館の清掃業務を行っております。 

   指定管理業務につきましては、社会教育施設の女満別研修会館、女満別ゲート

ボールセンター、図書館、Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理運営業務を行っておりま

す。 

   定款第４条第６号に掲げます社会教育関係団体との連携事業につきましては、

関係団体と連携協力して実施しました町民芸能祭、赤い羽根共同募金チャリティ

ー歌謡ショーなどの３事業を実施し、延べ８２０人の方の入場を得ています。 

   次に、収支の状況でございます。 

   経営状況を説明する書類の２３ページから２７ページに掲載されており、貸借

対照表、正味財産増減計算書にて報告されております。 

２７ページの正味財産増減計算書のⅠ一般正味財産増減の部、１経常増減の当

期経常増減額、表の中程になりますが、９５３万５，４５２円で、マイナスの決

算となっております。これは一般事業会社で例えれば、経常利益に相当するもの

でございます。 

   当期経常外増減がなく、一般正味財産期末残高は、１億２，５００万４，８３

２円となっております。また、Ⅱ指定正味財産増減の部の当期指定正味財産増減

額は、１，４７０万円ありますので、Ⅲ正味財産期末残高は、前年度対比５１６

万４，５４８円増の１億３，９７０万４，８３２円となっております。 

   監査につきましては、経営状況を説明する書類の３５ページに記載のとおり監

査を受けており、特に指摘を受けたとの報告はございません。 

   次に、４７ページから７４ページにかけまして、平成２６年度の事業計画書及

び収支予算書を添付しておりますので、御覧いただきたいと思います。 

   以上で、一般財団法人大空町青少年育成協会の経営状況及び事業計画につきま

して御報告させていただきますので、よろしく御審議くださいますようお願い申

し上げます。 

 

◇議  長 これで平成２５年度一般財団法人大空町青少年育成協会の経営状況につ



- 60 - 

いては、終わります。 

 

    ◎日程第２８ 報告第７号 

◇議  長 日程第２８ 報告第７号 平成２５年度一般財団法人めまんべつ産業開

発公社の経営状況についてを議題とします。 

   山下町長から、お手元に配付しているとおり、法人の経営状況を説明する書類

の提出がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。 

   伊藤産業課長。 

 

◇産業課長 それでは、議会提出議案書の４３ページでございます。 

   報告第７号でございますけれども、「平成２５年度一般財団法人めまんべつ産

業開発公社の経営状況」につきまして、地方自治法第２４３条の３第２項の規定

に基づきまして、御報告申し上げます。 

   資料につきましては、お手元の経営状況を説明する書類をご御覧いただきたい

と思います。 

   １ページを御覧ください。めまんべつ産業開発公社の目的を達成するための主

な事業といたしまして、１から４まで記載をしてございます。また、公益法人制

度改革に対応いたしまして、平成２５年７月１日に一般財団法人めまんべつ産業

開発公社として設立登記をしてございます。事業といたしましては、一般会計事

業、環境整備事業、特産品収益事業、指定管理運営事業Ⅰ、指定管理運営事業Ⅱ

の５つの事業となってございます。 

   まず、一般会計事業の状況でございますけれども、２ページを御覧いただきた

いと思います。事業といたしましては、地場産品の試作研究、販路拡大、イメー

ジ商品の開発などの事業を実施してございます。 

   次に、３ページから４ページを御覧いただきたいと思います。環境整備事業特

別会計の状況でございます。事業につきましては、主に公共施設の管理受託をし

ております公共施設等管理事業、女満別空港消防業務の空港環境整備事業、  

女満別空港駐車場管理事業、自動車テストコース整備の産業環境整備事業の四つ

の事業を実施してございます。東日本大震災以来、低迷しておりました空港駐車

場の利用につきましては、徐々に回復してきておりまして、料金収入が前年度比

１０２．５％と微増となっているところでございます。 

   次に、５ページをお開きいただきたいと思います。特産品収益事業特別会計の

状況でございます。農産加工商品の製造販売や地場産品販売の収益事業でござい

ます。アンテナショップ「ほのか」、メルヘン観光交流センター内のメルヘンぴ

っと内の「キッチンほのか」の来店者数につきましては、前年度比で１０８％、

売上金額で１０７％となっているところでございます。 

   次に、７ページをお開きいただきたいと思います。指定管理運営事業Ⅰの状況

でございます。事業につきましては、町より受託をいたしておりますメルヘン公

園の指定管理事業でございます。 

   管理施設につきましては、メルヘンカルチャーセンター、多目的広場、新規就
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農者技術習得管理施設、温室体験農場、駐車場となってございます。施設管理に

当たりましては、料金高騰が続く中、光熱水費などの節約に努めるとともに、   

栽培温室にあってはアスパラやブロッコリーの栽培、体験圃場では緑肥作物の栽

培試験などを行っているところでございます。メルヘン公園全体では、前年度対

比で利用者件数１１４．３％、利用者数で１０６％となっているところでござい

ます。 

   次に８ページでございます。指定管理運営事業Ⅱの状況でございます。事業に

つきましては、町より受託をしておりますひがしもこと乳酪館の指定管理業務で

ございます。乳酪館は地場で生産される牛乳を活用して乳製品の開発製造、体

験、展示等を通じた都市と農村の交流を行う施設として、ナチュラルチーズを初

めとする乳製品の製造販売、チーズ関連の新商品の開発や販路拡大に努めている

ところでございます。入館者数につきましては、前年度対比で１０８．１％、販

売収入につきましては、２０５万２，０００円の減となっておりまして、前年度

対比で９５．３％、４．７％の収入減となっているところでございます。 

   １１ページから２１ページにかけまして、一般会計、各特別会計の５会計の決

算関係の総括表を記載しております。平成２５年度めまんべつ産業開発公社全体

の収支につきましては、１３ページの正味財産増減計算書を御覧いただきたいと

思います。 

   Ⅰの一般正味財産増減の部の１経常増減の部の（２）経常費用の当期経常増減

額、表の中程にございますけれども、５２万３，３７８円で、マイナスの決算と

なっているところでございます。一般事業会社で言えば経常利益というところで

ございます。しかし、表の中の２番、経常外増減の部の（２）経常外費用の雑損

失が２万７,０５２円ございます。 

   表の下段の方にⅢ正味財産期末残高につきましては、前年度比で５６万４３０

円のマイナスということになっておりまして、トータル、１億９００万３，１４

３円ということになってございます。 

   次に、２３ページから４１ページにかけましては、平成２６年度の各事業計画

書並びに収支予算書を添付しておりますので、御覧いただきたいというふうに思

います。 

   以上でめまんべつ産業開発公社の経営状況の報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで平成２５年度一般財団法人めまんべつ産業開発公社の経営状況に

ついては終わります。 

 

◎日程第２９ 報告第８号 

◇議  長 日程第２９ 報告第８号 平成２５年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公

社の経営状況についてを議題とします。 

   山下町長から、お手元に配付しているとおり、法人の経営状況を説明する書類

の提出がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

   田中産業建設課長。 
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◇産業建設課長 議会提出議案書の４５ページでございます。 

   報告第８号 「平成２５年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況」に

ついて地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、御報告申し上げます。 

   資料は、お配りしております経営状況を説明する書類の１ページから１２ペー

ジでございます。 

   初めに、１ページから２ページの事業報告でございますが、芝桜開花期の入園

者の状況、キャンプ場、釣り堀、ゴーカート、遊覧車、温浴施設の利用状況、そ

れから苺ハウスの生産量等につきまして報告されております。 

   平成２５年度の芝桜開花期の入園者数につきましては、７万５，４１４人で、 

  前年度比で９３．４％と６．６％減少してございます。入園者数の減少要因とい

たしましては、例年にない融雪の遅れに加え、芝桜開花時期の低温降雪により、

三分咲きの開花宣言が５月２５日、満開宣言が６月２日と開花の時期が過去に例

を見ないほど大幅に遅れたことが要因であると考えております。 

   次に、３ページから８ページの収支決算の状況でございますが、収入の５０％

以上を占めております入園料は、開花の大幅な遅れが響き前年度より１７．５％

の減収となりましたが、経費の徹底した削減などにより、単年度収支では、６ペ

ージに記載のとおり、３万６，９１３円の純利益となり、平成２４年度の繰越利

益と合わせますと、平成２５年度末の繰越利益余剰金は、７ページに記載のとお

り、９７８万７，１２８円となってございます。当期末の利益余剰金につきまし

ては、次期に繰り越すこととなっております。 

   次に１０ページから１１ページの平成２６年度事業計画でございますが、芝桜

公園遊覧車、ゴーカート、売店食堂、キャンプ場、温浴施設、温室を中心として

営業することとなっております。一昨年整備いたしました温浴施設、足湯施設や

昨年完成いたしましたコンビネーション遊具により、芝桜祭りの期間やキャンプ

シーズンにおける入園者の増加を図るとともに、芝桜ライトアップの継続実施や

イベントの分散化、地元特産品のＰＲ、近隣市町との広域連携や無料送迎車の試

験運行など、新たな取り組みを加えて、魅力ある芝桜公園として運営していくこ

ととしております。 

   また、芝桜の老朽化等の対応策として、引き続き苗の植替えや侵食防止対策を

継続するとともに、スギナなど雑草の除去に全力を挙げていくこととしておりま

す。 

   平成２６年度の収支計画につきましては、１２ページに記載されておりますの

で、御覧いただきたいと思います。 

   なお、平成２６年度の芝桜祭りが、先日、既に終了しておりますので、   

参考までに６月１２日現在の入園者数等について報告させていただきます。   

６月１２日現在の入園者数８万３，０６９人、前年対比１０．２％の増、   

入園料収入３，３１１万５，７００円、前年対比２６．１％の増となっておりま

す。 

   以上で平成２５年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況について、報

告とさせていただきます。 



- 63 - 

◇議  長 これで平成２５年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況につい

ては終わります。 

 

◎日程第３０ 報告第９号 

◇議  長 日程第３０ 報告第９号 例月出納検査報告についてを議題とします。 

   監査委員から、例月出納検査報告書の提出がありましたので、監査委員の報告

を求めます。 

   近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました「報告第９号 例月出納検査結果の報告

」につきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により報告を申し上げ

ます。 

   検査の対象となった月は、平成２６年１月分から平成２６年４月分でありま

す。検査の内容は、毎月末の現金の出納状況、及び基金の状況でございます。 

   例月出納検査を実施いたしました実施時期は、１月分及び２月分につきまして

は、３月２０日に松岡前監査委員とともに実施し、３月分につきましては４月３

０日、４月分につきましては、５月２２日に実施したところであります。 

   検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり、相違あ

りません。また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございませ

ん。 

   以上、適正であると認め監査結果の報告といたします。 

 

◇議  長 これで例月出納検査報告については終わります。 

   これで本日の日程は全部終了しました。 

   会議を閉じます。 

   山下町長から発言があれば許します。 

 

◇町  長 平成２６年第２回大空町議会定例会の閉会に当たりまして、一言お礼と

決意を申し述べたいと思います。 

   今議会におきましては、３人の議員の方々から一般質問を頂戴いたしました。

お１人は、この町の産業の中心となります農業の後継者、さらには労働力を確保

していかなければならない、そんな意味合いからの御質問でございました。ま

た、この地域における雇用の大切さ、それが人口増につながっていくというよう

な御指摘で一般質問をいただいたところもあります。 

   また、地域の交流人口を増やしていくためには、ストーリー性のある観光振興

が大切である、そんな御意見もいただいたところであります。一つ一つ私どもの

町の成長を考えた上での御提案であったかと、そのように思っております。 

   一般質問にお答えする形で、人口減社会というものが、これの解消というもの

が喫緊の課題であると、そのような提言がされて各市町村、都道府県などの積極

的な対策というものが求められている状況にあるように感じております。 
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   このたびの議会におきましては、異業種交流事業によります婚活の推進、さら

に、子ども医療費の拡充、さらに医療・介護就業者支援、企業化の支援、宅地造

成の設計費、教育の充実といったようなことで、この地域で結婚をし、また子ど

もたちを産み育て、この地域にずっと住み続けていただける、そんな手立てがで

きないか、そういうところを支援していくための施策を掲げたところでありま

す。 

   一方で、相撲場の建設でありますとか、文化会館の改修、運動公園の改修など

については、交流人口の増大というようなことを狙った施策の一つでもございま

す。そんなたくさんの提案を定例会にお示しをすることができました。職員それ

ぞれが新しい部署、今までの部署の中でそれぞれこの制度化に向けて頑張ってく

れたものと、そのように思っております。 

   しかし、今回、お認めをいただきました制度、予算など、ただ単にそこに置い

ておくだけでは、効果が発現しないのは言うまでもございません。迅速にこの新

しい政策などに取り組み、そして、実行する中で、一つ一つ成果として挙げてま

いりたいと、そのように思っております。 

   その段においては、議員皆様からさらなる御指導を賜りますように、この機会

に改めてお願いを申し上げ、お礼にかえさせていただきます。 

   どうもありがとうございました。 

 

◇議  長 平成２６年第２回大空町議会定例会を閉会します。 

   大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 ３時２８分 


